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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。























口絵・本文イラスト　石川まどか









　目　次








ぷろろーぐ

１　散歩には落おとし穴あながいっぱい

２　呼びだせ、放課後

３　犬いぬ泥どろ棒ぼうにご用心

４　犬とマリスとヘルメット

５　分ぶん裂れつ

６　先せん手てを打て！

７　泥どろ棒ぼう見習い

８　鍵かぎの行方ゆくえ

９　デュカ

えぴろーぐ




　あとがき









　ぷろろーぐ







　百三十年前。クインリー市北区、オルネード交差点──




「おい、これだろ」

「ああ、これだ」

　彼らはつるはしを手に、その柱はしらを仰あおいだ。

　さほど高い柱ではない。彼らの頭一つ高いかどうかといった程度だ。太さも大人おとなの男の腕うでが回るくらい。

　元々は細部にまで手の込こんだ彫ちよう刻こくが施ほどこされた、白はく亜あの美しい柱だったようだ。だが、長年の風ふう雨うに耐たえきれず、表面は削けずり取られ、埃ほこりをかぶって汚よごれきっていた。柱ちゆう頭とうはぽっきりと折られており、観かん賞しよう用ようとしてもまったく意味をなしていない。

「しっかし、なんだってこんな柱が、道の真ん中にあるんだかねえ」

　前歯の欠けた男が柱の冷たい表面をぴたぴたと叩たたきながら、ぼやいた。

　オルネード交差点が町の中心から外はずれたところにあるとはいえ、交差点のど真ん中に意味もなく柱が立っているのは、大変邪じや魔まである。隣となり町まちに通じる道が交差していることもあり、夜馬車が激げき突とつすることもしょっちゅうだ。

　だから、道路整せい備びとともに、この柱を撤てつ去きよすることになったのだが……

「だけど、あれだろ。こいつには」

　長身の男が声をひそめ、辺あたりをはばかるように言った。相あい棒ぼうは頷うなずいた。

「ああ、そうだ」

「呪のろいが……」

「しいっ」

　相棒に厳きびしく口止めされ、長身の男は慌あわてて口を閉ざした。

　前歯のない男は怯おびえたうさぎのように、素す早ばやく辺りを見回した。そして、仲間を肘ひじで打って睨にらむ。

「滅めつ多たなこと言うんじゃねえ。言葉には力がある。災わざわいを口にすると、災いが聞き耳を立てて飛んでくるぞ」

「お、おう。すまねえ」

「じゃ、やるぞ」

　二人は気まずい空気を漂ただよわせながら、だがそれを口にするのもためらわれる──そんなすっきりしない表情で、つるはしをかまえた。

　二人とも呪いのことは重じゆう々じゆう承知していた。町の外からやってくる馬車が、この忌いまわしく邪じや魔まな柱に激突し、惨さん事じになるのはよく分かる。本当に邪魔な位置にあるのだ。夜よ目めでは特に視し認にんしにくい。

　だが、町の人間が、それもここの呪いについて詳くわしく知っている人間が、やはり馬車で激突することもしょっちゅうあるのはどういうことだろう。

　事じ故こに巻き込まれて奇き跡せき的てきに助かった人間の話では、この広場に入った途と端たん、白い人が立っているのに気づき、慌てて回かい避ひしようとしたらそこに柱があった──という。しかも、一人ではなく何人も、その白い、正体のはっきりしないものを見たと証言しているのだ。

　そして、いつのころからか、この柱は「呪いの柱」と呼ばれ、悪あく霊りようがとり憑ついていると噂されるようになった。

「どうせ幽ゆう霊れいなんて言っても、昼ひる間まっから出るほど間ま抜ぬけじゃないだろうさ」

　前歯のない男がつるはしをふるいながら、ぶつぶつと呟つぶやく。長身の男が不安そうに眉まゆをひそめて相棒を見たが、なにも言わずに仕事を続けた。

　うだるように暑あつい日だった。太陽は照りつけ、黒くはっきりした小さな影かげを地面に落とさせている。いつもなら乾かん燥そうしている時期なのに、ねっとりと絡からみつくように大気が蒸むした。まるで沸ふつ騰とうしたヤカンの上にいるようだ。

　二人は柱を倒す為ため、根元の地面を掘ほり続けた。

　どのくらい掘ったころか、長身の男がつるはしの先に妙みような手て応ごたえを感じた。

「ん？」

「どうした？」

　相棒がつるはしを振ふり下ろしながら尋たずねる──次の瞬しゆん間かん、つるはしはなにか硬かたい岩に当たったかのように、がきん、と嫌いやな硬こう質しつの音を立てると、柄えから金きん属ぞく部分がすっぽ抜ぬけた。

「うわ！」

　前歯のない男が悲ひ鳴めいを上げる。逃にげる暇ひまもなく、つるはしの鋭するどい切きっ先さきはくるくると宙ちゆうで回かい転てんすると、持ち主の喉のど元もと目がけてざっくり突つき刺ささった。

　びゅっと、ホースの口を押おさえたように、勢いよく血しぶきが上がる。

「ひゃっ！」

　長身の男も悲鳴を上げた。哀あわれな相棒は、断だん末まつ魔まの悲鳴を上げることもなく、ばったりと倒たおれた。即そく死しは誰だれの目にも明らかだった。







　１　散歩には落おとし穴あながいっぱい







　彼女は眠ねむっていた。眠りは深く、意識は泥どろと化してまどろみ、溶とけていた。

　夢ゆめも見ないほど深い深い眠りは、何なん人ぴとたりとも妨さまたげることはできなかった。一体彼女の眠りを誰だれが邪じや魔ますることができたであろう？

　彼女は眠っていた──そう、授業中に。

　その豪ごう快かいな爆ばく睡すいぶりに、教師陣も呆あきれて放っておくこと六時間。彼女は登校してからその日の全授業が終わるまで、ついに一ページの教科書も見ることなく終わった。

　終しゆう鈴れいが鳴り、クラスメイトが教室を出ていく中、彼女の前に赤毛をきれいに編あみ込んだ美少女が佇たたずんだ。冷たいまなざしで彼女を見下ろす。

「リン。もう起きたら？　授業は終わったわよ」

　冷れい淡たんな口く調ちようで美少女は言う。もちろん、彼女に起きる気け配はいはなし。

　眠りこけている彼女の名前はリン・エンデバー。黒い髪を無む造ぞう作さに切った、同じ色の長いまつげを持つ少女だ。背は高い方ではなく、服の上からはあまり分からないが筋きん肉にく質しつだ。目鼻立ちの整ととのった、本質はきれいな顔をしているのだが、当人にいたって酒落しやれっ気けがないので、原石は磨みがかれぬまま石ころと化していた。

　対して、リンを起こそうとした美少女の名は、ジャニース・コンラン。大きな空色の瞳ひとみとブロンズの輝かがやきを放はなつ美しい赤毛、白い透すき通る肌はだを持つ、自じ他たともに認める美少女だ。そして、誰もが羨うらやむ澄すんだ声は、他た愛あいのない日常会話ですら音楽のように聞こえる極ごく上じようのソプラノである。顔立ちは少々幼おさないところがあるが、それは十四歳さいだからであって、あと二、三年すれば映画スター顔負けの美女になり、通り過ぎる老ろう若にやく男なん女によが振ふり向くようになるのは間ま違ちがいなかった──ただし、愛あい想そうがあれば。

　揺ゆさぶっても声をかけても、殴なぐってもびくともしないリンに、ジャニースがどうしたものかと首を傾かしげていると、

「あら、リンはまだ起きないんですか。これじゃあ脳のう味み噌そが溶とけてしまいますね」

　金きん髪ぱつの少女がジャニースの隣となりにやってきた。彼女は牛乳瓶びんの底のような眼鏡めがねの奥おくから、まじまじとリンを見つめる。観察するような視し線せんだ。

　ジャニースは肩かたをすくめて、

「リンの脳味噌なんて元から溶けてるわよ。マリス、なにか方法ある？」

「それならこの、わたくしが調ちよう合ごうした」
















　マリスと呼ばれた小こ柄がらな少女は、ごそごそとポケットを搔かき回すと、小瓶を取りだした。中には鮮あざやかな金色の液体が入っている。

　マリスは瓶をジャニースに振ってみせた。

「これを使えば、いくらリンでも爽さわやかに目覚めますよ。ジャニース、リンの口を押さえてください」

　指示通りジャニースは、大口を開あけて寝ねているリンの口を手で塞ふさいだ。「むごっ」とリンはくぐもった声を洩もらしたが、やはり起きる様よう子すはない。

　マリスはコルクを慎しん重ちように外はずし、リンの鼻の近くで瓶の口を漂ただよわせた。すると、リンの体からだがピクッと動いたかと思うと、口を塞ふさいでいたジャニースを跳はね飛とばし、顔を真まっ赤かにして飛び上がった。

「うへえっ！　なにこれなにこれ！　変な臭におい！　いやああああっ」

　じたばたと、自分の鼻の頭を叩たたきながら足を踏ふみ鳴らして暴あばれるリン。マリスはジャニースに、喜びに満ちあふれた笑顔を向けた。

「どうです、一発で効きいたでしょう！」

「さすが、科学部の魔ま術じゆつ師しと呼ばれるだけはあるわ」

　大してすばらしくもなさそうにジャニースは褒はめた。だが、マリスは素す直なおに褒め言葉と受け取ったらしく、嬉うれしそうに、

「これくらい大したことじゃありませんよ。そう褒められると照れます」

「なにバカなこと言ってんのよっ、あんたたちはっ！　もっと大人おとなしい起こし方できないの!?」

　自分を無む視しして会話するクラスメイト二人を、リンはキッと睨にらんだ。よほどすごい臭いだったのだろう、黒目が潤うるんでいる。

「ずっとしてあげてたわよ？　朝の九時から」

　責せめられるのは心しん外がいだと、ジャニースが指し摘てきした。なにが朝の九時だ……とぼやきかけ、窓の外の時計台を見たリンの動きが凝ぎよう固こする。

　彼女は引きつった顔をジャニースとマリスに向けて、時計を指さしながら、

「……マジ？」

「だから授業終わったって言ったでしょ？」

「残念でしたねえ、今日の学食ランチは鴨かもローストのサンドだったんですよ」

「うそおおっ！　ああっ、もう三時だっ。ランチの時間終わっちゃったあああ」

　頭を抱かかえてしくしくと泣くリン。苦く学がく生せいたる彼女には、安くて量の多いランチに食くいはぐれるのは、死活問題なのだ。

　ジャニースは憮ぶ然ぜんとして、

「そんなことより今日きようの授業のノートを心配したら？　次の数学、試験よ」

「ジャニース、貸して。うううう、これからバイトなのにいい。昼ひる飯めし抜ぬきは辛つらいよう」

　ノートより昼飯の方が大だい事じだと、リンは自分の不幸を嘆なげいた。ジャニースが断ことわるとはみじんも考えていない態度だ。

「リン、今日のバイトはなんなんですか」

「犬の散歩。二時間頼たのまれたからただでさえ大変なのに、昼飯抜きなんて、昼飯抜きなんて」

「いじましいわよ、リン。パンぐらいなら食べさせてあげるわ」

　ぶちぶちと文句を言い続けるリンに、ジャニースは呆あきれて言った。途と端たん、リンはぱああっと顔を輝かがやかせ、親友に抱だきつく。

「わーん、ジャニースう、愛してるう」

「よしよし」

　リンの黒くろ髪かみを撫なでるジャニースを見て、マリスが感かん嘆たんした。

「はああ、うまく懐なついているもんですねえ」

「リンを懐かせるなんて、犬を飼かうより簡かん単たんよ」

「あたしは犬以下かっ」

　ひどいことを言う二人──マリスには悪気はなさそうだが、ジャニースの場合悪気の塊かたまりである──に、リンは憤ふん慨がいする。ジャニースは顔色一つ変えず、平然と、

「なにを言ってるのよ、リンは言葉が喋しやべれるから、犬より聞き分けさせることが簡単だって意味よ。犬より上等じゃない」

「褒められたのか貶けなされたのか分かんないぞ」

「褒められたに決まってますよ、よかったですねっ」

　無む邪じや気きに迎げい合ごうするマリスを、リンは恨うらめしそうに睨んだ。




　　　　※




　失しつ敬けいなことは言われたが、きちんとジャニースに飯めしを奢おごってもらい、リンは満足して今日のバイト先へと勇んで向かった。

　彼女たちが住むクインリー市は、人口八万人足らずの、大きな田舎いなか町まちである。都会のように目の眩くらむ高層ビルがあるわけでなし、かといって、百メートルも走ったらメインストリートが終わってしまうような小さな村でもない。

　広大な畑と牧場と荒こう野やの中に溶とけ込むようにある、そこそこ都会の雰ふん囲い気きを持ち、多分に田舎臭くささを漂ただよわせた、大陸内部の典型的な町、それがクインリーだ。リンが住みつくレズリー公こう証しよう事務所は市内の東に、クインリーハイスクールは南、そして犬の飼かい主ぬしの家は町の北側の地区にあった。

　リンは両親がなく、血けつ縁えんでないレズリー家に居い候そうろうさせてもらっている身なので、ともかく学費だけは自分で稼かせぐことにしている。大おお家やのギルバート・レズリーは学費ぐらい出すと言ってくれるが、これ以上世話になるのも心苦しいので、できるかぎりは自分の手で働くことにしていた。

　だから、彼女は金回りのいい単たん発ぱつの仕事ばかりを探さがしている。昨日きのうまでの一週間は、夜中、道路工事現場で防水シートを担かついで回っていたので、昼間起きていることなどできやしなかった。明日はさすがにテストがあるので、学生の本分たる勉強をしなければならない。今日は早めに仕事を切り上げて勉強するつもりで、犬の散歩のバイトを入れたのだった。

　自転車を走らせ、商店の並ぶメインストリートから住宅街へと抜ぬける。人家がまばらになってきたころ、目的の家へと着いた。

　その家は、真ん中に猫ねこの額ひたいほどの小さな公園がある、オルネード交差点に面していた。青い屋根に白い壁かべの、小さなおもちゃのような木造住宅だ。建たってからそれなりに年代を重ねているようだが、ペンキで塗ぬり直してあるし、きちんと掃そう除じも手入れも行き届とどいている。住人の几き帳ちよう面めんさと家に対する愛着を感じさせ、リンは好印象を抱いだいた。

　自転車を止め、木の柵さくを開あける。

「…………？」

　リンは首を傾かしげた。庭にいくつか段ボールが積まれてある。中身も入っているようで、まるで引っ越しのようだ。

（ゴミかな？）

　雨は降りそうにもないが、外に出しておくのはあまりよくない。人の家のことを心配しながら、リンは呼よび鈴りんを鳴らした。

「はあい」

　明るい声がして、ふくよかな女が家の奥おくからやってきた。彼女は内うち扉とびらを開け、外扉の格こう子し越ごしに、

「どなた？」

「犬の散歩のバイトです」

「ああ、そうだったわ。ありがとう」

　彼女は少し慌あわてながら外扉の鍵かぎを外はずした。エプロンで手を拭ぬぐい、ぽっちゃりした白い手を差しだす。

「私はカレン・スキアヴォ。ごめんなさい、まだ用意してないの。ちょっと待っててね」

　口くち早ばやにカレンは伝えると、リンになにも言わせず再び奥へ走っていった。

（なんだか慌ただしいなあ）

　しばらくリンが待っていると、カレンは一人で戻もどってきた。訝いぶかるリンに、彼女は手にしていた封ふう筒とうを握にぎらせた。

「はい、これが代金ね」

「え？　後あと払ばらいで結けつ構こうですけど」

　リンは面めん食くらって封筒を返そうとした。だが、カレンはそっちの方が当とう惑わくしたらしく、

「いえ、でもね、やっぱり最初の方がいいでしょ。二時間も頼たのむのだし」

「はあ……」

　分かったような分からないような言いわけだったが、リンは結局受けとることにした。あとから謂いわれのない文句をつけられ、未払いにされても困るのは事実だ。

「それで、犬は……」

「えっ。ああ、そうだったわね。あら、どこに行ったのかしら。デュカ。デュカ！」

　カレンはすっかり犬のことを忘れていたらしく、ばたばたと再度家の奥へ走って消えた。まったくおっちょこちょいの主婦もいたものである。

　家のあちこちから、「デュカ」を呼ぶカレンの声が響ひびいてくる。

（デュカかあ、可愛かわいい名前だな。まだ若い奥さんだから、きっと犬も、毛がふさふさした小さな犬かな。ううん、結けつ構こう大型犬かも。優やさしい目をした、従順な犬とか）

　居い候そうろうである以上、リンに生き物を飼かう余よ裕ゆうはない。だが、やはり犬や猫を飼ってみたいと憧あこがれてはいる。

　ペットショップのウィンドウで見た、血統書付きの可愛い子犬たちを思い浮うかべながら、リンはうきうきして「デュカ」の登場を待った。

　かなり長いこと待たされ、なにかあったのではないかとリンが不安になるころ、ようやくカレンが姿を現あらわした。彼女は駆かけ回った疲つかれを隠かくしきれない笑顔を見せて、

「ごめんなさい、なかなかデュカが見つからなくて。これが、うちのデュカよ」

「はあ……」

　リンは呆ぼう然ぜんと、カレンが力ちから任まかせに引きずってくるものを見みつめた。

　カレンが渾こん身しんの力で引っ張る綱つなの先には、伏ふせの状態で腹はらを引きずられながらやってくる犬がくっついていた。大型犬でも小型犬でもない。ごく平へい凡ぼんな、中くらいの大きさだ。毛はふさふさしておらず、短い、黒と白の斑まだら模も様ようだった。目は優しいというよりは、小さすぎて老人のようにしょぼしょぼしていたし、どう見たって従順とは言い難がたい態度だ。

　そして、可愛げのない、気だるそうな表情！　リンは予想をことごとく裏切られ、啞あ然ぜんとするしかなかった。彼女は犬けん種しゆには詳くわしくないが、まったくどうしてこんなに可愛くない犬がいるのか、理解できなかった。これが、この種全体の変えようがない生物的特徴だとしたら、ブリーダーや交こう配はい技術者の美的センスを疑ってしまう。

　かといって、このデュカのみの特徴で、内面を表あらわしきっているだけのことだとしたら、それはそれで困る。大変困る。

　リンはこれからの二時間の苦労を想像して、げんなりした。

（でも、もしかしたらこの奥さんにだけ懐なついてなくて、ほかの人には案外オッケーかも）

　一いち縷るの望みを残して、リンはデュカの前に屈かがみ込むと、無理やり笑顔を作った。

「よろしく、デュカ。リン・エンデバーだよ」

　リンは友好的に手を差しだした。すると、デュカは予想を裏切らず、ちらりとリンを片目で見て、それから大あくびをするという、反友好的な挨あい拶さつをしてくれた。やはり望みは望みでしかなかったようだ。

　リンが情なさけない顔でカレンを仰あおぐと、彼女も困ったようにほほえんだ。飼い主たる彼女も、デュカの性格には手を焼いているようである。

「ごめんなさいね、ほんと、ちょっとわがままに育ってしまって。迷めい惑わくかけるけど、ごめんなさいね」

「いえ、こっちも仕事ですから」

　何度も謝あやまるカレンに、リンは力ない笑顔でそう言い返した。言葉とは裏うら腹はらに、いやあな予感はますます募つのっていったが、しかたがない。金はもらってしまったし、わざわざ散歩に人を雇やとうくらいだ、一ひと癖くせ二ふた癖くせある犬だったとしても文句は言えない。

　ここでくよくよしていても埒らちが明かない。リンはカレンから引ひき綱づなを預あずかかると、いざ散歩に出ようとした。

「さっ、楽しい散歩に出かけよう！」

　自分に言い聞かせ、気合いを入れてリンは歩きだした。が、デュカが伏ふせのまま動こうとしなかったので、前のめりになってしまう。

「…………」

　恨うらめしげにデュカを睨にらんだが、デュカはなに食わぬ顔で目を閉じ、むにょむにょと口を動かしているきりだ。

（こ、こいつーっ）

　完全にバカにされている。リンは蹴け飛とばしてやろうかと思ったが、何なに分ぶん人さまの犬である。そう無む茶ちやはできない。

　心配そうな表情のカレンと目が合うと、二人で「ははは」「ほほほ」と乾かわいた笑いを洩もらした。

「じゃあ、私は」

「はい、頑がん張ばります」

　なにやら間ま抜ぬけな挨拶を交かわして、カレンは家の中に引っ込んだ。リンは大きく息をつくと、気合いを入れ直し、デュカを抱かかえ上げた。

　デュカはさすがに驚おどろいて、手足をじたばたさせたが、リンとて伊だ達てに力仕事をしているわけではない。中型犬を担かつぐくらいお手のものだ。

「ほら、あんたが嫌いやがったって散歩は行くんだよっ。暴あばれるなーっ」

　爪つめや牙きば攻こう撃げきをよけながら、リンはデュカを敷しき地ちの外に連れだした。その間、デュカは「わん」とも「きゃん」とも、一声も吠ほえず、荒あらい息をして恨み辛つらみをこめたまなざしでリンを睨んでいるきりだった。

「あーっ、本当に可愛くない犬だなっ」

　まだ一歩も家から出ていないのにこの体ていたらくでは、一体この先二時間もどうすればいいのだろうと、リンは青あお息いき吐と息いきだった。

　ともかく、担いでいてはしかたがない。散歩は歩かせてこそ散歩だ。

　歩道に下ろすと、デュカは早さつ速そくべったりと腹を伏せた。梃て子こでも動く気はないようだ。

「でゅかああああ」

　デュカの首輪を摑つかみ、どうしたものかと考えあぐねていたリンの視し界かいの隅すみに、小さな女の子の姿が映った。

　まだ五、六歳だろうか。みごとなカールの栗くり毛げを結ゆい上げた、目のくりくりした少女だった。赤いワンピースを着て、柵さくの陰かげからじっとリンを見つめている。

（？　スキアヴォさんちの子供かな？）

　目が合ったので、リンはにこっと笑った。少女は驚いたようで、慌てて体を引っ込めたが、すぐに再び、おそるおそる顔を出した。頰ほおが紅こう潮ちようしている。

　どうやら人見知りをする子らしい。デュカが心配で様子を見にきたのだろう。リンは楽しくなって、少女を手て招まねいた。

「こっちにおいでよ。なにもしないから」

「…………」

「この子のご主人さまなんでしょ？」

　少女が頷うなずく。そして、上うわ目め遣づかいにリンを見ると、おずおずと柵の陰から出てきた。

「スキアヴォさんちの子ね？　あたしはリン・エンデバー。お母さんからデュカのお散歩を任まかされたの。大だい丈じよう夫ぶ、安心して。犬は好きだから」

　犬は好きだが、根こん性じよう曲まがりは好きではない──と、こっそり心の中で付け足す。もちろん、それはおくびにも出さないが。

　少女はうつむきながらもじもじして、時とき折おりリンの顔色を窺うかがうように顔を上げ、慌ててうつむくことを繰くり返した。なにか言いたいが、知らない人と口をきく勇気はないようだ。リンは笑って、

「恥はずかしがり屋さんなんだね。名前は？」

「……スー。スーザン・スキアヴォ……」

　ようやくそれだけ、蚊かの泣くような声でスーは答えた。リンは頷き、立ち上がった。

「さて、スー。あたしはデュカの散歩に行かなくちゃなんない。でも、見ての通り、デュカには散歩に行く気がまったくないの。これって散歩が嫌きらいなせい？　それともあたしが嫌いなせい？」

「…………」

　スーはちょっと困ったように眉み間けんにしわを刻きざんだ。そうすると母親そっくりになった。そして、たどたどしい口く調ちようで、

「デュカ……人見知りするの……」

「ははあ」

　深く納なつ得とくするリン。主人に似にているようだ。

「散歩が嫌いなわけじゃないんだね？」

　少女は再度頷いた。そして、どことなく気まずい表情でうなだれているデュカの馬うま面づらを、両手で挟はさむと、

「デュカ。ちゃんとお姉ねえさんの言うこと聞かないとダメだよ。ちゃんと言うこと聞かないと捨てられちゃうんだからっ。いいね、ちゃんと、お散歩行くんだよっ」

　スーは必死になって、根性の曲がった犬に言い聞かせた。それがあんまり必死で真しん剣けんだったので、なんとなくこの家でのデュカの立場が分かり、リンは少女が気きの毒どくになった。

　デュカはどうやらこの家での、スー以外の誰からも好かれていない、厄やつ介かい者もののようだ。見るからに可愛くないこの態度ではしかたないかもしれないが、機会があれば家族は捨てようとしているのだろう。本当にするかどうかは別だが、いつも似たようなことを口にしているに違ちがいない。そして、スーだけはこの犬が大好きで、デュカが捨てられることに怯おびえている──そんなところか。

　デュカも、母親の言うことはきかないが、スーの言うことには従うらしく、神しん妙みような顔で説教を聞くと、のそのそと体を起こした。どうやら散歩に行く気になったらしい。

　リンはホッとして、綱つなを握にぎりしめた。

「じゃあ、散歩行ってくるね。大丈夫、途と中ちゆうで捨ててきたりしないから」

　不安そうにリンを見つめるスーにそう言ってやると、少女ははにかんだ笑みを浮うかべた。そして、リンに左手を差しだす。

　その小さな掌てのひらの上には、小さなチョコレートが載のっていた。

「あたしにくれるの？」

　スーが頷く。

「ありがとう」

　リンが受けとると、スーは逃げるように柵の陰へ駆けていってしまった。

（可愛い子だな）

　リンは自分の半分しかない少女との爽さわやかな交流に気をよくし、先ほどまで感じていた憂ゆう鬱うつもすっかり忘れて、意い気き揚よう々よう散歩に出かけた。

　しかしながらその爽さわやかな散歩は、家を出てから五十メートルの地点で、早くもつまずきをみせた。

　デュカはスーに言いつけられたとおり、散歩には一応協力的な姿勢をとった。短い足をもたくたと動かし、ともかく歩く。
















　歩けば確かに散歩だ。まっすぐ歩かなくても。

「デュカあああーっ。どーしてそっちに曲まがってくう！」

　曲がり角でもないのに、わざわざ歩道から車道へと唐とう突とつに曲がろうとするデュカ。そのたびにリンはデュカを押おさえ込み、あるいは車通りが切れたのを見み計はからって、一いち目もく散さんに横断したりを繰くり返した。どう考えたって、こんな蛇だ行こうがいつもの散歩道とは思えない。

「あんたね、一いつ体たい散歩ってもんがなにか分かってんの？　散歩ってーのはね、こう同じテンポで、歩くなら歩く、走るなら走るで、なるべくまっすぐに進んで、やむなく曲がるくらいで曲がるもんなのよっ。そして、ペットと飼かい主ぬしの交流を暖あたためつつ、自分の体力を鍛きたえて──って、話の最さい中ちゆうに行くなあっ！」

　くどくどと、自分でもよく分からない弁べん舌ぜつを振ふるっている間に、デュカがそっぽを向いて再び車道に入ってしまったので、リンはつのを出して怒ど鳴なった。だが、派は手でな赤い車がクラクションを鳴らして走ってきたので、リンは血ちの気けの引く思いで道路に飛びだし、デュカを担かついで反対側の歩道に逃にげる。

　車は何度もクラクションを鳴らしながら通り過ぎ、そのまま去っていった。

「あっ……危あぶないじゃない！」

　とっさのことだったので、抗こう議ぎするタイミングが遅おそくなってしまい、リンは姿の消えた車に向かって怒鳴り散らした。そして、腕の中のデュカにも向かって、

「あんたもよ！　もうちょっとで轢ひかれるとこだったんだからね！　死にたくないならちゃんとまっすぐ歩きなさい！」

　まなこを三角にして怒鳴っても、デュカは吞のん気きな顔をしてあくびまでしてくれる。その、目の回りが黒くなっているパンダ顔を見ると、怒いかりが萎なえてしまい、リンはがっくりとため息をついた。

「な、なんか、あたしがみじめ」

　おかしい。この散歩は妙みようだ。リンはそう思いながらも、スーと約やく束そくした手前、ここでデュカを捨てるわけにもいかず、気を取り直して散歩を続行することにした。

「そう……まっすぐ歩きたくないってなら、まっすぐ歩かなくてもいいところに行こう。そうだ、公園に行こう！」

　いいことを閃ひらめいたと、リンは少しだけ機き嫌げんを回復して、デュカを担かついだまま公園に向かった。クインリー市民の憩いこいの場ば、湖こ畔はんの公園は、芝しば生ふの敷しき詰つめられた広い広い公園だ。多少デュカが蛇行して歩いても、そうそう問題にはならない。

　だが、公園に赴おもむいたことは、リンにとって正解とも失敗とも言えた。

　公園にたどりついたデュカは、駆かけ回るでも蛇行するでもなく、まっしぐらに木こ陰かげへ突つき進むと、べったり伏ふせて動かなくなってしまった。ベンチでべたべた抱だき合い、二人だけの世界に興きようじるカップルの前で。

「デュ、デュカ！」

　リンは顔を真まっ赤かにさせて、デュカの引ひき綱づなを引っ張った。男の膝ひざの上に乗っていた女は、愛の語らいと実じつ践せんを邪じや魔まされ、えらく不ふ機き嫌げんそうに顔を歪ゆがめ、

「なによお、この犬は。あたしたちは見み世せ物ものじゃないのよお」

「す、すみませんっ」

　カップルの非ひ難なんのまなざしを浴びながら、リンはデュカをずるずると腹はらばいのまま引きずって逃にげた。

　ようやくカップルの目の届とどかないところまで来たかと思えば、デュカは一いち目もく散さんにブランコまで走っていき、その上にべったりと座すわった。おかげで、今まさにブランコに乗ろうとしていた幼よう児じは、世にも悲しい声で泣きだしてしまった。

「ごめんね、ごめんね」

　リンは平ひら謝あやまりでその子と母親に謝り、伸のびきったゴムのようにだらしなく体を伸ばしているデュカを、小こ脇わきに抱かかえて逃げる。

　かくのごとく、公園はリンにとって命の危険はなくなったが、下くだらないトラブルに見み舞まわれる場所だった。

　リンは湖みずうみの縁ふちまで来ると、素そ知しらぬ顔であくびをしているデュカの顔を摑つかみ、自分に向けさせた。そして、まなこを吊つり上げ、

「あんた、わざとやってるでしょ。あたしを困らせようとしてるね？」

　勿もち論ろんデュカは答えなかったが、決して視し線せんを合わせようとしない。かなり頭のいい犬である。

　リンは一いつ喝かつしてやろうかと思ったが、犬のいたずらに本気で腹を立てるのもみっともないと考え直し、説教をすることにした。

「あんたねえ、スーにお姉さんの言うこと聞けって言われたでしょ？　お姉さん。いい、あたしのことよ、あたしっ。そんなことじゃねえ、いつか酷ひどいしっぺ返しを食くうんだからね。それが神さまの作った条理というものよ。ちょっと、ちゃんと聞いてる？」

「聞くわけないでしょう、犬だもの」

　唐とう突とつに返事がきたので、リンはデュカが喋しやべったとギョッとしたが、すぐに目の前にジャニースの姿を認めて安あん堵どした。

　彼女は憮ぶ然ぜんとして、真しん剣けんに犬に語りかけるリンを見下ろしていた。その整ととのった顔に、

「なにバカなことやっているのよ」という言葉が書いてある。

「ジャニース。ピアノは終わったの？」

「終わったわよ。それが例の犬？」

　ジャニースは脇に抱えていた楽がく譜ふを振ふりながら、デュカを覗のぞき込んだ。すると、デュカもジャニースが一ひと筋すじ縄なわではいかない人間だと見み抜ぬいたらしく、上うわ目め遣づかいに彼女を仰あおぎながら、尻しりでじりじりと後こう退たいする。

　自分に対するデュカの失礼な態度をジャニースは無視して、じっと見つめると、

「牛うしみたいな柄がらね。鳴かないの？」

「鳴かないんだよ、それが。鳴くときはきっと、『きゃん』とか『わん』とか可愛かわいいもんじゃなくて、歯をむきだして『うしし』って笑うんだ。絶対そう」

　リンは投げやりに言った。

「ふうん、変わってるわね」

　ジャニースが手を伸ばし、デュカの垂たれた耳をぺろりとめくってみる。途と端たん、デュカは電流が走ったように身み震ぶるいし、脱だつ兎とのごとく逃げだした。

「えっ？」

　手た綱づなを握にぎりしめていたリンは、デュカの不ふ意い打うち逃とう亡ぼうに体が反はん応のうしきれなかった。デュカに引っ張られるまま、もろとも湖の中に落ちる。

　じゃぽーん、と小こ気き味みいい音を自分の耳で聞き、リンは慌あわてて水面に顔を出した。浅あさ瀬せだからよかったものの、足の短いデュカはじゃぽじゃぽと必死で溺おぼれている。

「もーっ、あんたはなにやってんのよっ！」

　暴あばれて爪つめを立てるデュカを救い、なんとか岸へ上がる。すると、待っていたジャニースが目をぱちくりさせて、

「リン、泳ぐにはもう遅おそいわよ？」

「誰だれのせいだっ、誰の！」

　自分が原因だなんてみじんも感じていないジャニースを怒鳴りながら、

（これじゃ、二時間なんていくらあっても足りないよな……）

　身を震ふるわせてしぶきを飛ばすデュカを見て、リンはため息をついた。
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「……あれ？」

　ジャニースと別れ、ようやくスキアヴォ家けに戻もどってきたリンは、呼よび鈴りんを鳴らしてもいっこうに誰だれも出てこないのに首を傾かしげた。

　腕うでの中のデュカも、なにやらそわそわして落ちつかない。リンは嫌いやな予感がして、庭の方へ回ってみた。

　来たときに見た段ボールの山が消えていた。窓の中の家具はちゃんと残っているが、やけにがらんとしている。人ひと気けはない。

（まさか）

　窓が開いてないか全部試ためしてみる。裏庭に回って、勝手口も物置もガレージも確かめてみるが、どこも開いていない。

　どこかに出かけたのだろうか。だが、二時間経たったのだから、リンが帰ってくることは分かっているはずだ。

（急に用ができたのかな？　書き置きかなんかないかな……）

　金は貰もらったのだから、あとは挨あい拶さつヌキで、デュカを犬小屋にでもつないでおけばいいのだろうか。そう考えて、リンはデュカが室内犬であることを思いだした。

　もう少し待ってみよう。もう一度玄げん関かんまで戻もどってみると、外そと扉とびらの隅に紙が挟はさんであるのに気がついた。

　紙を手に取る。

　それはやはり書き置きだった。中には几き帳ちよう面めんそうな文字で、

「　引っ越します。デュカを保ほ健けん所じよに渡してください　」

　簡かん潔けつな文章だった。

　リンはぽかんと立ち尽くした。

　デュカは異常を察さつ知ちしたのだろう。ふんふんと鼻を鳴らして、落ちつかない様子で家の周りをぐるぐると走っている。

（捨てられた……？）

　そのことを理解するのに、かなり時間がかかった。







　２　呼びだせ、放課後







「……それで、デュカをどうしたの？」

　翌日の昼休み、ぐったりと机の上にうつぶせているリンに、ジャニースは尋たずねた。朝、書き置きを見つけたところまでは聞いたのだ。

　リンは目の下に隈くまを作りながら、投げやりな笑顔で、

「しかたないから、うちに連れて帰った。おかげでこの有ありさま」

　そう言ってリンは、ひっかき傷きずと青あお痣あざだらけの腕うでを見せる。

「デュカにやられたの？」

「直接じゃないけどさ。あいつ、まったく悪わる知ぢ恵えが働くんだっ。あいつ助けようとして、危あやうく窓から落ちるとこだったんだから！」

　憤ふん然ぜんとリンは訴うつたえた。一晩中デュカに振ふり回されたおかげで、試験勉強に手を付けられず、惨さん憺たんたる結果になってしまったのも、怒いかりの原因だ。

「まったく可愛かわいげがないったら。あれじゃ捨てられるのも当然だねっ。本当に頭にくる」

「だったら、飼かい主ぬしの家に戻もどしてくれば？　不動産屋が見つけてくれるわよ」

　ジャニースは不思議そうに尋たずねた。もちろん彼女は、そんなことはできないリンの性格を知っている。わざと言っているのだ。

　リンは口を尖とがらせて親友を仰あおいだ。

「そしたら毒どくガス室しつ行ゆきじゃん。そんなことできないよ」

「なら、新しい飼い主を捜さがす？　リンの経けい済ざい状じよう況きようじゃ飼うなんて無理でしょ」

「……考えとく」

　そう答えると、リンは大きく息をついた。

「お昼ひるご飯はんは？」

「今日きようはいい……試験結果がショック大きすぎて食欲ない」

　力なくリンは答える。だが、彼女自身、その落ち込みが別段試験に由ゆ来らいするものではないと分かっていた。

　捨てられた──そのことがリンにとって精神的負ふ担たんになっているのだ。

　ジャニースはじっとリンを見つめていたが、

「でも、彼女はそうは思ってないみたいよ」

「彼女？」

　誰のことだとリンは頭を上げ、自分の机にべったりと顎あごを乗せているデュカと目が合い、ギョッと仰のけ反ぞった。

「デュカ！　あんた、どっから来たの!?」

　仰ぎよう天てんして尋ねるリンを、デュカは気のなさそうにちらりと見上げただけだった。

「ちゃんと部へ屋やに閉じこめてきたのにっ」

「手紙がついてるわよ」

　ジャニースは首輪にくくられた紙切れを取ると、中を一読してからリンに渡した。それは居い候そうろう先のギルバート・レズリー老人からのものだった。

「上がうるさいと思ったら、こいつが暴あばれ回っていたよ。よっぽどリンに会いたいのだろう。これで二人で昼をお食べ」

　とあり、中にコインが一枚入っていた。リンはコインを日の光にかざしながら、

「大先生……これじゃ牛乳も買えないよ……」

「飼うって決めたなら、きちんと世話しなさいよ」

「分かってるよ」

　リンはぶつくさ言いながら立ち上がった。食堂へ向かう彼女たちのあとを、ちょこまかとデュカがついてくる。

「あら、ちゃんとついてくるじゃない」

「飯めしのときだけはねっ」

「じゃあ、リンと同じくらいはしつけられるのかしら？」

　聞こえよがしに呟つぶやくジャニースを、リンは睨にらんだ。ジャニースは当然のごとく無む視しした。

　時間が遅かったので、食堂でパンを買い、庭で食べることにする。

「あんまりおいしそうなの残ってなかったなあ」

　芝しば生ふに座すわったリンは、紙かみ袋ぶくろをごそごそと開き、ホイルに包まれたピザを取りだした。

「いっただっきまーす」

　食欲がないと言ったわりには、目の前の具ぐ体たい的てきな誘ゆう惑わくには勝てず、リンは満まん面めんの笑顔で口を開あけた。ピザを口に放ほうり込む前に、足下でもそもそとパイを食べていたデュカが、いきなり飛びかかってきた。

「うわっ!?」

　驚いて身を反そらすと、デュカは器き用ようにピザをリンの手から奪うばい、そのまま逃にげだした。もちろん、まっすぐ走って。

「あらあら。器用なこと」

　ベーグルサンドを食べながら、ジャニースが吞のん気きに言う。デュカを捕つかまえる気はまったくないようだ。

「こ、こらっ、待てえーっ！」

　リンは封ふうを開いたばかりの牛乳瓶びんをジャニースに押おしつけると、まなこを吊つり上げ、デュカを追った。食べ物に関することだけは譲ゆずれない！

「でゅかあーっ！」

　中庭の丘おかを越こえ、生徒たちの輪に飛び込み、回かい廊ろうを駆かけ回ってデュカを追う。デュカはとても老ろう犬けんとは思えないすばしっこさで、リンの手を逃のがれた。

　そして、ようやく自分の教室で追いついたときには、デュカはリンの机の上でべえっとピザを吐はきだしていた。もちろん、もう食べられやしない。

「こ、こいつ、食い物を粗そ末まつにしやがってっ」

　ぜいぜいと息を切らし、自分の机の上に広がったピザの残ざん骸がいを眺ながめるリン。その無む惨ざんな昼食の姿に、怒ど鳴なる気力も失うせてしまった。

　デュカはへっへっへ、と薄うすいピンクに黒い斑まだらがある舌したを出し、小ばかにしたまなざしでリンを見ている。青あお息いき吐と息いきのリンの机の惨さん状じようを、戻ってきたジャニースが見て、

「まあ、いい性格の犬ね。結局食べなかったの？」

「こいつ、チーズは食べないんだよっ。それはゆうべよーっく分かったんだから！」

　リンは腹を立てながら、机の上の残骸を片づけようとした。その手を、デュカがぱっくり吞のみ込む。

「…………」

　リンは無言でデュカをつまみ、手を引き抜くと、そのまま窓から放り捨てた。この教室が一階で、外には柔やわらかい草むらがあると分かってやったことだ。

「……あいつが捨てられたのがすっごく分かる」

「それはしつけがなっていないだけですよ！」

　振ふり返ると、いつの間にかジャニースの隣となりにマリスが立っていた。彼女は彼女のトレードポーズ、両手をしっかりと組み合わせ、悲しそうなまなざしで、

「しつけさえなっていれば、大たい抵ていの人間はどんな不ぶ細さい工くな犬でも許します。反対に、どんな格かつ好こういい犬でも、しつけがなっていないと腹立たしいもの。そしてしつけは人間の義務です、犬のせいではありませんよ！」

　そうマリスは力説する。どうやら彼女も犬捨て反対派らしい。リンは仏ぶつ頂ちよう面づらで、

「でも、あんな老犬、今さらしつけられないよ」

「デュカはトイレのしつけはできてますか？」

「それだけはおかげさまで」

「じゃあ、能力がないわけじゃないんですね。それならうまく行くはずですっ」

　自信たっぷりに言うマリス。リンは警けい戒かいした。マリスの提てい案あんはろくでもないのが相そう場ばだ。

「なにする気さ」

「放課後、わたくしの研究室に来てください。わたくしの理論を証明してみせます！」

　そう断言すると、マリスはやる気満々で教室を出ていった。どうにも胡う散さん臭くささ百二十パーセントなのだが、マリスはクラス一頭がいい。なにか妙みよう案あんがあるのかもしれない。ただ、クラス一の変人というのも引っかかるのだが。

　リンの不安を見み透すかしたように、ジャニースが、

「マリスの生せい体たい実験に参加するの？」

「ちょっと早まったかなあ」

　リンはちょっぴり後こう悔かいしながら、だが、デュカのしつけが最優先だと、自分の手に残る歯形を見て言い聞かせるのだった。
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「つまり、しつけとは繰くり返しによって体からだに叩たたき込むものです。これを反はん射しや神しん経けいと人は呼びます。そして、人の行動の一いつ切さい合がつ切さいを司つかさどっているのは電気信号なのですっ」

　放課後、科学部の薄うす暗ぐらい一室に集められ、リンとジャニースはマリスの能のう書がきを聞かされていた。自じ他たともに認める科学音おん痴ちのリンは、はなっから内容を理解しようという根こん性じようはなく、足あし下もとのデュカを押おさえることで精せい一いつ杯ぱいだった。ジャニースは神しん妙みような顔で聞いているように見えるが、実際は目を開いたまま眠ねむるという特技を、こっそり披ひ露ろうしている。

　マリスは自分の細ほそ腕うでをぴしゃりと叩くと、

「この、腕を曲まげるという行こう為いは、脳が腕に『曲げろ』という電気信号を送ってなりたつ行為です。そして、このように」

　マリスは用意しておいた氷を摘つまむと、下を向いてデュカに小こ言ごとを言っていたリンの襟えりの中に突つっ込んだ。

「ひゃっ！」

　飛び上がるリン。マリスは手を叩いて実験の成功を喜んだ。

「ほら、このように脳が命令を出さなくても、人は体を動かすことができますっ。これは反射神経による反射運動です。犬のしつけとは、この反射神経に電流を通し、反射運動を鍛きたえてやることなのです！」

「あたしを実験台にするな！」

「つまり、油ゆ断だん大たい敵てきってわけね」

　眠っていたはずのジャニースが、淡たん々たんと結論を述べた。マリスはすばらしく嫌いやな顔をして、

「そんなことを言いたいんじゃありません、ジャニース。今のはリンにごく分かりやすく理論の説明をしてみせただけです。さあ、実験にとりかかりましょうか」

　そう言うと、彼女は午後の授業をさぼって作ったという装そう置ちを手に取った。革かわのバンドにコードが何本かついているものだ。コードの先は部へ屋やの隅の変へん圧あつ器きにつながっている。

　マリスは革バンドの裏側に並ならんでいる、銀色の円まるい金きん属ぞくを指さして、

「ここ、これがミソです。ここから五千ボルトの電圧をかけ、体内に電気を流します。そして、しつけたいことを覚え込ますわけです。すると、デュカは自分はやりたくないのにもかかわらず、体が勝手にしつけを覚えてしまうという理論です！」

「ちょっと待てっ、五千ボルトなんてかけたら死んじゃうじゃないっ」

　リンが慌あわてて止めようとする。だが、マリスはにこやかに笑って、

「大だい丈じよう夫ぶですよ、電圧の大きさは関係ありません。問題は電流です、電流。電流の大きささえ調整すれば、電圧はいくら大きくても大丈夫なんです」

「ほんとかなあ」

　リンはちろりとジャニースを見た。彼女は肩かたをすくめた。

「一応は合っているわよ」

「まあ、見ててください」

　ジャニースの保証を得てマリスは嬉き々きと、嫌いやがるデュカに革バンドを取りつけた。

「さあ、なにからしつけます？」

「えっと……とりあえず、人を嚙まないようしつけたいんだけど」

「じゃあ、まずデュカにリンの手を嚙ませてください。その瞬しゆん間かんを狙ねらって、わたくしがこのレバーを下ろします。すると電気がデュカの体を流れ、デュカは驚おどろいて口を離はなします。それを何度かくり返せば、デュカは人を嚙んだら電気が流れると思いこみ、電気を恐おそれて人を嚙まなくなるという仕組みです」

「そんな簡単に行くかなあ」

　半はん信しん半はん疑ぎながら、リンはマリスとタイミングを計はかり、デュカの口のそばへ手を近づけた。

「あ。そうだわ、リン」

　ふとなにかを思いだしたか、ジャニースが口を挟はさむ。だが、すぐに、

「いいわ、あとで。忙いそがしそうだから」

「？　マリス、いい？」

「ええっ」

　レバーを握にぎるマリスが頷うなずく。リンがデュカの口を挟はさんでいた手を離した。当然のごとくデュカは手に嚙みついて、マリスがレバーを引いた。

　途と端たん、すさまじい衝しよう撃げきがデュカを伝わり、ついでに接せつ触しよくしているリンへも伝わった！

「キャン！」

「ぎゃっ！」

　一匹と一人は悲ひ鳴めいを上げた。リンは尻しりもちをつき、デュカは狂くるったように暴れると、コードをブッちぎって弾だん丸がんのごとく部屋から飛びだしていった。

　リンは嚙かまれた手をもう一方の手で押さえながら、ごろごろと床ゆかを転ころがった。

「いったああ！　静せい電でん気きより数倍痛い！　ひーっ」

「やっぱりそうなるわよね」

　予想した通りだと言わんばかりにジャニースが言った。マリスもぽんっ、と手を叩たたき、

「あっ、そうですね。これではリンにも電気が流れちゃいますね。失敗失敗」

「先に気づけっ！　ああもうっ、思いっきりかまれたあ。穴あなが空あいちゃったよお」

　しくしく泣きながら、リンはくっきり牙きばの形に穴が空き、血のだらだら流れる手を眺ながめた。電流が走った瞬間、デュカが思いっきり嚙んでいったのだ。

　ジャニースがその手を取り、水道で洗ってからハンカチで包ほう帯たいをしてやる。

「狂きよう犬けん病びようの注射は？」

「してあると思う。もう、あんなに強い電流とは思わなかったよっ、デュカに可か哀わい相そうなことしちゃったじゃん」

　リンは手がしみるのを我が慢まんしながら、マリスを睨にらんだ。マリスの方は、装置になにやら不備があったと、いじって見向きもしない。

「リン、保ほ健けん室しつに行った方がいいわ」

「うん……デュカは？」

「飛びだしていったわよ。痛い目に会わされたんだもの、もう帰ってこないかもね」

　リンは複雑な表情で、デュカが逃げていったドアを見つめた。
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　ジャニースの予想通り、デュカは帰ってこなかった。部屋に戻もどったかもしれないと帰ってみたが、やはりおらず、下の階で仕事をしているレズリー先生に尋たずねてみても、「見かけていない」とのことだった。

「もしかしたら、元の飼かい主ぬしの家に行ったのかもよ」

　落ちつかないリンに、ジャニースが冷たく言った。リンはムッと口を曲まげて、

「なんでさあ。デュカを捨てた奴やつらだよ、デュカだって分かってるはずじゃん」

「電気ショックよりはマシだと思うけど」

「あたしだって等ひとしく酷ひどい目に会わされたもんっ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでリンは反論するが、マリスの口車に乗せられたのは自分である。あまり大きな口を叩けないと悟さとり、語調が弱くなった。

「ともかく、捜さがしてみる」

「私も行くわ」

　リンの自転車に二人乗りして、二人は元スキアヴォ家けへと向かった。

　学校からまっすぐ元スキアヴォ家に向かったのなら、車通りのあるメインストリートを行っただろう。リンはいったん市役所前広場に出てから、自転車を北へと走らせた。

　その途と中ちゆうで、

「リン！」

　後ろに立っていたジャニースが叫さけんで、ひらりと自転車から飛び降りた。振ふり返ると、閉へい鎖さされた工場跡の更さら地ちに悪たれどもの集団がいた。その中に、デュカの白黒パンダの小さな体が見えた。

「！」

　リンは急ブレーキとともに自転車を百八十度回かい転てんさせた。先に敷地に入ったジャニースに続いて走り込み、自転車をなげうつ。

「こらあっ、なにしてんの！」

　リンが拳こぶしを振ると、デュカを取り囲んでいた子供たちは、わっと蜘く蛛もの子こを散らしたように逃げだした。誰一人捕つかまえることもできず、あっという間まにいなくなる。

「デュカっ」

　駆かけ寄ると、デュカは毛のない細い尻しつ尾ぽを体の下に隠かくし、頭も体も丸めてぶるぶる震ふるえていた。幸さいわい外がい傷しようはないようだ。だが、内部の損そん傷しようは分からない。

「デュカ、大だい丈じよう夫ぶ？　なにか酷ひどい目に会わされた？　怪け我がは？」

「酷い目に会わせたのはリンじゃない？」

　追いついたジャニースが冷たく指し摘てきする。リンが抗こう議ぎの声を上げる前に、彼女はデュカのそばにしゃがみ込んで、

「この子、負け犬だったのね」

「そういう言い方しなくてもっ」

「負け犬っていうのがいるのよ。犬同士って普ふ通つう喧けん嘩かするでしょ？　でも、最初から逃げることしかできない犬が、負け犬」

「…………」

「喧嘩して手て酷ひどくやられたりすると、負け犬になっちゃうの。抵てい抗こうできないから相手の犬に殺されることもあるわ。人間が相手でもそうよ。子供に囲まれて逃げることもできなかったのね」

　デュカの背を撫なでながらジャニースは説明した。リンは釈しやく然ぜんとせず、

「でも、あたしに対してはわがまま放題だったよ？」

「リンに甘あまえてたのよ。飼い主の女の子が信用した相手だと思ったんじゃない？」

「そうかなあ」

「或あるいは、単に自分より低く見ているだけか」

「あのね」

　ジャニースの額ひたいを小こ突づいてみたものの、リンは眉まゆをハの字に寄せて、胸に顔を突っ込んで震えるデュカを見つめた。デュカは子供たちが去ったことも、臨りん時じの保護者が来たことにも気づいていないようだ。

　まるで、六年前の自分の姿を見ているようだった。震えて、世の中のすべてが自分を苦しめようとしている、孤こ独どくな魂たましい。

「……やっぱり、あたしじゃダメなのかなあ」

「デュカは年寄りだもの。新しい環かん境きように慣れるまで時間がかかるわ」

　素そっ気けない、だが真実をつくジャニースの言葉に、リンは恨うらめしそうに彼女を仰あおいだ。そして、大きなため息をつくと、気合いを入れて立ち上がった。

「よっしゃっ。元の飼い主を捜さがそう！」

「デュカを殺すつもりの相手を捜してどうするの？」

　気き合あいを入れた途と端たん、ジャニースに出で鼻ばなを挫くじかれ、リンは返事に窮きゆうした。そういえば、相手はデュカを保健所に連れていけと書いたのだ。忘れていた。

　リンは必死に言葉を探した。

「だ、だから、説得して、もう一度飼ってもらう！　あそこの女の子は無理やりデュカと引き剝はがされたんだし、ちゃんと説明したら──」

「引っ越し先がアパートで、だから捨てざるを得なかったとしても？」

「そしたら、アパートの大おお家やを説得する！　じゃなかったら、引っ越し先を変えてもらう！」

「そんなことできるわけないじゃない」

　現実的でないと、バカバカしそうにジャニースは言う。リンはうっと怯ひるんだ。

「だ、だったら」

「だったら？」

「あ──あたしが飼うからって、もうあんたたちとは関係ないって、デュカを説得してもらう！」

　苦し紛まぎれにリンが叫さけぶと、ジャニースはキョトンとして、それから噴ふきだした。くすくすと、性格に似に合あわず愛らしく笑いながら、

「そのくらい覚かく悟ごがあればいいわね」

「もう、ジャニースは性格悪いよ」

　リンは頰ほおを膨ふくらませ、だが、背中を押おしてくれた親友にちょっぴり感謝した。大部分は腹を立てていたが。
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　ようやく落ちついたデュカを自転車の籠かごに入れ、二人は元スキアヴォ家けへ向かった。引っ越し先の手がかりを得るつもりだった。

　デュカがいるので二人乗りができず、歩いていく。クインリー市はそんなに大きな町ではないので、一時間もあれば端はしから端まで歩けてしまう。もっとも、農地や牧場を含ふくめた市内全域となると、一日歩いても半分行けるかどうかぐらいだが。

　オルネード交差点に着いて、

「あれえ？」

　リンが素すっ頓とん狂きような声を上げた。白い壁かべに水色の屋根のオモチャのような家は、大きなシヨベルカーに食いちぎられている真まっ最さい中ちゆうだったのだ。

　ベキベキと、やかましい音を立てて壊こわれていく家に、リンは呆あつ気けにとられた。

「昨日きのうまではなにもしてなかったのに」

「なにかあったのかしら」

　二人はショベルカーのそばで廃はい材ざいを分ぶん別べつしている作業員に声をかけた。

「この家、壊こわすんですか？」

「え？　ああ、この辺へんの区画整備でね。計画の内側に入ちゃったんで、撤てつ去きよするんだ」

　まだ若い、そばかすだらけの作業員は、仕事の手を止めてリンの問いに答えた。

「区画整備？」

「道を広くするんだよ、ここ事じ故こが多いから。ほら、あそこの公園も潰つぶして、きれいなロータリーにするんだとさ」

　そう言って作業員は、交差点の中央の小さな公園を指さした。確かに、道の真ん中に陣じん取どっている、子供が遊ぶ広さもない公園は、交通の邪じや魔まとしか言いようがない。

「ここに住んでた人、どこに行ったか知りませんか」

「さあ？　俺おれらは今日きよう来たばっかりだからさ。近所のヤツに聞いてみたら？　もういいかい、親おや方かたに叱しかられるんでね」

　作業員はちらちらと、ダンプカーの上で怒ど鳴なっているヘルメットの男を窺うかがいながら、言った。二人は礼を言って、作業場から離はなれた。

　家はあっという間に壊れていった。昨日まではしっかりと家の形をしていたのに、今は脆ぜい弱じやくな角かく材ざいとぺらぺらのベニヤが丸見えになって、本当にオモチャにしか見えない。

（木造の家ってけっこうチャチなんだな）

　リンはなんとも言えないわびしさと、新しい事実を発見した喜びがない交まぜになった思いで、崩くずれていく家を眺ながめた。

「お役所の命令で立ち退のいたのね」

　ジャニースが区画整備の現げん場ば一帯を見回しながら言う。

「急の引っ越しで犬を飼える家が見つからなかったとしたら、同情の余よ地ちはある？」

「……やっぱり意い地じ悪わるい」

「事実を見み極きわめる目があるってことよ」

　さらりと切り返すジャニースに、リンはそれ以上の嫌いやみは出てこなかった。

　二人は一いつ緒しよに近所の家を何なん軒げんか回ったが、スキアヴォ家の引っ越し先は分からなかった。ただ、マキアの方へ行くとだけ聞いた主婦がいたが、マキアはクインリーとは比ひ較かくにならないほどの都会だ。捜しだすのは不可能に近い。

　それならば旦だん那なの勤務先を、と聞いてみたが、スキアヴォ家はあまり近所づきあいがよくなかったようで、保険外交員ということ以外は分からなかった。

「もおーっ。夜よ逃にげじゃあるまいし、なんだってこんなに痕こん跡せき残していかないのよっ」

「リンに追いかけられるのを危き惧ぐしてじゃない？」

「そっちがその気なら、ぜーったい突つき止めてやる！」

　売られた喧けん嘩かを買った気分で、リンは指をベキベキ鳴らした。彼女をけしかけた当のジャニースが、呆あきれ顔で見たが、なにも言わなかった。

　自転車に戻ると、ジャニースが不ふ審しんそうに目を細めた。

「リン、デュカがいないわ」

「え？」

　見ると、確かに籠に入れておいたデュカがいない。どうやら逃とう亡ぼうを企くわだてたようだ。

「元の家に来たんで、行っちゃったかな？」

「いい機会かもね」

「なにが？」

「家がなくなる現場が見られて。犬だってショックのはずよ、帰る家がなくなったって、これで理解できるわ」

　リンは相棒を睨にらんだ。ジャニースは残ざん酷こくなことを平気で口にする。だが、それは真実を突いている為ため、リンはいつだって反論できない。

　そういうことを言える勇気がどこにあるのだろう。リンは時とき折おり考えるが、今はデュカを捜しに解かい体たい作業場へ引き返した。

　そばかすの作業員は、犬など見なかったと言った。

「紛まぎれて入っても、危険だから逃げるんじゃないかな。じゃなかったら、今ごろ廃材の下でぺちゃんこだ」

「ちょっと調べさせて！」

「ダメだよ、ダメダメ。それでなくても日程が押してて親方が不ふ機き嫌げんなんだから」

「犬の命とナヤジの機嫌とどっちが大だい事じなの！」

「リン、あそこ」

　作業員を突き飛ばしてでも中に入ろうとするリンに、ジャニースが反対方向を指し示した。

　振り返ると、リンの心配なんかどこ吹く風、デュカは交差点の中の公園にのんびり座すわりこんでいた。

「デュカ！」

　作業員の服を摑つかんで、今にも捻ひねり上げようとしていたリンは、彼を突き飛ばし、デュカの元に飛んでいった。

　デュカは公園の真ん中に設置された柱はしらに、ぴたりと脇わき腹ばらを付け、だらだらと伏ふせていた。どうやら柱の冷たさが心ここ地ちよいらしく、日ひ向なたで気持ちよさそうに瞼まぶたを閉じている。

　リンは安あん堵どの息をついた。まったく要よう領りようがいい犬だ。

「こいつ、自分の家が壊こわされてるのに、なんの感慨もないのかな」

　リンはデュカを抱だき上げた。毛の薄うすい犬は不満そうに手足をじたばたさせたが、強ごう引いんに押さえ込む。

「ここがお気に入りの場所なのかもね」

　ほら、とジャニースがデュカの伏せていた場所を指した。柱は生おい茂しげった雑草に囲まれていたが、そこの部分だけ草がすれて赤土が見えていた。

「自分んちが目の前なのに？」

「あまり気に入られてなかった、だから捨てられた──そうなんでしょ？　人間が嫌きらえば犬だって嫌うわよ。家うちにいたくなかったのかもね」

「そういうもんかなあ」

　だが、確かに自分を嫌っている相手を好きになるのは難むずかしいし、そばにいたくもないだろう。スキアヴォ家でデュカを愛していたのは、小さなスーだけ。

（だからスーには従順だったんだな）

　リンは腕の中のデュカが不ふ憫びんに思えた。と同時に、デュカが自分になつかないのは、やっぱり自分がデュカを厄やつ介かいに思っている部分を見み透すかされているからだろうかと、どきりとする。

「……あたしも、もうちょっと愛情かけなきゃダメかなあ。なんとか友だちぐらいの関係にはなりたいんだけど」

　ジャニースは答えなかった。というより、あらぬところを凝ぎよう視しして、リンの言葉も耳に入っていないようだ。

「？　どうしたの、ジャニース」

「向こうに変な男たちがいるわ。指を使わないで」

　指でどれ？　と捜し示そうとしたリンを、ジャニースが小声で叱しつ咤たした。その強い語調にリンは驚おどろいて彼女を見て、それから視し線せんを追って用心深く目標を捜した。

　スキアヴォ家と道路を挟はさんだ反対側の歩道に、確かに男が二人いる。少し遠いので顔は判はん然ぜんとしないが小こ太ぶとりの男と瘦やせた背の高い男の、みごとな凸でこ凹ぼこコンビだ。スーツを着て、いかにも工事現場を見にきた役人といった風ふ情ぜいだが、そのわりには作業場には近寄らず、あんな遠くから眺ながめているきりだ。時折なにか囁ささやきあっているが、声は聞こえない。

「なんか、怪あやしい連中だね」

「もしかしたら借金取りかもよ」

　ジャニースがわずかに声に楽しげな響ひびきを含ふくんで言った。リンがギョッとして彼女を見ると、ジャニースは平然と、

「だって、これだけ近所に引っ越し先を告つげないってことは、知られたら困る相手がいるってことでしょう？　古こ今こん東とう西ざい人が逃げるときは、借金踏ふみ倒たおしの為ためが相そう場ばよ」

「そんな、偏へん見けんだって──」

　言葉の途と中ちゆうで瘦せた男がこちらを見た。思わず目が合ってしまったリンは、慌あわてて顔を伏せた。別に悪いことしたわけでもないが、なんとなく顔を見られたくなかった。

　こちらが不ふ審しんがっていることを感じ取られたか、向こうもこちらをこそこそと指さし、なにか言葉を交かわしていた。胡う乱ろんそうな視線にリンは落ちつかなくなり、

「ジャニース、行こう」

「あら、いいの？　あの人たち、スキアヴォ家の手がかりを知ってるかもしれないのに」

「借金取りが教えてくれるわけないじゃん。もうすぐバイトの時間なんだ、帰らなきゃ」

　くすくすと笑うジャニースを急せかして、リンはデュカを抱いて自転車に戻った。

　自転車を押しながら、スキアヴォという人は一体どういう人間だったのか、リンは考え巡めぐらすのだった。







　３　犬いぬ泥どろ棒ぼうにご用心







　スキアヴォ家から帰ってきたリンは、三階の自分の部へ屋やにデュカを放ほうり込むと、バイトに出る前に二階のレズリー家で、公こう証しよう人にんギルバート・レズリーとその弟で子しユーリ・セルツァーとともに夕食を囲んだ。

「リン、犬を飼かったのかい？」

　食しよく卓たくでユーリにそう尋たずねられる。彼は眼鏡めがねをかけた、上うわ背ぜいがあるが決して人を見下ろさない、優やさしい青色のまなざしを持つ青年である。

　リンはどぎまぎして、ユーリ特製のアンチョビとピーマンと粒つぶ胡こ椒しようとラズベリージャムのパスタをフォークで搔かき回しながら、

「う、うん、知り合いのを預あずかってるの……もしかしたら、飼うことになるかもしれないけど、迷めい惑わくかける？」

　上うわ目め遣づかいで、おそるおそるレズリーに聞いてみる。ユーリは別のところに住んでいるが、レズリーは彼女の部屋の真下のここで生活しているのだ。

　器用にジャムを除のけていたレズリー老人は、フォークを置いた。そして、頭部が完全に禿はげている分、みごとに生はえ揃そろった顎あご髭ひげを撫なで、

「あの白黒の犬のことだろう？　可か哀わい相そうに、すっかりよぼよぼだ。わしも年とし老おいた、彼の気持ちはよおく分かる。若いもんにないがしろにされ、家を追いだされた悔くやしさと悲しさがあの卑ひ屈くつな態度ににじみ出ているわ。老いはすべてのものに訪おとずれるというのに、なぜ年寄りを大だい事じにしようと思わんかのう」

「はははは、それじゃあまるでぼくらが先生を追いだそうとしているみたいですねえ」

　人の同情を引くのが趣しゆ味みのレズリーに、嫌いやみも皮肉もまったく通用しない、天てん然ねんボケのユーリが笑って答える。

　さらになにか喋しやべろうとするレズリーをリンは遮さえぎり、口くち早ばやに、

「じゃあ、飼っていい？」

「ふむ、よかろう。ただし、毎朝学校に行くときは事務所に下ろしていきなさい。犬も部屋に閉じこめられては辛つらいだろう」

「はーいっ。ありがとう、大先生、ユーリ」

　元気よくリンは返事をして、二人の保護者にキスをした。ユーリは彼女の頭を撫で、

「さあ、ご飯はんを食べなさい。今日きようもバイトだろう？　おなかがすいてたら、力なんか出ないよ」
















「うんっ」

「今日はデザートにイワシのシャーベットを作ったんだ。感想を聞かせてほしいな」

「へえ、おいしそうだねっ」

　リンとユーリが和わ気き藹あい々あいと話している間、レズリーはこそこそ食卓を離はなれ、キッチンからミカンの缶かん詰づめを持ってくるのであった。




　　　　※




　水道管敷ふ設せつ工事からリンが部へ屋やに戻もどってきたのは、もう夜中の十二時を回っていた。

　レズリー家は一階に公こう証しよう事務所がある都つ合ごう上、外階段が三階まで延のびている。二階にはレズリーが住み、三階は物置とリンの部屋がある。

　リンは寝ねているレズリーを起こさないよう足を忍ばせ、そっと階段を上って部屋の前までたどりついた。鍵かぎを外はずそうとして、

「？」

　なにやら奇き妙みような感覚に襲おそわれる。なにかがいつもと違ちがう。はっきりと口に出して「ここが違う」と指し摘てきできないが、なにか、これは──

「…………」

　リンはドアノブに手を伸のばし、音を立てないよう、そっと、慎しん重ちように回した。

　ドアノブは簡かん単たんに回った。鍵をかけて出たはずなのに！

（先生が来て、鍵を閉しめ忘れた？）

　奥の物置部屋に行くには、リンの部屋を通らなければならない。大おお家やのレズリーは鍵を持っている。

　だが、耳の裏の辺あたりがぴくぴくする。かすかに聞こえる、キイッ、キイッという木の軋きしむ音。明かりの消えた暗い部屋に誰だれかいる──大先生はこんな時間に起きてはいない！

（泥どろ棒ぼう！）

　カッと頭に血が上のぼったリンは、用心するとか誰かに応おう援えんを求めるとか、そういう回りくどいことはいっさい思いつかず、いきなり乱暴にドアを開いた。

「誰!?」

　誰すい何かと同時に、電気のスイッチをつける。

　まばゆい光とともに、見慣れた自室の光景が目に飛び込んできた。左手に小さなキッチンとシャワー室、正面にベッドと机、そして、二人の男。

　彼らは悪役レスラーがかぶるような、目鼻と口の部分をくり抜ぬいた、派は手でな金銀モールで飾かざられた覆ふく面めんをかぶっていた。服も黒のセーターに黒のスラックスと、まさに泥棒らしい格かつ好こうだ。だが、その特とく徴ちよう的てきな体格だけは、隠かくしきれなかった。

　赤いたらこ唇くちびるの覆面男は小こ太ぶとりで背が低く、蜘く蛛もの巣す柄がらの覆面男は瘦やせぎすで背が高い──オルネード交差点で見た、怪あやしげな二人組の組み合わせと同じだ。

　いきなり照明の下にさらされた泥棒たちは、驚きよう愕がくのまなざしでリンを振ふり返った。そして、次の瞬しゆん間かん、背の高い男がリンに襲いかかってきた！

「させるか！」

　ねじ伏ふせようと突つきだしてきた手を、すばやく見切って弾はじく。そして、男の空あいたふところを引き摑つかんで、リンは思いっきり投げ飛した。

「うわあっ!?」

　いきなり背せ負おい投なげを食くらった男は、少女相手と油断したか、軽々と床ゆかに叩たたき伏ふせられた。

「なんだあ!?」

　これにはもう一人も仰ぎよう天てんしたようで、上うわ擦ずった声で叫さけんだ。土木系のバイトで鍛きたえたリンには、男一人を投げ飛ばすぐらい、造ぞう作さないことだ。

　蜘蛛の巣男を叩たたき伏せたリンが、もう一人をギッと睨にらむ。たらこ唇男は呻うめいて怯ひるむと、ふところに手を突っ込み、拳けん銃じゆうを取りだした。

　リンに銃じゆう口こうを向ける。

「撃うつな！」

　怒ど鳴なったのは、意外にもリンに叩き伏せられた長身の男だった。びくっと小太り男が体を震わす。

「撃つな！　犬に当たる！」

（犬!?）

　リンの一瞬の戸と惑まどいを、泥棒たちは逃のがさなかった。小太り男がリンに体当たりするように突っ込んできて、慌あわててよける。投げ飛ばすにも、拳銃を握にぎられたままではいくらなんでも危険だった。

　男はリンをどうこうする気はなく、そのままドアの外へと飛びだした。伏せられた長身の男も、すばやく立ち上がって相あい棒ぼうを追っていく。

「あっ、ま、待てっ！」

　リンはあとを追って外に出たが、男たちはすでに見えなくなっていた。階段を駆かけ下りる音が響ひびく。リンは部屋に飛び込むと、ベッド脇わきの窓から身を乗りだした。

　泥棒たちはちょうど建物を飛びだし、通りを走って逃げていくところだった。すぐに路ろ地じ裏うらに姿が消える。

「…………」

　リンは凝ぎよう然ぜんと犯はん人にんたちが消えた路地を見つめた。追いかけようとか、警察に連れん絡らくしようとか、そういう理性的な判断はまだ下せなかった。強ごう盗とうと戦った興こう奮ふんに、しばし呆ぼう然ぜんとしていた。

（拳銃を持ってた）

　拳銃を向けられて、恐きよう怖ふを感じなかった自分に疑問を抱いだく。それからようやく、拳銃というものが人を殺す為ための武ぶ器きだと思いだした。

「あ……」

　急に足から力が抜け、へなへなと座すわり込む。恐怖がやっと現実に追いついてきたのだ。

「そっか……あれ、拳銃だったんだ……」

　窓に映る自分の顔を見ると、奇き妙みように歪ゆがんだ笑顔になっていた。自分でも不ぶ気き味みだと思ったが、どうにも元に戻らない。

　窓の隅すみでなにかが動いたので、リンは飛び上がるほど仰天した。焦あせって見ると、ベッドの下からのそのそと這はいだしたデュカの姿が映っていただけだった。

「デュカ」

　リンはホッとして、大きく息をついた。

　デュカは寝ね入いりばなを叩たたき起こされた不ふ機き嫌げんなツラで、恨うらめしそうにリンを仰あおいだ。だが、その可愛かわいげのない顔も、今は安心ができる。

　リンは近寄ってきたデュカを抱だきしめた。デュカも彼女の不安と恐きよう怖ふと、憩いこいを求める心を感じ取ったのだろう、今は大人おとなしく抱かれる。

「……怖こわかったあ」

　ぽつりと呟つぶやく。その口く調ちようが自分でもわざとらしく聞こえ、リンは本当に自分が怖がっているのか疑った。

（だって、あいつら、撃うってこなかった。だって、あいつら……）

　撃つな、犬に当たる。

　そう言った。確かに覚えている。

　リンは腕うでの中のデュカを見下ろした。お世せ辞じにも美犬ではない。

　人間一人の命いのちと、犬一匹の命を天てん秤びんに乗せて、あいつらは犬の方が重いと取ったのだ。

　よもや犬愛好家というわけではあるまい。つまり、これは、

「奴やつらの狙ねらいは、デュカ……？」

　リンは呟いて、大あくびをしているデュカを凝ぎよう視しした。




　　　　※




「デュカをあの二人が狙っている？」

　真夜中にリンの訪ほう問もんを受けたジャニースは、胡う乱ろんそうに聞き返した。

　コンラン家の屋や敷しきはレズリー公こう証しよう事務所とは目と鼻の先にある。家族は父親と兄、そして弟の四人構成だが、この時間、家にいるのは兄のウォルトだけだった。

　リンは昔むかしからよくそうしてきたように、二階のジャニースの部へ屋やの窓に小石をぶつけ、彼女を起こした。ジャニースはもう寝ねていたが、音に敏びん感かんな彼女はすぐに起きて、リンを迎むかえ入れてくれた。ただし、顔を会わせた途と端たん、彼女は真ま顔がおで、

「どうしたの。また幽ゆう霊れいが出たの？」

「幽霊が出たのは三年前も昔の話」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでリンは言い返した。三年前、窓を通った猫ねこを幽霊と勘かん違ちがいし、運悪くレズリーがいなかった為ため、コンラン家に押おし入って大おお騒さわぎしたのを、未いまだことあるたびに言うのだ。

　今日きようはレズリーはいるが、年寄りを叩き起こすのがためらわれて──あれだけ騒いだのに、まったく起きない肝きもにも呆あきれたが──それに、昼間犯はん人にんを一いつ緒しよに見たジャニースに話したくて、まっすぐこちらに来てしまった。

　いきさつを聞いたジャニースは眉び宇うをひそめ、部屋の隅すみで眠っているデュカを見た。

「なんの為に？」

「そんなこと、あたしが知るわけないじゃん」

　用意された冷たいレモネードを飲みながら、リンは憮ぶ然ぜんとして答えた。

「こんな可愛かわいくない犬盗ぬすんでなにするかなんて、想像もつかないよ。こいつに売り飛ばす価値があるならともかく」

「盗とう犬けん市し場じようっていうのがあるのよ」

「盗んだ犬を売買するってこと？　デュカに盗ぬすみたくなるような価値があるわけ？」

「犬の値段なんてあってなきが如ごとしよ。血けつ統とう書しよ付きの希き少しよう犬けんだったら、家一軒と同じくらいって言うし」

「犬が家と一いつ緒しよ！」

　ジャニースの話に、リンは面めん食くらってデュカを見つめた。スケールが大きすぎ、かつばかばかしくて理解ができない。

「命に値段つけるのもいい気分じゃないけど、そんな高値つけるのも嫌いやな感じ」

「もしかしたら、デュカにもいい値がつくかもね」

「えっ、ほんと!?」

　嫌な感じとか言いながら、ついつい金の話には身を乗りだしてしまうリン。ジャニースはハーブティを一口飲むと、

「だって、可愛くなさすぎるわ」

「……それって、意味が逆じゃあ」

「これだけ可愛くないと逆に希少価値よ。こういう犬けん種しゆのようだし、価値がなければこういった種類は買い手によって淘とう汰たされていくわ」

「だから、あいつらはデュカを盗んで、売り飛ばそうとしたのか」

　リンは憤ふん然ぜんと言った。まったく、なにを考えているのか分からない連中である。人のものを盗むのが泥どろ棒ぼうだからしかたないが、生き物を盗むという感覚が分からない。他人の家族を盗むようなものではないか。大体、盗犬を買う人間がいるというのも信じられなかった。需じゆ要ようがなければ供給は要いらないのだ。

「昼ひる間まにも犯人と会っているわね」

「あいつら、前々からデュカを狙ってたのかな。借金取りがまだマシだったよ」

「今日はここに泊とまって、明日あした、警察に届とどけた方がいいわ。彼らがただの犬泥棒なら、一度失敗した家には入らないと思うし」

「だといいんだけど」

　リンは窓から見える、真まっ暗くらな自分の部屋をじっと見つめた。




　　　　※




　翌日、警察に被ひ害がい届とどけを出したあと、二人は好こう奇き心しんにかられ、ペットショップでデュカの「値段」を調べることにした。

「あら、これはいい犬種よ！」

　デュカを見たペットショップのオーナーは、驚おどろきと歓かん喜きの声を上げた。そして、垂たれた耳をぺろりとめくり、はたから見ても分かるほど失望して、

「ちょっと雑種入ってるけど」

「雑種なんですか？」

「耳の形がねー。惜おしいわあ、これで純血種だったら、三百万は下らないんだけど」

「そんなにするの!?」

　思わず叫さけんでしまうリン。こんなふてぶてしい犬と、彼女の四年間の学費が同じ値段だなんて、信じられなかった。

　だが、純血種だったら、という言葉に気を取り直し、急いで聞き返す。

「じゃ、じゃあ、雑種だったらいくらぐらい？」

「二に束そく三さん文もんよ」

　気の抜ぬける返事に、リンはがっかりした。雲うん泥でいの差、月とすっぽんとはこのことだ。

「ずいぶん価値に差があるんですね」

　ジャニースがさほど興きよう味みなさそうに言った。オーナーは、人見知りしてびくびくしているデュカの、ピンクの地じ肌はだが見える背中をさすりながら、

「こういう子はね、多分片親が純血種なのよ。品評会に出すほどの犬だと、交こう配はいにも特に気を遣つかうわ」

「純血種同士じゃないとダメとか？」

　リンが聞き返すと、オーナーは頷うなずいた。

「それなのに雑種が生まれるってことは、ブリーダーの管理不行き届きってことでしょ。だから人知れず捨てたり、名前を隠かくして売りさばいたり、或あるいは埋うめちゃったりするのよね。この子はそういう子なのよ」

「そんな、酷ひどい！」

「本当よねー。そりゃ、高値で売れる子は欲しいけど、でも、もっと命は大たい切せつにしてほしいわ。ペットは血を飼かうんじゃない、心を飼うもんなんだから」

　オカマ言葉を使うオーナーは憤ふん然ぜんと言った。容よう姿しと口く調ちようの異い様ようさでオーナーに今ひとつ信用がおけなかったリンは、その言葉を聞いて、彼に対する評価を改あらためた。

「今、犬泥棒がはやってるって知ってますか」

　唐とう突とつにジャニースが話題を変へん更こうした。キョトンとするオーナー。リンは慌あわてた。警察では犬泥棒の被害はほかにないと言われたばかりだ、それでは反対ではないか。

　だが、ジャニースは彼女を手で制した。自分に任まかせろと言っている。

　オーナーは首を傾かしげて、

「うーん？　そんな話は聞いてないわねー」

「この子がさらわれそうになったんです」

「あら、それは大たい変へん。そうね、詳くわしくない人間なら、純血種と間ま違ちがえるかもしれないわ。でも、犬泥棒ってプロよー、そうそう間違えないと思うけどー」

「盗とう犬けん売うり場ばってこの辺へんにあるんですか」

　ジャニースのその質問には、オーナーは多少気分を害したようだった。

「知らないわよー。私は盗犬なんて扱あつかったことないもの。でも、盗とう品ひんをすぐそばで捌さばくなんてしないと思うけど」

「そうですね」

　素直にジャニースは頷うなずいた。

　そして、二人はデュカの為ために真ま新あたらしい赤の首輪を選んだ。古い首輪は革かわを重ねた部分が剝はがれて、中身がだらしなくはみだしていたのだ。綱つなで強ごう引いんに引きずっていたせいだろう、今度は丈じよう夫ぶなものにする。

　首輪を購入し、オーナーに礼を言って店を出る。

　二人はそのまま再度オルネード交差点へと向かった。昨日きのう泥棒がいた場所に立ってみようという、リンの提てい案あんだった。

「それにしても、この子があたしたちと同い年なんて、信じらんないなあ」

　車道に入っていこうとするデュカをリンは力で引き戻しながら、呆れて言った。もはや他ひ人とさまのものではないので、少々手て荒あらに扱っても心は痛まない。

　老犬、老犬と、そのしょぼくれたまなこから勝手に思い込んでいたが、それは犬種の特とく徴ちようであって、ペットショップのオーナーはデュカを人の年ねん齢れいに置き換えると、リンたちと同おない年どしだと断言してくれたのである。

「私はデュカが雄おすだってことに驚いたわ」

　ジャニースも予想を外はずしたので、不ふ機き嫌げんそうに言った。

　オーナーはデュカの鼻先に人差し指を突つきつけて、だらしない笑顔で、

「ぼくー、ちゃんとレディは守ってあげなくちゃあねー。ナイトになるんだゾー」

　人はなぜ、犬の前では甘あまったるい言葉遣いになってしまうのだろう。リンはそこのとこうが解げせなかった。そして、ジャニースが不ふ機き嫌げんなのもよく分からなかった。

「デュカが雄なんて、そんなの見りゃ分かるじゃん」

「デュカって女の名前じゃない。確かめるまでもないと思ったのよ」

「そうかなあ？　ロビンとかだったらよかったね、男女の区別がつきにくい」

　そんなことを話しながら、オルネード交差点にたどりつくと、元スキアヴォ家けの前に人だかりができていた。家は半はん壊かいのまま、かなりの部分が残されている。

　昨日の様よう子すでは、一日で作業は終わって、今日はがらんとした更さら地ちになっているものと思っていたのだが、そうではなかったようだ。

「なにかあったのかしら」

「行ってみよう」

　リンはデュカを小こ脇わきに抱かかえると、人だかりに向かって走った。ジャニースもあとをついてくる。

　近づいてみると、彼らが集まっている理由が目に飛び込んできた。リンは啞あ然ぜんとして、たたらを踏ふんだ。

　昨日、スキアヴォ家を獰どう猛もうに食いちぎっていたショベルカーは、無む惨ざんにもひっくり返っていた。泥どろまみれの大きなタイヤを天に向けた姿は、ひっくり返ってじたばたもがいてみたものの、どうすることもできずにそのまま干ひ涸からびてしまったカブトムシに似ていた。

　ショベルカーに近寄ったジャニースが、目を細めた。白い清らかな手を、ためらいもなく土まみれの車体に伸のばす。

「？　ジャニース？」

「あら、また来たのね」

　訝いぶかるリンの言葉を遮さえぎって、野や次じ馬うまの一人が近寄ってきた。スキアヴォ家の引っ越し先を尋たずねた近所の主婦だ。二人の顔を覚えていたらしい。

「こんにちは──どうしちゃったんですか、一いつ体たい」

「いえねえ、運うん転てんしてたのが若い作業員だったらしくて、バランス崩くずして倒たおれちゃったのよ。まったく、経験のない人間を使わないでほしいもんだわ。道路側に倒れたからよかったけど、これでうちの方に倒れられてきたらたまったもんじゃなかったわ」

　頰ほおに手を当て、憂ゆう鬱うつそうに主婦は説明する。リンとジャニースは顔を見合わせた。

　若い作業員。昨日彼女たちを相手にしてくれたそばかすだらけの青年が、リンの頭に思い浮うかんだ。事じ故こに会ったのは彼だったのだろうか。

「その作業員はどうなったの？」

「病院に送られたわよ。あたしも見たんだけど、頭がぱっくり割れて、血がだらだら出てたわ。かなりの重じゆう傷しようね」

「…………」

「昨日は昨日で、最初の運転手が急に倒れちゃうし──脳のう溢いつ血けつじゃないかって話よ。ダンプのピストンが壊こわれて、解かい体たいは中止になるし、今け朝さようやく再開したと思ったら、これですもの。ついてないわねえ」

「ほら、あれじゃないの」

　別の女が会話に割り込んできた。こっちにも見覚えがある、やはり近所の住人だ。

「例の、柱はしらの呪のろいってヤツ」

「呪い？」

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、リンは数度瞬まばたき、ジャニースを見た。彼女もその話は知らないらしく、首を横に振ふる。

「ああ、あったね、あれあれ」

「そうだな、そうかもしれんよ」

「呪い」という単語が出てきた途と端たん、野次馬としてただ集まっていた有う象ぞう無む象ぞうが聞きつけて、わやわやと会話に参加してきた。彼女たちは口々に、

「やっぱりねえ、あたしも計画を聞いたとき、まずいんじゃないかって思ったのよ」

「噂うわさは甘くみちゃいけないわよね」

「作業員は知ってたのか。知らせなかった役所の責任は？」

　どうやら集まっている全員が、「柱の呪い」というものを知っているらしい。知らないのはリンとジャニースだけのようだ。

「……あの、呪いってなに？」

　最初の主婦の服を引っ張って、リンは尋たずねた。ほかの人と話し込んでいた主婦は、ようやく二人のことを思いだしたようで、

「ああ、よその人は知らないのよね。あのね、あそこに柱があるでしょう？」

　そう言って主婦が指さしたのは、交差点の真ん中にある公園の、さらに真ん中に鎮ちん座ざする折れた柱だった。

「あの柱は昔むかしから呪われててね。あの柱にぶつかって、しょっちゅう事故が起きるのよ」

「そりゃあ、あんな道の真ん中にあれば……」

「ほかから来た人だけじゃなくて、噂を知ってる人も、なのよ！」

　別の真まっ赤かな頰ほおの女が大きな声を上げた。

「あそこを通ると、白い女の幽ゆう霊れいが立ってて、それをよけようとしてみんな柱にぶつかるの！」

「それだけじゃないぞ。あの柱を撤てつ去きよしようとすると、必ず不幸な事件が起きるんだ。おかげで工事は何度も中止されて、今もあの柱が残ってるんだ」

「それなのに撤去しようとしたから、呪いがかかったんだよ。ああ、嫌だね、役所も古いことを覚えてる人がいなくなって」

　再び野次馬たちに話を取られ、リンとジャニースは会話から疎そ外がいされてしまった。

　主婦たちの話にぽかんと聞き入っていたリンの腕を、ジャニースが引っ張った。

「真しん剣けんに聞いててもしかたないわよ」

「あ、うん」

　彼女に促うながされるまま、人だかりの輪の外へと出る。そして当初の目的の、道の向こう側、昨日二人組の泥棒が立っていたポイントへと赴おもむいた。

　リンは噂のことが気になって、ちらちらと野次馬と柱を見み比くらべながら、

「それで、あの柱が残ってたんだね。なんであんな邪じや魔まなものがあるのか、気になってたんだ」

「交差点に事じ故こはつきものよ」

　素そっ気けなくジャニースは言った。呪いには興きよう味みないらしい。

「白い女の幽霊だって、あの柱が夜よ目めで見たらそう見えたのかもしれないわ」

「そんな単純なものかなあ？」

　リンは訝いぶかったが、ジャニースは答えなかった。彼女は抜ぬけるように白い眉み間けんにしわを刻きざみ、難むずかしい表情でひっくり返ったショベルカーを凝ぎよう視ししている。

「……あのショベルカー、誰かがひっくり返したのかも知れなかったら？」

「え？　呪いのせいじゃないの!?」

　思わず声を上げてしまったリンを、ジャニースが呆あきれ返った面おももちで見返した。

「どうしてそうすぐに噂を鵜う吞のみにできるの？」

「べ、別に、鵜吞みになんか……それより、どうしてそんなことが言えるの？」

「ショベルカーを倒すなんて簡かん単たんよ。不自然な動きをさせればいいんだもの」

「不自然？」

「例たとえば、急にショベルの前に人が飛びだして、慌あわてて旋せん回かいさせたりするのよ。そうすればバランスを崩くずして倒れるわ」

「でも、誰がなんの目的で？」

　基本的な問いをリンは投げかけた。

「この工事を邪魔しようとしてる輩やからよ」
















「誰？」

「そこまでは分からないけど」

「なあんだ、ただの思いつきか」

　リンがホッとしたような、呆あきれたような口く調ちようで言うと、ジャニースはなにか反論しようと口を開きかけた。思わず身構えるリンを見て、ジャニースは気を変えたか、口を閉ざす。証しよう拠このない自分が不利だと見て、議論を打ち切ったのだろう。彼女は自分に間ま違ちがいがあるのを絶対認めない。すなわち、間違ったことはしないし、口にしない主義なのだ。

　ジャニースが押おし黙だまったのを見て、リンは勝利感を味わいながら、それに気づかないふりをして腕の中のデュカを見た。

　デュカは壊れた家には見向きもせず、例の呪いの柱を見てそわそわしていた。

「あんた、呪われた柱なんかが古ふる巣すで、なんともないの？」

「犬に人間の呪いなんか効きかないわよ」

　皮肉っぽくジャニースが口を挟はさむ。リンは車が来ないのを見計らってから、デュカを下ろした。案あんの定じよう、デュカはまっしぐらに柱に走っていく。

　リンはじっと柱を見つめた。







　４　犬とマリスとヘルメット







　スキアヴォ家けが手配した引っ越し業者は、意外なところから簡かん単たんに割りだせた。リンの馴な染じみのバイト先がそうだったのだ。

　バイトから戻もどったリンは、さっそくジャニースの部へ屋やに押おしかけ、住所を見せた。

「どうする？　住所まで行ってみる？」

「遠いわよ。まず電話してみたらどうかしら」

　そこで交換手を通して、電話してみることにした。果たして、交換手の言葉は、

「その住所は現在登録されていません」

「それは人が住んでいないということですか？」

　こういう話には強いジャニースが受け答えする。交換手はまさに事務的に、

「契けい約やく者しやが電話番号を非公開にしてほしいと望む場合もありますので、一いち概がいにそうとは言えません」

「そこに人が住んでいるかどうか確かめる手段はありませんか」

「さあ……実際にお訪たずねになられてはいかがでしょう」

「ほかには？」

「郵便を送るとか。あるいは、管かん轄かつの警察に問い合わせてみてはいかがでしょうか」

　電話を切ると、リンが不安そうに言った。

「トラックを運転したボビィの話だと、きれいな煉れん瓦がのアパートに運び入れたんだって。いないわけないんだけどなあ」

「本当に借金取りから逃にげてるなら、電話を引いてないかもね。どうする、郵便を送ってみる？　警察に問い合わせてみる？」

「うーん……警察に問い合わせてさ、そしたら向こうの警官が見にいってくれるよね？」

「そうでしょ？」

　なにをためらっているのかと、ジャニースは怪け訝げんそうに聞き返す。リンは「うーん」と唸うなりながら、

「で、きっとスーの両親と話をして、事情を聞くでしょ。新しいアパートでは犬を飼かえないとかさあ。それで、警察はあたしにこう言うの、『飼いたくないなら、元の飼い主の指示通り、保ほ健けん所じよに届けなさい』」

「まあ、正しい意見よね」

「で、結局スーの両親の電話番号も教えてくれないと」

「リンにしてはすばらしく論理的だわ」

　ジャニースが拍はく手しゆした。いつになく本当に感かん嘆たんした口く調ちようだったので、褒ほめてもらうのは嬉うれしいが、今ひとつ納得ができないリンだった。これではまるで、いつもは論理などどこにもないようではないか。

（ああ、いけないな。ひがみっぽくなってる）

　いつもジャニースにバカにされているので、素直に褒め言葉を受け入れられなくなっているらしい。リンはそんな自分を反省した。

「ともかく、問い合わせてみるわよ。犬泥棒について心当たりがあるか知りたいからって言えば、警察もそう無む下げには拒きよ否ひしないわ」




　　　　※




　翌々日、学校から帰ってみると、マキア警察から問い合わせの返事がきていた。学校にいる間に電話がかかってきたようで、家政婦のニナが受けてくれていた。

　結果は、問い合わせの住所には誰だれも住んでいない、とのことだった。

「なにそれ。ちゃんと赤い煉れん瓦がのアパートだって聞いた？」

　ニナの手作りスコーンを食べながら、リンは聞き返した。

「聞きましたとも。ちゃんと確認しました、赤い煉瓦のアパートの三階かって」

　自分の仕事の不出来を問われるのがいちばん嫌きらいなニナは、厚あつい唇くちびるを曲まげてリンに反論した。ニナは近所の自宅から通ってくる家政婦で、根ねはいいが、自分の信じたことは譲ゆずらない頑がん固こなところがある。リンもジャニースも、半分は彼女に育てられたようなものだ。

「警察の方ははっきり言いました。確かに最近荷物が運び込まれた形けい跡せきはあるが、すぐに引き払はらったようだと。スキアヴォという名前も、最近の転てん入にゆう届とどけには載のってないってね」

「そんなあ」

「こんなことだろうと思ったわ」

　情なさけない声を上げるリンとは対たい照しよう的てきに、ジャニースはホットレモネードを飲みながら、冷静な態度で言った。恨うらみがましそうにリンは相あい棒ぼうを睨にらむ。

「予想してた？」

「借金取りから逃げてるんじゃ、そんな簡単には見つけさせてくれないわよ。多分、こんな具合に何カ所も中ちゆう継けいして、何度も業者を変えて、最後には自分の車で地の果てへ逃にげるってパターンね。名前もそのたびに変えて。いよいよ本格的に夜逃げみたいだわ、犬なんか到とう底てい連れてけなかったわよ」

「昼間逃げたから、昼逃げよっ」

　思わず子供みたいなことを言ってリンは逆らってみた。だが、ジャニースの言うことは正しい。これでは仮に彼らを発見できたとしても、犬を飼えなどと言えるだろうか。

（言えない、よね……）

　リンは大きく嘆たん息そくした。そして、ニナを仰あおぎ、

「ニナ、デュカは？」

「庭ですよ。まったくあの犬ときたら、あたしの顔見てびくびくして、あんなに臆おく病びようじゃあ外にも連れていけやしない」

　どうやらニナは、デュカの臆病さに呆あきれているのではなく、自分の顔に怯おびえるデュカに腹を立てているようだ。昼間、一人でデュカの世話をしているのは彼女だ、自分になつかない動物の世話ほど虚むなしいものはない。

（やっぱりあたし以外の人には殊しゆ勝しような態度だなあ）

　そこら辺へんが納なつ得とくいかないが、そのうちこの家にも慣れるだろうとリンは楽観することにした。なんといっても彼女自身が自分の部へ屋やよりも、公こう証しよう事務所かこの屋や敷しきに入り浸びたる時間の方が長いのだ。

「あたし、デュカの散歩に行ってくる。ジャニースは？」

「ちょっと調べものがあるから、図書館に行くわ」

「行ってらっしゃいまし。夕飯の時間にはちゃんと戻ってくるんですよ」

　どこか叱しかるようなニナの言葉を背に、二人は家を出た。




　市立図書館の前でジャニースと別れ、リンはデュカの赴おもむくままに散歩を続ける。むろん、赴くままといっても、本当にデュカの好きなようにさせたら命いのちがいくらあっても足りないので、まっすぐ歩道をいくことは譲じよう歩ほしなかったが。

「散歩って、腕わん力りよくの要いるもんだったんだね」

　ともすれば車道に向かって蛇だ行こうしていくデュカを、強ごう引いんに引っ張りながら、リンは愚ぐ痴ちを垂たれた。デュカとの散歩もこれで一週間、ようやく力加減も分かってきた。

　デュカの散歩はオルネード交差点の「呪のろいの柱はしら」までの道のりを指さす。今なら分かる、デュカがうろうろ蛇行するのは、ほかの犬の縄なわ張ばりを犯おかさないよう、怯えているからだ。

「あんたも若いんだから、もうちょっと自信持ちなよ」

　忙せわしなく辺あたりを窺うかがうデュカを、リンは窘たしなめた。

「一回二回、飼い主に捨てられたことぐらい大したことないって。あたしだって、こうして一人で立りつ派ぱに生きてんだからさ。あんたより先せん輩ぱいなんだから、ちゃんと尊敬しなよ」

　などと説教を垂れても、馬の耳に念ねん仏ぶつである。

　うろちょろすること一時間、ようやくオルネード交差点へたどりつく。

　柱のたもとで嬉き々きとして用を足すデュカを横目に、リンは半はん壊かいのままのスキアヴォ家けを眺ながめた。

　解かい体たい工事は進んでいなかった。噂うわさを聞いたところによると、あれから柱を撤てつ去きよしようとしたブルドーザーが、走行中にエンジンが燃え上がり、運転手は大おお火傷やけど、それを見て玉たま突つき事故が発生、沿道を歩行していた園えん児じを巻き込んで二人が死亡、重軽傷十一人の大事故になってしまった。

　そしてさらに、この計画の図面を引いた設計家がぽっくり死に、計画を立案した議員が暴ぼう漢かんに刺さされ、推すい進しん派はがひとまとめに食しよく中ちゆう毒どくにやられる（昼の弁当が原因と思われる）と、どこまで本当か噓うそか分からない展開になって、整備工事は中断されたのである。

　市役所は事故の検けん証しようの為ため、と発表したが、呪いに恐おそれをなしたのだろうという噂が、まことしやかに流れていた。

　今や呪いの柱の伝説は町中に知れ渡り、好こう奇きの的まととなっていた。リンの通うクインリーハイスクールでもなにかとその噂を聞くようになった。大きな町ではないので、一つの話題にいっぺんに群むらがるのだ。だが、皆他人ごととして、「ちょっと気の利きいた噓のような本当の話」として面おも白しろおかしく語り合うだけで、本当に呪いが存在するなんてちっとも考えていないようだった。

　そんな噂を反映するように、オルネード交差点には数人の見物客が来ていた。いずれもまだ学生のようで、高校で見た顔もいる。

　そんな人々の視線を浴びながら、デュカは吞のん気きに柱に体をこすりつけている。柱のそばにいるときだけは、臆おく病びようなデュカものびのびとしていた。

（狭せまい縄張り、か）

　リンはデュカが飽あきるまで、待つことにした。が、三十分経たってもいっこうに動こうとせず、ぐったりと伏ふせて寝ねの体勢に入ってしまったので、これはいかんと、無理やり連れて帰ることにする。

「ほら、デュカ、帰るよ」

　むんずと赤い首輪を摑つかみ、デュカを強ごう引いんに引っ張っていく。見物客がなにごとかと目を円まるくするが、そんなことにかまってはいられなかった。

　デュカは嫌いやがって、ぶんぶんと頭を振ふってリンを振り回した。

「わわっ。あ、あんた、力有り余ってるじゃない！」

　老犬だなんて考えていたのが噓のような力だ。人も犬も見かけに騙だまされてはいけない。

　これだけ力があるのに、どうしてああ臆病なのだろうと、リンが不思議に思ったときだった。

　デュカを見ていたリンの視し界かいの隅すみに、白い足が見えた。白い靴くつに白い靴下、白いスラックス。日の光の反射で輪郭がぼんやりしている──と思ったが、違ちがう。

（透すけてる!?）

　リンは瞠どう目もくした。足の持ち主を見ようと振り返ろうとする。そんな彼女の背中を、誰だれかが強く突つき飛ばした。

「あっ！」

　リンは転てん倒とうし、車道に転ころがり出た。とっさに手を突き、公園の中に跳はね戻もどる。

　はたから見れば、海え老びが驚おどろいて飛び跳ねたような無ぶ様ざまな格かつ好こうだっただろう。だが、間かん一いつ髪ぱつ、車がクラクションを鳴らしながら通り過ぎた。

　リンは尻しりもちをついたまま、ぞっと青ざめた。一いつ瞬しゆんの判断が遅れたら、あの車に轢ひかれていた。

「おーい、大だい丈じよう夫ぶかあ」

　スキアヴォ家を見物していた若者たちが声をかけてくる。リンは手を振って答え、それから自分を突き飛ばした相手を捜さがした。

　だが、そこには誰もいなかった。

　辺あたりを見回してもそれらしき人間はいない。見物客に犯はん人にんを追う素そ振ぶりもない。

（透けた足）

　リンはもう一度ぞっとして、その場にしばらく凍こおりついていた。




　　　　※




　ようやくショックから立ち直り、リンはデュカを連れてとぼとぼと帰き路ろについた。

（あれって……やっぱり亡ぼう霊れいだったのかな）

　噂うわさでは白い女が現あらわれるはずだが──

（呪のろい……あたしも呪われたのかなあ）

　気落ちしながら歩いていると、運の悪いことに前方から一匹の犬がこちらにやってくるのが見えた。リンは舌した打うちした。泣なきっ面つらに蜂はちである。

（あー、やばいなあ。飼かい主ぬしはいないのかな）

　辺あたりを見ても、それらしい姿はない。それどころか、首輪さえつけていない。

　クインリー市の条例では、飼い犬には首輪をつけておかなければならない。つけていない犬は、通報によって保ほ健けん所じよに連れていかれる。狂きよう犬けん病びようが流は行やっていた時代の名な残ごりだ。
















（野犬……）

　リンは身を固くした。デュカを見ると、相手は二十メートル近くも離はなれているのに、すでに尻しつ尾ぽを垂たれ、足あし並なみが乱れていた。目に怯おびえと恐きよう慌こうが現れている。

「デュカ、道を変えよう」

　引ひき綱づなを引っ張り、道を逸それる。

　だが、狙ねらい澄すましたようにそっちの道にも、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした黒犬が前からのそのそと歩いてきた。

　路ろ地じに入ろうと横を見て、リンは「うっ」と呻うめく。そこからもなぜか、中型の薄うす汚よごれた白犬がやってくるではないか。

「ちょっと……なによ、これ……」

　さすがに薄気味悪くなって、リンは呟つぶやいた。もはや一歩も動けなくなったデュカを抱だき上げ、さっさと通り過ぎてしまおうとする。

　黒犬の横を通り過ぎる。黒犬は低い唸うなりを上げ、獰どう猛もうなまなざしでデュカを睨にらんだ。デュカはリンの腕うでの中で縮こまり、黒犬の睨みもまったく見ていない。

　なにごともなく黒犬をやり過ごしたので、リンはホッとして、このままデュカを抱いて帰ろうと角を曲まがった。そして、

「うげっ」

　頓とん狂きような声を上げてしまい、たたらを踏ふむ。

　角かどを曲がって出た通りには、目を剝むくほどの数の犬が集まっていたのだ。大小種しゆ々じゆ様さま々ざま、およそ二十匹はいる。

「なんだなんだ、一体どこから集まってきたんだ？」

　リンは目を円くした。こうなるとすべてが野犬とは思えない。首輪もちらほら見える。どこか近くで犬の集会でもあったのだろうか。それとも、保健所からの大だい脱だつ走そう？

　車通りが少ないせいか、道路いっぱいを占せん領りようして、うろうろしている。そのうち、毛のふさふさした小さな犬が、リンの抱だいたデュカに気づいた。

「キャンキャンキャン！」

　小型犬特有の甲かん高だかい、ヒステリックな声で吠ほえる。すると、今まで不ぶ気き味みなまでに静かにうろついていた犬たちが、いっせいにリンの方を振ふり返り、揃そろって歯をむきだした。

　小さな犬には吠えられ、大きな犬には唸うなられ、じりじりと近づいてくる犬たちに、リンはあとずさった。

「ちょっとお……なんでいきなり、敵てき視しするのよお」

　理り不ふ尽じんな扱あつかいにリンは少々腹を立てながら、それでもかなりおののきつつ、言い放はなった。今まで犬たちはてんでバラバラな方角を向いて、なにをするでもなく、互たがいを気にも止めずうろついていただけなのだ。

　ところが、リンとデュカが現れた途と端たん、歯を剝むきだして迫せまってくるとはなにごとか。

（な、なんだろう。呼ばれざる者ってこと？　人間は来るなって？　でも、こっちにはデュカもいるのに──）

　そこまで考え、リンはハッと顔を強こわばらせた。

　デュカがいるから？

　デュカがいるから、犬たちは敵意と憎ぞう悪おを伴ともなって迫ってくるのか？　デュカが負け犬だから？　負け犬は犬から仲間として見てもらえない？

　犬は一目見ただけで、相手が負け犬だと分かる能力でもあるのだろうか。

「ワン！」

　足の太い大型犬が一声吠えて、リンに襲おそいかかってきた。正確にはリンの腕うでの中のデュカに向かって。

　リンは思わずよけた。そして、「しまった」と顔を歪ゆがめる。

　逃げたのは失敗だった。最初の攻こう撃げきをねじ伏ふせれば、敵も怯ひるむ。最初に攻撃を仕し掛かけたのは、一群の中でもっとも強いヤツだろうから。

　案あんの定じよう、リンが「逃げる」相手だと判断した犬たちは、わっと襲いかかってきた。

「ああ、もう！」

　最初は必死によけていたものの、さすがに二十匹相手は辛つらい。そのうち面めん倒どうになって、リンは犬たちを蹴け飛とばし始めた。軽くやるとすぐに復帰してしまうので、それなりに力を込こめて蹴飛ばす。むろん、リンが思いっきりやったら小さな犬なんてあっさり死んでしまうので、かなり手て加か減げんしたが。

　蹴飛ばされた犬は、「きゃううん」と聞くも悲ひ痛つうな悲ひ鳴めいを上げて十メートルも吹ふき飛び、尻尾を巻いて逃げだした。

　そうやって、半分くらい数が減へったころだろうか。

　ガッと、短毛の茶色い中型犬が、牙きばをむいてリンの腕に飛びかかってきた。

「うわっ！」

　死角をつかれ、リンはとっさにデュカから腕を放し、敵を手で叩たたき落とした。がさつな仕事場で働く彼女は、自分を守る反射神経はすばらしくよかった。

　だが、いきなり解放されたデュカは、哀あわれにも地面に落ち、そこにいっせいに犬たちが飛びかかった。

「しまった！」

　リンは怒ど鳴なると、襲いかかった犬たちを振ふり解ほどいた。ようやく最後の一匹をもぎ放すと、デュカは哀れな悲鳴を一声、

「きゅううん！」

　そう鳴くと、一いち目もく散さんに、脱だつ兎との如ごとく逃げだしたのである。

　それを追いすがって襲おうとする犬たちを、リンは必死に押おさえ、なんとか全部を追い払ったときには、デュカの姿はどこにもなかった。

「デュカ！」

　呼んでも返事はない。リンは焦しよう燥そうにかられ、デュカを捜さがして走りだした。

「デュカあ！　デュカ、どこ!?」

　細い路ろ地じ、人じん家かの庭先、建物の陰かげ──リンは白と黒の斑まだらを捜して懸けん命めいに走った。逃げてしまったならいい。どの犬かに追いつかれ、首を捻ひねられていなければ。

　あの、悲痛な鳴き声が耳に残っている。

　リンは手を放した自分を呪のろい、自分たちを襲った犬たちを呪った。デュカが負け犬だから襲うという点は、犬社会の問題だから腹は立つものの彼女がどうこうできることではない。だが、どうしてこんな道の真ん中、車が通らないとはいえ公道の真ん中で集会など開いていたのだ。

（おかしい──さっき、行きに通ったときは、なんともなかったんだ。それなのに、降って湧わいたように、あんなに犬が集まったなんて）

　どう考えてもおかしい。そこまで考え、リンはハッと足を止めた。

　道路の端はしで、この間の凸でこ凹ぼこ犬いぬ泥どろ棒ぼうが麻あさ袋ぶくろになにか暴あばれるものを詰つめ込もうとしている。二人は水色の作業服に同色の帽ぼう子し、ゴム手て袋ぶくろ、マスクもしてその上にゴーグルを掛かけるという、いかにも野犬を捕つかまえにきた保健所の職員といった風ふう体ていだった。顔は見えなかったが、その体格の組み合わせで一目で誰だれだか分かる。

「！」

　中身はデュカだ。そう察した途と端たん、リンはカッとなって、男たちに向かって猛もう然ぜんと突つっ込んだ。

「？　うわっ！」

　太った男がリンに気づいて声を上げるが、遅おそい！

　リンはラグビー選手の如ごとく、肩かたから太った男に激げき突とつした。あっさりと男は弾はじき飛ばされ、四、五メートル宙ちゆうを飛んだかと思うと、ごろごろと無ぶ様ざまに転ころがっていく。

「ちっ！」

　麻袋を押おさえていた背の高い男が、作業着のポケットから飛びだしナイフを取りだした。それを向けられる前に、リンの蹴りが手首を打って、ナイフが空を舞まう。

　リンは男が怯ひるんだ隙すきをついて、手加減抜きで顎あごを蹴り上げた。「ごふぉおっ」と息を大量に吐はきだしたような声を上げ、男は倒たおれる。

　リンは落ちてきたナイフを拾うと、急いで麻袋を切った。

　果たして、中からピンクの地じ肌はだと白黒の毛が見えた。小さく丸まって、まるで肉の塊かたまりのようだが、間ま違ちがいない、デュカだ。

「デュカ！」

　麻袋をはがそうとするが、動どう転てんしているのか手がうまく動かない。

　デュカは小こ刻きざみに震ふるえていた。頭と短い尻しつ尾ぽを腹の中に隠かくし、外の世界を断絶するかのように丸まっている。よほど怖こわい思いをしたのだろう。犬に襲われたことも、犬泥棒に捕つかまったことも。

「デュカ──」

　リンがデュカの背中を撫なでようとしたときだった。

　パンッ。

　乾かわいた、タイヤの空気が抜ぬけたような音がして、リンはサッと頰ほおに灼しやく熱ねつの針はり金がねを押しつけられたような感かん触しよくを覚えた。

「……え？」

　なにが起きたのか分からず、頰を触ふれてみる。

　手にぬるりと液体がついたので、見ると、赤い、見覚えのあるものだった。

　血だ。

　反射的に自分がさっき突き飛ばした太った男を見る。案の定、男はリンに向けて小さな鉄の塊を握にぎりしめていた。拳けん銃じゆうだ。

「その犬を俺おれたちによこせ！」

　リンに弾はじかれて怒おこっているのか、裏返った甲かん高だかい声で男は怒ど鳴なった。やはり彼らの狙ねらいはデュカだ。

　リンは呆あつ気けにとられたまま、自分の左手の血と男を見み比くらべた。男の射しや撃げきの腕うでが下へ手たで助かったのか、それともうまくて助かったのか、ぼんやりと考える。

　さっきの犬たちはこいつらがけしかけたものだろうか。自分をデュカから離はなす為ために？　そうかもしれない。だから保健所の職員の格かつ好こうをしているのだろう。デュカを渡わたさなかったら自分は殺されるのだろうか。デュカを渡したら助かるのだろうか。渡したデュカはどうなるのだろうか。自分はどうするべきか。いっぺんにドッと疑問が押し寄せ、リンの頭は逆に真っ白になった。どうしたらいいか分からず、無意識にデュカを抱きしめ、首を振っていやいやをする。なにが嫌いやなのか分からなかったが、とりあえず撃うたれるのだけはご免めんだった。

　当然、男は腹を立てたらしく、マスクを乱暴に外はずすと、

「おい、聞こえなかったのか！　その犬を──！」

　その怒ど号ごうを搔かき消して、突とつ然ぜん、パトカーのサイレンがウォンウォンウォン、と間ま近ぢかでけたたましく響ひびいてきた。

　拳銃を握った男が顔色を変える。動どう揺ようもあらわに、きょろきょろと建物に反はん響きようするサイレンの出どころを探さぐり、忌いま々いましげに拳銃をふところにしまった。そして、リンに襲いかかってデュカを強ごう引いんに奪うばおうとする。

「この野郎！　離せ！」

「やだ！　やだってば！」

　リンは死んでも離すまいと、渾こん身しんの力でデュカを抱きしめた。リンごと引きずっていきかねない男の生なまっちろい太った腕うでに、思いっきり嚙みついてやる。

「ひゃあっ！」

　男は悲鳴を上げ、手を離した。反動でリンは尻しりもちをついて転ころがったが、デュカは無事だった。

「おい、引くぞっ」

　口からだらだら血を流した長身の男が、憎にく々にくしげにリンを睨にらみ、それから逃にげだした。太った男もここは諦あきらめるしかないと悟ったらしく、雑ぞう言ごんを吐はいて走り去っていく。

（た……助かった？）

　リンはぼんやりと二人の後ろ姿を見送った。自分に今なにが起きたのか反はん芻すうするには、あまりにも頭の中が真っ白だった。

　サイレンがすぐ後ろまで近づいてきて、急に止まった。そのわりにはエンジン音が聞こえないと、ぼんやり思っていると、

「リン、無事でしたか!?　危あやういところでしたね！」

　聞き慣れた明るい声がして、振ふり返ると、そこにはクラスメイトのマリス・コーベンの爽さわやかな笑顔があった。

　しかしながら、爽やかだったのはその笑顔だけで、ほかはまったくもって胡う散さん臭くさかった。

「……マリス、なにしてんの？」

「もちろん、リンを助けにきたんですけど」

　なにを寝ねぼけたことを言っているのかと、マリスは目をぱちくりさせて言い返した。小こ柄がらで、乳ちちくささの抜けないマリスの容よう貌ぼうは、とりたてて整ととのっているわけではないが、子供らしい可愛かわいさがある。同世代の男からは敬けい遠えんされるが、年ねん輩ぱい者しやからは好かれるタイプだ。

　しかしながら、ちょっと危ない趣しゆ味みを持つ男でも、頭にパトカーの青いライト付ヘルメットをかぶっている娘むすめは、大回りで遠ざけて走って逃げたくなるに違いなかった。

　リンはしげしげと、ヘルメットの上でくるくる青い光を放はなつライトを見つめた。

「もしかして、さっきのサイレンってそれ？」

「これですっ」

　自信満々にマリスは答え、ぷにぷにした子供のような指で、ヘルメットから延のびているコードの先のボタンを押した。

　途と端たん、ウォンウォン、とけたたましいパトカーのサイレンが鳴り響く。なにごとかと、目の前のアパートから住人が顔を出した。

「わっ！　うるさい！」

「でしょう？　出力はこれで最大値の半分なんですよ。それでリンを助けることができたんですから、すばらしいと思いません？」

　リンの文句も褒ほめ言葉にしかとらえず、マリスは上じよう機き嫌げんで説明する。リンは乱暴にマリスからボタンを取り上げ、サイレンを止めた。そして、胡う乱ろんなまなざしでヘルメットを仰あおぎ、

「それって、自分の頭についててうるさくないの？」
















「それはメガホンを使っている人間がうるさくないのと同じ原理です」

「うるさくないの？」

「まあ、少しはうるさいですけど、困っているクラスメイトを助ける為なら、苦痛でもなんでもないですよ」

　リンに再度問われ、マリスは渋しぶ々しぶ認めた。だが、すぐに自信を復活させて、嬉き々きと、

「それにしても、まったくちょうどいいタイミングでしたねっ。これからリンに届とどけにいくところだったんです」

「あたしに？」

「ええ。この間泥どろ棒ぼうに入られたって言ってましたでしょ？　だから、なにか身を守るものをって作ってみたんです。それが申し合わせたように役に立つなんて、わたくし、時代を敏びん感かんに察さつ知ちする生まれもったセンスと勘かんがあるんですね！」

　手を固く組み、頰ほおを紅こう潮ちようさせて熱弁を振るうマリス。目が自分の世界に行ってしまっている。

　危険なところを助けてもらった以上、邪じや険けんには扱あつかえないので、リンは早くこの恥はずかしい現げん場ばから離はなれようと、

「ともかく、助けてくれてありがとう。その、けったいな装そう置ちは、二度は使えないと思うから、持ち帰ってね。じゃっ」

「あら、持ってってくださいな。せっかく作ったのに」

「ま、ま、そう言わずに」

　口くち早ばやに礼を言うと、リンは立ち上がって逃げようとした。

　だが途と中ちゆうで、足の関節が嚙かみ合わなかったように、がくりと膝ひざが折れる。

「あ……あれ？」

　なんで自分がまた座すわり込んでしまったのか分からず、リンは目をぱちくりさせた。それからようやく、自分の膝ががくがくと笑っていることに気づく。銃じゆうで狙そ撃げきされた恐きよう怖ふが、頭に出てこなかった分、体に出てきたようだ。

　マリスが心配そうに彼女を覗のぞき込む。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　具合が悪いならまだ座ってた方がよろしいですよ」

「あ、うん……」

　マリスは突とつ拍ぴよう子しもないが、基本的にはいい子だ。親切だし優やさしい。とりあえず人の為になろうと一いつ生しよう懸けん命めいだ。だが、いかんせんピントが狂くるっているというか、頭の上でチカチカ回っている青いライトに象しよう徴ちようされる間ま抜ぬけさ加か減げんはいただけない。リンは心配そうなマリスの顔と、青いライトとのギャップに、くすりと笑ってしまった。

（そっか。あたし、一歩間ま違ちがったら殺されてたかもしれないんだな……）

　今さらながらそのことを理解して、リンは大きく息をついた。彼女の安あん堵どが腕の中のデュカにも伝わったのだろう、身を縮めていたデュカが顔を上げてリンを見つめ、ぺろりと彼女の腕を一ひと舐なめした。

「！」

　暗く歪ゆがんでいた彼女の表情に、ぱああっと歓かん喜きの輝かがやきが戻る。

「デュカ！　あんた、あたしの腕、舐めたの!?」

　大声を出して問う。むろん返事はしなかったが、デュカは照れたようにそっぽを向いた。リンの大声に不快になっただけかもしれないが。

　だがこの際、リンにとってはどっちでもよかった。デュカが自分を舐めてくれた、それは事実だった。

「デュカっ」

　嬉うれしくて、銃で狙われたことや、頰を弾だん丸がんが掠かすったこと、デュカと命を天てん秤びんに掛けられたこともすっかり忘れ、リンはデュカを抱きしめた。デュカは嫌いやがって、じたばた手足を暴れさせてもがいたが、気にしなかった。嬉しくて、涙なみだがにじんだ。

　幸か不幸か、危険な目に会うのと引き替えに、デュカの信頼を少しだけ獲かく得とくしたようだ。

「大丈夫、あたしが守ってあげる。悪い奴らなんかに、あんたを渡さないから。絶対」

　望ぼう外がいの喜びに浸ひたっていると、デュカがまたぺろりと腕を舐めた。リンは照れ笑いを浮かべながら、

「デュカ、あたし、あんたとうまくやってけそうな気がするよ……」

　リンはデュカの耳に頰ずりして、そっと呟つぶやいた。







　５　分ぶん裂れつ







　市立図書館に赴おもむくと、ジャニースは人ひと気けのない閲えつ覧らん室しつで、新聞の分ぶ厚あつい過去録を読んでいた。リンが隣となりに立つと、顔を上げ、胡う乱ろんそうに、

「なあに、そのコントの小道具みたいなものは」

「マリスのプレゼント」

　リンはしまりなく笑いながら、腕うでの中のデュカにかぶせた、恥はずかしいことこの上ないヘルメットを叩たたいた。結局マリスに押おしつけられたのだ。デュカが迷めい惑わくそうに彼女を仰あおぐが、気分が高こう揚ようしているリンはまったくへっちゃらである。

「マリス」の名前ですべて合が点てんがいったらしく、ジャニースは頷うなずいた。

「さすがはマリスね、作るものが人とはひと味あじ違ちがうわ」

「そうバカにすることもないよ。これはこれで役に立ったんだから」

　自分こそいちばんバカにしていたことを棚たなに上げて、リンは上じよう機き嫌げんで言う。だが、ジャニースは耳みみ聡ざとく言葉を聞き止めて、眉び宇うをひそめると、

「役に立ったってどういうこと？　その頰ほおの傷きずは？」

「えっ？　あ、これ？」

　リンは自分の頰を乱暴にこすった。少しひりひりするものの、掠かすっただけなのでもう痛みはない。血も図書館の化け粧しよう室しつで拭ぬぐってきたばかりだ。

「これは名誉の負ふ傷しよう。あたしとデュカの信しん頼らいの証あかしってとこかな？」

　陽気にリンは答えたが、ジャニースはますます眉み間けんのしわを深くした。

「なにがあったの。説明して」

「はいはい、そう焦あせんないで」

　リンはジャニースの隣に座すわると、一連の危険な散歩について説明した。隣の部へ屋やから図書館司し書しよがうるさそうに顔を覗のぞかせたが、誰だれもいないこともあってか、なにも言わずそのまま不機嫌なつらを引っ込める。

「──というワケ。ねっ、一応役に立ったでしょ？」

　リンは笑いながら念を押おした。だが、ジャニースはむっつりと無言でリンを眺ながめている。

（あれ？）

　予想とは違う相あい棒ぼうの反はん応のうに、リンはようやく笑いを引っ込めた。

　リンの予想だとジャニースは、「そうね、二度と同じ手は使えないでしょうけどね」とか、「あら、リンはバカな道具に助けられたの。よかったわね」とか、冷たくあしらわれるはずだったのだ。それがいつものパターンだ。

　なのに、こんななにも言わずじっと睨にらまれるのは、計算外である。それどころか、いつもの呆あきれた、世の中を醒さめた目で見つめるまなざしすらない。

　どうやらジャニースは怒おこっているらしい。ようやくリンは悟さとる。いつも不機嫌そうなので、本当の本気なのか、区別しにくいのだ。

「ジャニース、もしかして怒おこってる？」

「当たり前でしょう。銃じゆうで撃うたれたのよ、私のところに来る前にどうして警察に行かないの？」

　至し極ごく当然なことを指し摘てきされ、リンは返事に窮きゆうした。ハイになっていたので、警察に行くことなど、まったくみじんも頭に閃ひらめかなかったのだ。

「そ、それは、これから、行こうと思って。だから、その、ジャニースにもついてってもらおうと思ってさ」

　しどろもどろにリンは弁解する。ジャニースは疑わしそうにリンを眺ながめていたが、呆あきれ返るのもバカバカしいと言わんばかりに大きく息を吐はいた。そして、椅い子すを立つ。

「それなら、今から行きましょう」

「あっ、うん」

　過去録を片づけるジャニースに倣ならって、リンも慌あわてて分厚い本を数冊手にし、書棚に向かった。すたすたと先に行ってしまうジャニースに、リンは気まずい思いを抱いだきながら、なんとか機嫌を取ろうと話しかけた。

「ねえ、なに調べてたの？」

「……あの交差点の事じ故このことよ」

「呪のろいの事故のこと？　新聞に載のったの？」

　興きよう味み津しん々しんで聞き返すと、ジャニースは足を止め、「だから言いたくなかったのだ」と言わんばかりのまなざしでリンを見た。それでも、すぐにその場でしゃがみ込み、持っていた過去録を広げる。

「見て」

　ジャニースが指さしたページをリンは覗のぞき込んだ。

　そこには、オルネード交差点に関する事故が載っていた。ただし日付からするに、十八年も前の事故だ。

　そのときもやはり柱はしらを撤てつ去きよしようとして、工事責任者が交通事故に会ったり、作業員が行ゆく方え不ふ明めいになったり、水道管が破は裂れつしたりして、工事が中止に追い込まれたという記事だった。

「こっちにもあるわ」

　ジャニースはリンが持っていた過去録の一冊を抜ぬき取り、やはりページを開いて見せた。そこに載っていた記事は三十一年前の話で、やはり柱を撤去しようとして、中止になったことが記録されていた。

「調べただけであと二件、ときを置いてあるわ。みんな撤去工事が中止になっているの」

「ふうん……みんな、内容は似にたようなものだね」

　次々とジャニースが開いて見せるページを、懸けん命めいに読みながら、リンは呟つぶやいた。

「こういう事故が積み重なって、『呪のろい』の謂いわれになるんだね。確かに呪いがあるって言いたくもなるね」

「…………」

　ジャニースがじっとリンを見つめる。彼女がそういう風に自分を見るときは、なにか難なん癖くせを付けるときだ。リンはどぎまぎして、

「な、なに？　あたし変なこと言った？」

「リン、聞いてないの？」

　訝いぶかしそうにジャニースが問う。

「なにを？」

「……どうせ黙だまっててもすぐに知れることになるわね」

「だから、なんなのよ」

　思わせぶりなジャニースの口くち振ぶりに、リンは焦じれったくなって問いつめた。

　ジャニースはいちばん古い過去録を手にすると、イラストが一面に載っている記事をリンに見せた。

「もう学校じゃあ噂うわさになってるわ、呪いの謂われはこれだって。こんなことを見つける暇ひまな人間がいたものね」

　差しだされた記事を見ると、そこには、「消えた妻と弟!?　獄ごく中ちゆう死しした夫の無念」という、ショッキングな見出しがついていた。イラストも、囚しゆう人じん服ふくの男が首を吊つろうとしている背はい後ごで、男女が大きな鞄かばんを手にして逃にげていくという、見出しそのままの絵だ。

「うっわあ、趣しゆ味み悪わるい記事」

　リンはこの手の、いわゆる三面記事が苦にが手てだ。人の不幸を面おも白しろおかしく書きたてようというメディアの根こん性じようが嫌きらいなのだ。

　男女の服ふく装そうから、かなり古い記事だということが分かった。写真がどこにも載っていない。日付を見てみると、もう二百年近く昔むかしのものだった。

　そして、内容は、

「獄中死した男の妻と実じつ弟ていが失しつ踪そう？　昨年六月、愛人殺害容疑で逮たい捕ほされたステファン・ゴドウ（32）が、収しゆう監かん先さきのキャビネック刑務所で先月二十日自殺した。終身刑が確定した後も彼は無実を訴うつたえていたが、上じよう告こくが取り下げられ、それに失望して自殺したものと思われる。

　ステファンは愛人であった被ひ害がい者しやスザンナ・フォローを、別れ話がこじれた為ため、殺害を計画し、これを実行した。妻と実弟の証言により有ゆう罪ざいが確定したが、ステファンは何者かに陥おとしいれられたと無実を主張、だが、先月十日、上告は棄き却きやくされた。

　ところが、当局がゴドウ家けに報告しにいったところ、妻は行方不明に、ともに証言台に立った実弟も失踪していた。当局は夫の罪つみを苦にこの地を去ったという見けん解かいだが、記者が調べたところによると、ステファンの名めい義ぎになっていた株かぶや国こく債さい、土地、宝石、金きん塊かいがすべて妻によって売り払われ、そして莫ばく大だいな貯金がすべて引きだされていた。また、妻と実弟が一いつ緒しよに屋や敷しきを出ていくところを、近所の人間が目もく撃げきしている。これらは夫の罪が確定した翌日に行われ、その後、行方が杳ようとして知れないのだ。

　犯はん罪ざい者しやの妻として、『貞てい淑しゆくに』夫の出しゆつ所しよを待てと言う気はさらさらないが、証言人として、加害者が上告している間に失踪するとは、不実もいいところではないか。この事件の裏に、なにか陰いん謀ぼうが隠かくれ見えるのは、記者だけだろうか……」

　リンは記事を読んで、それから首を捻ひねった。

「つまり……この、消えた妻と弟が、ステファンを陥れたってこと？」

「ゴドウ家は古い名家だったようよ。妻と弟が共きよう謀ぼうして、財産を奪うばおうと考えたんじゃないかって、この記者は疑っているみたいね」

　肩かたをすくめてジャニースが答える。

「この事件も少し調べたけれど、かなり曖あい昧まいな点が多いの。証拠も、この二人の証言以外に、決定的なものはないし」

「それで刑が決定しちゃったの!?」

　リンが驚おどろきの声を上げると、さすがに司し書しよも黙もく認にんできなくなったらしく、隣となりの部へ屋やから「静かに！」と警告されてしまった。リンは慌あわてて口を手で塞ふさぎ、それからジャニースに顔を寄せて、小声でそっと、

「それでいいの？」

「二百年前の裁さい判ばんなんてこんなものよ……ともかく、人のいなくなったゴドウ家は取り壊こわされて、半分は人手に、残りは州しゆうのものになって、道が造つくられることになったの」

「道って……オルネード交差点？」

　ジャニースが頷うなずく。話にようやく筋が見えて、リンは大きく納なつ得とくした。

「つまり呪いは、この妻と弟に裏切られたステファンの恨うらみってことだね。じゃあ、あの柱は屋敷の一部だったのかな」

「あずまやの柱だったみたい。そのころから、あの柱を壊こわそうとすると事故が起こるんで、そのまま道を造ったんですって」

　さらにジャニースは幾いくつかの記事を見せた。数時間で、よくここまで調べたものである。リンは感心しながら、ざっと目を通した。

　数ページめくってみると、再びステファン・ゴドウという名前が目に入った。

「あっ、ここにも関連記事があるよ」

　ジャニースが見落としたのかと、本を抱かかえる。そのとき、ジャニースの表情に芳かんばしくない色が浮うかんだが、リンは見落とした。

　その記事のタイトルは、「謎なぞの男女の水死体。ステファン・ゴドウの妻と実弟と判明。二人が所持していたはずの膨ぼう大だいな財産はどこへ？」だった。

　記事によると、クインリーから東にあるウェンペという村で、二つの水死体が上がった。死後何日も経たっていたので顔の判別は難むずかしかったが、着ているものから失踪したステファン・ゴドウの妻と弟と分かった。

　彼らに外がい傷しようはなく、現げん場ばの状じよう況きようから心中した可能性が高い。だが、彼らが持っていたはずの現金や、その他の財産はすべて消え失うせていた。住んでいた粗そ末まつなアパートには盗ぬすまれた形けい跡せきもなく、元より所しよ持じしていた様よう子すもなかった。

　一いつ体たい、ゴドウ家の財産はどこへ？　二人はなぜ自殺をした？

「『これらの事件を総合して考え、記者は一つの結論にたどりついた。すなわちそれは、獄中で無念の死を遂とげたステファン・ゴドウの怨おん霊りようが、彼を陥れた妻と弟を呪い殺したのではないか……ということだ』。

　へええ、元げん凶きようの妻と弟を殺したのに、二百年経たった今でも呪い続けてんだ、このステファンは。男の嫉しつ妬とって怖こわいなあ」

　ぶつぶつと文句を言っていると、ジャニースが再度怪け訝げんそうに自分を見ているのに気がついた。

「なに？　あたし変なこと言った？」

「言ったわよ」

　ジャニースは不ぶ気き味みそうにリンを見ながら、

「リン、あなた本当に呪いがあるなんて信じてるの？」

「信じるもなにも、こうやって起きてるじゃん、呪われた事故がさ！」

　リンは呆あきれ返って、思わず大きい声を出してしまった。それから慌てて口を閉じ、司書の方を見る。司書は気づかなかったのか、それとも諦あきらめたのか、顔を出さなかった。

　ジャニースは仏ぶつ頂ちよう面づらで、

「事故は事故よ。呪われたなんてばかばかしいわ。たまたまおもしろい話があって、事故が多いから、そんな噂うわさができたのよ」

　はなっから否定の態度だ。頭ごなしに否ひ定ていされたリンは、躍やつ起きになって反論の言葉を捜さがした。

「で、でもっ、明らかに事故の数が多いよ。ずっと撤てつ去きよされなかったのも、呪いがあるからに違いないし」

「事故が多いのは、あの道の構造の問題よ。呪いがあったから事故が起きたなんてナンセンスだわ。事故が起きたから呪われてるんじゃないかって考えるのが、人間の思考順序よ」

「それだけじゃないって！　だってあたしも危あやうく殺されそうになったんだもの！」

　リンは何者かに背中を突き飛ばされ、車に轢ひかれそうになったことを説明した。自分自身の経験が決定的な証しよう拠こだと。

　しかしながら、ジャニースは冷たいまなざしでリンの足あし下もとを指した。

「見えもしない呪いに突き飛ばされるのと、自分の靴くつ紐ひもにつまずいて転ころぶのと、どっちが可能性として高いかしら」

「え？」

　見ると、確かに靴紐がほどけている。いつほどけたのか分からなかった。

「こ、これは、ここに来るまでにほどけちゃって……」

　確証が持てないので、語ご尾びが弱くなる。そして、劣れつ勢せいを隠かくす膨ふくれっ面つらになって、

「じゃあ、ジャニースはなにを調べに図書館にきたわけ？」

　すると、ジャニースは呆れ返った表情を引っ込めた。

「今回の事故が偶ぐう然ぜんかどうか、確認しにきたのよ」

「偶然って……呪いか自然現象か、ってこと？」

「自然現象か誰だれかの作さく為いかどうかってことよ」

　呪いにこだわるリンに、さすがにジャニースも苛いら立だってきたか、語調をわずかに強くして訂てい正せいした。

「撤去工事に関かかわる過去の事故を調べたの。以前は道を造る為に、強ごう引いんに市に土地を供きよう出しゆつさせられていたのよ。だから、反対運動が盛さかんだったの。反対派が工事を邪じや魔ました可能性は高いわ」

「今回も誰かが邪魔したって言いたいわけ？　でも、土地を提供したスキアヴォさんは出てっちゃったんだよ。誰がやるってのさ」

「あの二人組よ」

　一いつ瞬しゆん、リンはジャニースが誰のことを言っているのか分からなかった。目をぱちくりさせてから、

「犬いぬ泥どろ棒ぼう？　なんで？」

「あの家を見ていたじゃない」

　素そっ気けなくジャニースは答える。そのセリフがまるで子供の負まけ惜おしみのようだったので、リンは噴ふきだしてしまった。ジャニースの片かた眉まゆがぴくりと上がる。

「なにそれ、それならあたしたちだって犯はん人にんじゃん。あいつらはデュカを狙ねらってるんだよ？　デュカがうちにいるって知ってんのに、ショベルカーなんか倒しても意味ないじゃん。ただの偶然の事故だよ──或あるいは、本当に呪いかもしれないけどね」

「本当にただの犬泥棒だと思っているの？」

　笑われた報ほう復ふくか、ジャニースが声を低くし、リンを睥へい睨げいする。相あい棒ぼうの蔑さげすみのまなざしに、リンもカチンと来て、強く反論した。

「じゃあなんだっていうのさ。デュカをさらって、ほかになにがあるっていうのよっ」

「犬一匹をさらうのに、やることが大おお袈げ裟さだわ。その怪け我がだって」

　リンの口く調ちようが激はげしくなればなるほど、ジャニースの口調は逆に冷たくなって、淡たん々たんと指し摘てきした。

「プロだったらそこまでしないわ。デュカにさらう価値があるとすれば、それはデュカ自身じゃなくて、デュカに付ふ随ずいするなにかだって考えた方がよっぽど現実的よ。そして、それは、スキアヴォ家に関係していると考えてもおかしくはない。あの二人はスキアヴォ家を見ていたんだから」

「でも、あたしが突き飛ばされたのは事実だし、こうしてもう二百年間、ずっと異常な事故が起きてるじゃない。あいつらがほかになにか狙ねらいがあるとしても、事故は絶対呪いのせいだよ！」

　リンはまなじりを上げて言い立てた。それでもジャニースは冷れい淡たんに、

「事故の数は、一いつ般ぱん的てきな統計から見れば、そう多いもんじゃないわ。呪いなんてあるはずないわよ」

「ある！」

「ないわ」

「あるったらある！」

　子供のようにムキになってリンは怒ど鳴なった。ジャニースはそんなみっともない真ま似ねはできなかったか、彼女の勢いに負けたように口を閉ざす。調子づいてリンはさらになにか言おうとしたが、

「いい加か減げんにしなさい！」

　叱しつ責せきが飛んできて、首を縮めた。見ると、隣の部屋から司書が肩を怒いからせてやってくる。

　ジャニースが立ち上がり、そつなく謝あやまった。

「すみません、もう出ていかせます」

「誰もいないからって、騒さわいでいいところではないですよ。今後気をつけるように」

　一しきり説教を垂たれると、司書は引き下がった。リンはこそこそと書棚の陰に隠れていたが、ジャニースの咎とがめるようなまなざしに気づき、

（もう出ていかせますので）

　彼女の言葉を思いだす。自分は行かないが、リンは出ていけ。そう言っているのだ。

「……デュカ、行くよっ」

　吐はき捨てるように小声で呟つぶやき、デュカを抱かかえて玄関に向かって歩きだした。




　　　　※




　図書館を出たリンは、腹立ち紛まぎれに落ちていた空あき缶かんを蹴け飛とばし、それでも気が収おさまらなかったので大おお股またでずかずかと歩いていた。

「だって、本当にいたんだもん」

　あんまり悔くやしいので、口に出して文句を言う。

「本当に、なにかに突つき飛ばされたんだ。気のせいで車に轢ひかれるほど、のろまじゃないもん」

　それなのに、あのジャニースの態度ときたら！　立った腹を横にする方法が見つからなくて、リンは腕うでの中のデュカを振ふり回した。デュカは迷めい惑わくそうに目をハの字にして、しまいにはリンの腕の中から飛び降りてしまった。

「あっ、デュカ！」

　制止するが、そんな言葉聞く耳持たず、デュカはたったったと軽快なステップを踏ふんで、勝手に先に行ってしまう。こういうときに限って、まっすぐ走っていくのだから、人をバカにしている証しよう拠こだ。

「もーっ、あんたまであたしをバカにすんの!?」

　地じ団だん駄だ踏ふんで悔くやしがっていると、

「まあ、わたくし、そんなつもりは」

　見けん当とう違ちがいの甲かん高だかい声がして、振り返るとマリスが手を頰ほおに当て、おろおろとしていた。どうやらリンの怒ど号ごうを自分に向けられた言葉と勘かん違ちがいしているようだ。

「あ、いや、今のは、デュカに向かってでね」

「わたくし、ほんのちょっとリンを脅おどかすつもりだけで、そんなに怒おこるなんて思わなかったんです。どうしましょう」

　人の話も聞かずに狼ろう狽ばいするマリス。リンは訝いぶかり、それから彼女の手に握にぎられている毛虫のついた枝を発見した。

「……なにか用？」

　マリスの誤ご解かいを解とく気もなくなり、リンはつっけんどんに尋たずねた。その言葉で、彼女もリンを追いかけてきた理由を思いだしたらしく、ぽいと小枝を投げ捨てると、

「わたくし、あのヘルメットを改造しようと思うんです。リンの言うとおり、あれはもう泥どろ棒ぼうさんたちには効きかないでしょうから、今度はライトを赤にして、音も救急車仕し様ようにしようと思うんです。そうすれば、どんな極ごく悪あく人にんでも救急車には道を譲ゆずりたくなって、隙すきも生まれるというものですものねっ」

「……救急車が入ってこない家の中で襲おそわれたら？」

「まあ！　そのときはどうしましょう！」

　ぼやきに近いリンの突っ込みに、マリスは本気でおろおろとうろたえた。

　まったく、なんにも考えてないに等ひとしいや。

　リンが大きくため息をつくと、マリスが心配そうに顔を覗のぞき込んだ。

「リン、どうかしたんですか？」

「あたしはなにも──」

「ジャニースと喧けん嘩かしたんですか？」

　ずばり指し摘てきされ、リンは絶ぜつ句くした。まさかマリスに言い当てられるとは思わなかった。

　そっと、ためらいがちに、

「……あたし、すっごく分かりやすい？」

「わたくしでなくても分かります。どうしたんですか、さっきは張り切ってジャニースに知らせるとかおっしゃっていたのに」

「わたくしでなくても」という言葉に引っかかりを感じるが、今は誰かに訴うつたえたくて、胸のもやもやを振り切りたくてたまらなかったので、リンは一気にぶちまけることにした。幸さいわい、マリスはここに至るまでのいきさつをそれなりに把は握あくしている。事情を説明するのも簡単だ。

「あのねえ、前々から思ってたんだけど、ジャニースってすっげえ頑がん固こだよねっ。絶対人の意見なんか聞きやしないのっ」

　という言葉から始まり、リンは図書館での一連の会話を、行きつ戻りつ、何度も同じところを往復し、肝かん心じんなところをすっ飛ばし、幾いく度ども聞き返されながら語り聞かせた。

　一通り話を聞き終えたマリスは、両手を組み、真しん剣けんな面おももちで、

「つまりリンは、そのステファン・ゴドウの亡ぼう霊れいが存在することを、ジャニースに証明したいわけですねっ？」

　そう結論づけた。なにか論ろん旨しが微び妙みようにずれた気がしなくもないが、とりあえずリンも頷うなずく。マリスはこういったオカルト話が好きなようだ。

「絶対あそこにはなにかがいるんだって！　もう、どうやったら証明できるのかなあ。幽ゆう霊れいじゃ捕つかまえることもできないし。悔くやしいなあ」

「実際に呪のろいをかけさせてみてはいかがですか。ジャニースも自分が呪われてみれば、実在を信じざるをえないと思います」

「そんな、他人に呪いをかけるなんて、そんな酷ひどいことできないよ。それだったらあたしがかかるって」

　マリスの提てい案あんに、慌あわててリンは却きやつ下かした。マリスとて、別にジャニースに恨うらみがあるわけではなく、ただ純じゆん粋すいに事実を証明する方法を提案しているだけだろう。それがまた研究者根こん性じようのたちの悪いところだが。

「でもそれでは、リンが事じ故こに会っても、『不注意だった』って言われるだけですよ？」

　マリスがしごくまっとうな意見を言った。確かにそれはそうだ。リンは腕うでを組んだ。

「うーん。なにかないかなあ」

「じゃあ、あの手で行きましょう！」

「あの手？」

　マリスの再提案にリンは目をぱちくりさせた。マリスがこういう言い方をしたら、ろくなことにならないのは経験上分かっている。

　マリスは人差し指を立て、教師のような口く調ちようで、

「最近の研究で、幽霊とは電でん解かい質しつだということが分かっているんです。つまり、電気を帯おびているというわけです」

「本当？」

　怪あやしげな話になっていくマリスに、リンは疑うたがわしさ百二十パーセントで聞き返した。なぜ実体のない霊れいが、「電解質の成分でできている」のだ？　理り屈くつが分からない。大だい体たい、誰がそんな研究などしているというのだろう。世の中わけの分からない人間ばかりだ。

　リンの胡う乱ろんなまなざしなどものともせず、マリスは自信たっぷりに、

「本当ですとも！　この定義を踏ふまえると、わたくしたちには取る手がいくつかあります！　リン、わたくし家まで道具を取りにいってきます、しばしお待ちください！」

　そう言うと、マリスはスカートをひるがえして走っていってしまった。




　そして、一時間後、リンはマリスとともに、再びオルネード交差点に佇たたずんでいた。

　手に巨大なＵ字磁じ石しやくを持って。

「……これで、なにするって？」

　平たい目で冷たく眺ながめるリンに、マリスは幸しあわせに勘かん違ちがいしたまま爽さわやかに笑った。そして、Ｕ字磁石を掲かかげると、

「敵は電気を帯びたものです。ということは、磁石を近づければ自動的に引きつけられる。これが自然の摂せつ理りというものですよ、リン」

「ふーん……ところで、こんなでかい磁石、どうして家に二つもあったの？」

　リンは自分の顔ほどもある磁石を振ふって、憮ぶ然ぜんと尋たずねた。マリスはにんまりと目を細めて笑うと、人差し指を振りつつ、

「それは、ひ・み・つ、です」

「……で、具体的にどうやるって？」

「それはこうやって」

　言うなりマリスは地べたに這はいつくばり、磁石を地面に這わしながらうろつき始めた。その姿は砂さ鉄てつ取りに夢む中ちゆうになる子供か、巣す作づくり中の蜘く蛛もだ。

　ばかばかしくてやってられないと、リンは磁石を放ほうりだし、例の柱はしらに歩あゆみ寄った。

　柱に触ふれようとして、また誰かに突つき飛ばされやしないかと手を引っ込める。背はい後ごを見ても誰もいない。

（……やっぱり、気のせいだったのかなあ）

　時間が経たつにつれ、突き飛ばされたときの感かん触しよくが薄うすれ、現実味もなくなっていく。

（やっぱり幽霊なんていないのかなあ。事じ故こも……）

　リンは半はん壊かいしたスキアヴォ家けの前で横倒しになっているショベルカーを見た。

　あれが呪のろいでないとしたら、偶ぐう然ぜんというには偶然が重なりすぎている。やはり誰かの作さく為いなのだろうか。あの二人の？

（あの家になにかあるのかな？　それがスキアヴォさんが失しつ踪そうしたことと関係してるとか……）

　視し界かいにもぞっと動くものがあり、リンはびっくりして飛び上がった。だが、それがいつの間にか先回りしていたデュカだと気づき、胸を撫なで下ろす。

「あんた、やっぱりここに来てたのね」

　どうせそうだろうと思って、逃にげたのを追わずにいたのが正解だったようだ。リンは屈かがむと、デュカの地じ肌はだの見える背中を撫なでた。

「ねえ、あいつらはなんであんたを狙ねらってるんだろうね。事故を起こしたのもあいつらだとしたら、一体なにが目的なのかな……」

　デュカはリンの呟つぶやきなどまったく無視して、心ここ地ちよさそうにうずくまっている。リンは口を尖とがらせ、ぺちんとデュカを叩たたいた。

「もう、誰の為ためにこんなに苦労してると思ってんのよ。あんたが余よ計けいな事件を持ってこなかったら、ジャニースと喧けん嘩かすることもなかったのに。ちょっと、なにか言ったらどう？」

　ぐいっと、デュカの馬うま面づらを手で挟はさんで自分に向かせる。デュカはひどく嫌いやそうに顔をしかめたが、リンはかまわずに、

「大体ね、あんたみたいな犬になんの用があるってのよ。あんたが口をきけるならともかく、うんともすんとも言わないのに。それとも、なんか知ってるの？」

　リンが語調を強めて詰きつ問もんすると、デュカは少しだけ神しん妙みような顔をして、彼女を見つめた。

（気持ちが通じたかな？）

　なにか動きだすのでは、とリンは期待したが、デュカは大あくびをして、またこうべを下げてしまった。がっくりと肩かたを落とす。

「もーっ、本当にあんたなんか狙って、なんの得とくがあるってのよっ」

　腹立ち紛まぎれにデュカの腹をゆさゆさと揺ゆする。だが、当のデュカはマッサージでもされているかのように、心地よさそうに目を細めているだけだ。

　このままでは埒らちがあかない。

「…………」

　リンは拳こぶしを握にぎりしめた。彼女は待ちの姿勢は嫌きらいだ。

「そうよ、攻こう撃げきは最大の防ぼう御ぎよだ」

　犬いぬ泥どろ棒ぼうたちが何者か探さぐろう。

　リンは決心した。相手の正しよう体たいが分かればデュカの守りようもある。幽ゆう霊れいを捕つかまえられなくても、あいつらがショベルカーを倒たおしたのではないと分かれば、同じことだ。

　となれば、いつまでもここで磁じ石しやくを持ってうろついている場合ではない。リンは立ち上がった。

「マリス！　あたし、用があるから帰る！」

　そう叫さけぶと、マリスの返事も聞かず、デュカを担かついで家に向かって走りだした。







　６　先せん手てを打て！







　翌朝、教室に入ったリンを、マリスが分ぶ厚あつい眼鏡めがねの奥おくの目を円まるくして迎むかえた。

「まあ、どうしたんですか、これから山にでも登るんですか」

「あたしは一応学校に来たつもりだけど」

　両手を組んで、実に驚おどろいた様よう子すのマリスに、リンは仏ぶつ頂ちよう面づらで言い返した。そして、背せ負おっていた大きなリュックを、自分の机の下に置く。

　なにごとにも興きよう味みを示すマリスは、やはりリュックの中身が気になるようで、ショーツが見えるのもかまわず机の下をじろじろ覗のぞき込んだ。

「なんですか、このリュックの中身は」

「まあ、仕事道具かな？」

　詳しよう細さいを求められるのも面めん倒どうだったので、とりあえずそう答えてごまかす。するとマリスは急速にリュックへの興味を失ったようで、そうと分かるほど冷めた口く調ちようで、

「ははあ、仕事ですか。それはそれは大変ですね」

　とおざなりに言った。彼女は自分が興味を持ったもの以外には、まったく無む関かん心しんなのだ。便べん利りな性格といえば便利だが、この辺へんが彼女に友だちがいない理由でもある。

「それよりマリス、昨日きのうの幽ゆう霊れいを捕つかまえるって話はどうなったの？」

「ダメだったんです」

　がっかり肩かたを落としてマリスは答えた。当然の結果だろうとリンは思ったが、自分の為ためにやってくれたのだから、そう無む下げにすることはできない。

「マリス、そう気を落とさないでよ。磁じ石しやくなんかで幽霊が捕まえられたら、今ごろ幼よう稚ち園えんは幽霊だらけになっちゃうよ。きっとその研究報告がインチキだったんだよ、ねっ」

　リンの懸けん命めいの慰なぐさめにもかかわらず、マリスはため息をついて、

「やっぱり亡ぼう霊れいは夜に出るものですからねえ。今度は夜に捕まえにいきます。でも、わたくしの家、門限が厳きびしくて」

　そう言って、再び吐と息いきをつくマリス。やはりピントがずれまくっている。

　心配して損したと、リンはばかばかしくなって、視し線せんを逸そらした。その視界に、ジャニースの姿が映る。

　ジャニースは自分の席に座すわって本を読んでいた。背筋をピンと伸のばした姿は、授業前の騒さわがしい教室の中にもすっかり溶とけ込んで、違い和わ感かんはなかった。

　いつもならリンが教室に入ってくると、朝の挨あい拶さつがてらに皮肉の一つでも言いにくるのに、今日きようはさすがにこちらをちらりとも見なかった。彼女も昨日の喧けん嘩かを引きずっているのだ。

　リンはいつもと違ちがう朝の始まりに戸と惑まどい、胸の中をちらりと罪ざい悪あく感かんがよぎった。だが、

（でも、あたしは間ま違ちがってないもんっ）

　彼女も気が強いので、自分から折れる気にはなれず、でも所しよ在ざいなげにうろうろ視線を迷わせているうちに、授業が始まってしまった。




　　　　※




　授業が終わると、リンが気づかないうちにジャニースは帰ってしまった。今日中に一度は声をかけようと思っていたのだが、それは果たされないまま終わってしまった。

（……まあ、いっか。どうせ家は近いんだし）

　また機会はあるだろう。リンはさっさと諦あきらめることにして、大きな荷を担かつぎ、いざ犬いぬ泥どろ棒ぼうの行ゆく方えを捜そう索さくする旅に出た。

　旅の目的地は、市内にある三つのモーテルと、五つの安やす宿やどである。

　まずオルネード交差点にいちばん近い、隣となり町まちにつながる国道沿いのモーテルへとやってきた。

　管理事務所の前に自転車を停とめ、ドアを開ける。

「こんにちはあ。リン・エンデバーだよお」

　リンが声を張り上げると、無む人じんだった事務所の奥から、太った中年女がドーナツの入った袋ふくろを片手に現あらわれた。

「ああ、いらっしゃい。掃そう除じやってくれるんだって？　悪いねえ」

「いーえっ、サムソンさん。それなりのことはさせてもらいますから」

　笑顔でリンは言い返す。サムソンと呼ばれた管理人の女は、厚あつい唇くちびるを丸めて、「ほほほ」と笑うと、

「あらあら、部外者に宿やど帳ちようなんか見せられないんだけどねえ。そう規定で決まってるの」

「だーかーらあ、こうして道具持じ参さんで掃除に来たじゃない。内部の人間だよ」

　言いながら、リンはリュックの中から作業着を取りだし、手早く着き替がえた。

　ホテルやモーテルにはしょっちゅう掃除のバイトに入っているので、経営者や管理人とは顔見知りである。それで、昨日片かた端はしから電話をかけて、怪あやしい二人組が泊とまってないかどうか、尋たずねて回ったのだ。

　だが、敵もさることながら──この場合の敵は犬泥棒ではなく、宿の経営者たちだ──「ただで情報を漏ろう洩えいすることはできない」と突つっぱねられたのだ。

　そこでしかたなく、リンは無料で労働力を提てい供きようすることになり、こうして働きにきたわけである。デュカはレズリー先生が事務所で預あずかってくれている。

「それで、宿帳は？」

「まだよ。先に仕事してから、ゆっくり見せてあげるわよ」

「えーっ。先に見せてくれたっていいじゃん」

　リンは口を尖とがらせたが、サムソンはドーナツを頰ほおばりながら、

「だめだめ。そんなことしたら、仕事さぼり放題じゃない。さあ、きりきりと働く！」

「労使関係には信しん頼らいが必要だと思うけど」

　ぶつぶつ文句を言いながら、それでも立場が弱い分逆さからえず、リンは掃除を始めた。

　ここのモーテルはガレージ付きのコテージが敷しき地ちに十軒建たっている。部へ屋やの内部の掃除は業者が出入りしているので、リンに与あたえられた仕事は樋といとドブを浚さらうことだった。

　脚きや立たつを持ちだし、軒のき先さきの樋に溜たまった枯かれ葉はを落とし、ドブに溜まった泥どろをシャベルですくう。単純かつ大変な肉体労働である。

「ふう」

　汗あせびっしょりになり、シャツで額ひたいの汗を拭ぬぐう。リンはシャベルを握にぎる自分の腕うでを眺ながめた。

「まったく、これじゃまた筋肉が付いちゃう」

　軍ぐん手てを外はずして、二の腕を触さわってみる。張りがあって固い。まさに筋肉、力ちから瘤こぶもそこら辺へんの男よりはずっと大きい。

「あたしもジャニースみたいにピアノばっかり弾ひいてたら、もっと細くなるのかなあ」

　ジャニースの白い、すべすべした細い腕を思いだし、リンはため息をついた。どっちにしろ彼女の不ぶ器き用ような指先では、鍵けん盤ばんは叩たたけてもメロディを奏かなでることはできない。

「……まっ、ないものねだりしてもしょうがないかっ」

　リンは気を取り直すと、鼻歌まじりにドブ浚いを続けた。

　仕事の合あい間まに、コテージにあの二人組がいないか確かめる。まだ秋の行こう楽らくが始まる前なので客足はほとんどなく、人がいたのは一軒、あとは窓から見るかぎりは無む人じんだった。

　そして、二時間ほどですべての樋浚いとドブ浚いを終え、管理室に戻もどる。

　管理室はやはり無人で、テレビがうるさい音を立てていた。ここに限らずモーテルの管理人はおおよそ、奥おくの仮か眠みん室しつで寝ねてなければならないという規則があるかのごとく、いつでもいない。

「サムソンさーん、仕事終わったよお」

　声を掛かけてみたが、反はん応のうはない。奥の部屋を覗のぞいてみると、案あんの定じよう、サムソンは仮眠ベッドにひっくり返り、低いいびきを立てながら心ここ地ちよく寝ていた。

「まったくう。人に掃除させといて」

　むう、と頰ほおを膨ふくらます。だが、宿帳の在あり処かはちゃんと知っているので、テーブルの上に散らかしてあったドーナツをくわえると、宿帳を取りだし、中を開いた。

　犬泥棒を初めて見たのは一週間前だ。そのころから調べてみる。

　宿帳に記き載さいされていたのは、旅行中の家族、出張でやってきた会社員、若いカップルなどだった。名前や住所は客当人が書くが、備び考こう欄らんは管理人が書くらしく、カップルのカードには、「怪あやしげな男女？　親子ほども年が離はなれてる！」と要いらぬことが記しるされてある。いかにも、ゴシップを聞くのも話すのも作るのも大好きな主婦の仕し業わざらしく、下げ世せ話わな推すい測そくがつらつらと書かれてあったが、今のリンにはそれが大いに役立った。管理人の勘かんは、いい印象にはあまり働かないが、悪い印象には敏びん感かんに反応するらしい。

　カードをめくる手が止まった。あった。二人組の男。住所は書いてあるが、クインリーから遠く離はなれた州しゆうの、聞いたこともない町の名前だ。備考欄には丁てい寧ねいにも、「凸でこ凹ぼこコンビ。ホモ？」というコメントまでついている。

　日付は五日前。

（もうっ、こんなところに泊とまってたじゃん。警察はちゃんと調べなかったわけ？）

　犬泥棒なんて大したことではないと後回しにされたのだろう。そう言えば、警察に行ったとき、水すい難なん事じ故こがどうのこうのと騒さわいでいた気がする。

「すっかり忘れられたってことか。まったく、だから警察なんか当てにできないんだ」

　ぶつぶつ文句をこぼしながら、カードを読む。犬泥棒たちは一日しかこのモーテルに宿しゆく泊はくしていなかった。訪ほう問もん理由は商用。商用には間違いない。

（足がつかないよう、モーテルを転てん々てんとしてるのかな？　ということは、宿泊してないところが狙ねらい目めか）

　クインリー市には、町の中心にある大きなホテルを入れると、十一の宿泊施し設せつがある。虱しらみ潰つぶしに調べていけば、犬泥棒たちに追いつくかもしれない。リンはカードに記された名前と住所を書き写すと、作業着のままリュックを背せ負おい、管理室を出た。

　そして、自転車にまたがり、次に近い安宿へと向かった。




　　　　※




　結局、二つのモーテルと一つの安宿を掃除をして手に入れた情報は、いずれの宿にも犬泥棒たちは一日ずつ泊まっているということだった。転々としているというリンの説は裏付けがとれたわけだ。

　だが、裏付けがとれたからといって、なんになろう？　裏を返せば、もうそこには戻もどってこないということではないか。

「あいつらより先に泊まってない宿を見つけないと、全然意味ないんだけどなあ」

　さすがに三つもドブ浚さらいをすると、腕うでが痺しびれてくる。ふらふらと自転車を漕こぎながら、リンは日の沈しずんだ通りを走った。

　そして、オルネード交差点の中に入る。

「…………」

　不自然な形に歪ゆがんだままのスキアヴォ家けを仰あおぎ、それから交差点の真ん中にある公園を見た。

　薄うす暗ぐらい外がい灯とうに照らされ、柱はしらが不ぶ気き味みに白い姿を浮うかび上がらせている。その足あし元もとにうずくまる、白と黒の斑まだらのもの。

「デュカ？」

　リンは目を瞠みはって、車が来ないのを確認してから公園へと渡わたった。

　そこにいたのは確かにデュカだった。

「ああ、やっぱり」

　リンはもう驚おどろかずに、自転車を柱に立てかけて、草むらの中にうつぶせているデュカのそばに屈かがんだ。

　どうせ事務所を抜ぬけだし、自分のテリトリーに戻もどってきたのだろう。リンとしては夜に散歩するつもりだったが、彼は待てなかったようだ。

「デュカはそこが本当にお気に入りなんだね」

　耳の裏をさすってやると、デュカは心ここ地ちよさそうに首を伸のばした。そこがデュカの気持ちいいポイントだと、一週間来の付き合いで分かっている。

「夕飯食べた？　まだ？　ご飯食べに帰ろうよ」

　そう促うながしてみるが、デュカは知らんぷりで明後日あさつての方を見ている。

「ふうん……そんなにテリトリーがいい？」

　尋たずねながら、リンは自分がレズリー家に来た当時のことを思い返した。

　知らない家、知らない人々、知らない部へ屋や。自分の居場所ではない場所に連れてこられ、どこにいていいのか分からず不安だった。「ここにいろ」と言われても、「ここ」が自分の居場所ではないと知っていたから、いることができなかった。

（あたしも始めのころは、しょっちゅう家を抜けだしてたっけ）

　自分の居場所でもないが、他人の居場所でもないところ──公園や橋の上なんかをうろついた。あのときの自分と今のデュカはよく似にている。リンは小さく笑った。

　ただ、デュカと違ちがう点は、彼女には帰れる場所がどこにもなかったということだ。

「デュカはいいね。自分がどこにいたか分かって」

　デュカはむろん答えなかった。リンも答えを求めていたわけではないので、デュカの体からだをさすっていたが、ふと、

「……ねえ。その下になにかあるの？」

　どうにも前から気になっていたのだが、なんだってデュカは住んでいた家ではなく、こんな目と鼻の先の、車の往来のある交差点の真ん中なんかが気に入っているのだろう。普ふ通つう、外の縄なわ張ばりよりも家の中を重視するものではないか？

　リンは犬を飼かったことがないので、そこら辺へんの仕組みはよく分からないが、どうしてこんなに家に無関心で、柱はしらに執しゆう着ちやくするか、理解できなかった。考えられるのは、そう、デュカがいつも座すわるその地面の下に、なにかを埋うめてあるから、というぐらいだ。

「そこにステファン・ゴドウの消えた財産ならぬ、デュカ・スキアヴォのお宝たからが埋めてあるのかもね」

　ニヤリとリンは口くち端はしを上げると、それまで優やさしくさすっていたデュカの体を乱暴に担かつぎ上げた。デュカは驚おどろいて、なんとか地面と離はなれまいと暴あばれたが、そこは痺しびれていても腕わん力りよく自じ慢まんのリンだ、易やす々やすと剝はがすことができる。

　デュカを小こ脇わきに抱かかえたまま、リュックを開き、中から小さなスコップを取りだす。

「さーて、お宝拝見」

　ドブ浚いの疲つかれもなんのその、リンは陽気に鼻歌を歌いながら、デュカが寝ねそべっていたところにスコップを突つき立てた。煉れん瓦がが取れ、地面が露ろ出しゆつしているところだ。デュカがずっと陣じん取どっていたせいか、草は擦すり切れ、土も硬かたく踏ふみしめられてある。

　土を搔かいてみる。かなり硬いが、なんとかいけそうだ。

　リンは地面を掘ほりだした。

「さーて、デュカのお宝はなんでしょうかあ。カラスみたいに光りものコレクターかな。それとも骨？　靴くつとかだったりして」

　ふんふんと、仏ぶつ頂ちよう面づらのデュカに話し聞かせるように、掘り進めるリン。

　もしかしたら、柱の下からステファン・ゴドウの消えた財産が出てくるかもしれない。出てくるはずないと分かっていながら、それでも──と一いち縷るの期待を抱いだき、リンはスコップを動かした。そして、ふと、

（そういえば、この柱を撤てつ去きよしようとした人たちって、みんな事じ故こにあって怪け我がしたり、死んじゃったりしたんだよね）

　あまりろくでもないことをリンは思いだす。

　今、自分がやっていることはなんだろう？　別にこんな園えん芸げい用ようのスコップで、何トンもある柱を撤去するつもりは、毛もう頭とうない。だが、呪のろいから見れば十じつ把ぱ一ひと絡からげではないか？

（で、でも、あたしはそんな気ないもん。ただデュカのお宝を見たいだけで……あ、でも、本当にこの下にお宝があって、それを守る為ために……）

　などと焦あせったのがまずかったらしい。リンはスコップの先にガツッと硬い手て応ごたえを感じたが、その反動に対たい処しよできず、手を滑すべらせてスコップの刃はで手を切ってしまった。

「あいたっ！」

　反射的にデュカを放ほうりだして右手首を押おさえる。傷きず口ぐちから見る見るうちに血が溢あふれだし、川となって腕を流れだした。

「み、水っ」

　じんじんと痛む手をこらえながら、リンは辺あたりを見回した。そして、スキアヴォ家の庭先に水道の蛇じや口ぐちが残っているのに気づき、そこへ駆かけ込む。

　幸い、水はまだ止められていなかった。リンは傷口を水で洗い流しながら、泣きたくなるほどの痛みをこらえた。

（やっぱり、これも呪い？）

　冷たさで痛つう覚かくがなくなるほど洗ったあと、とぼとぼとリュックのあるところまで戻もどってきて、絆ばん創そう膏こうと消しよう毒どく薬やくを捜さがす。絆創膏は見つかったが、消毒薬を入れてくるのを忘れたことに気づき、リンはしかたなく家に戻ることにした。

　憮ぶ然ぜんと待っていたデュカをリュックの中に詰つめ込み、首だけ外に出させて自転車に乗せる。スコップが当たった硬い場所を見ると、ただの岩がん盤ばんだった。

　リンはため息をつき、自転車を押おして歩きだした。

　広場を離はなれるとき、サッと視し界かいの隅すみを白い布ぬののようなものが掠かすめた。リンはとっさに振ふり返ったが、白い布などどこにもなく、町の外から車が一台走ってきて、そのまま去っていくのが見えた。

　誰かがどこかで哄こう笑しようしている、そんな幻げん聴ちようがした。




　　　　※




　自分の部へ屋やに戻っても消毒薬がなかったので、一階の公こう証しよう事務所に下りてみた。

　事務所には若い公証人ユーリ・セルツァーが書類の整せい理りを行っていた。柔やわらかい金きん髪ぱつに青い瞳ひとみの青年は、リンに気づくと、にっこりとほほえんだ。

「やあ、リン。今日きようは遅おそくなるんじゃなかったのかい」

「怪け我がしちゃった」

　ぺろりと舌を出す。ユーリは顔をしかめ、椅い子すから立ち上がってリンが差しだした右手を手に取った。

「ああ、大分血がにじんでいる。消毒は？」

「まだ。部屋になかったから」

「絆創膏を剝はがして、手を洗ってそこに座すわってごらん」

　リンに指示を出し、自分は棚たなから救急箱を持ってきて消毒薬を取りだした。椅子に座ったリンの傷きず口ぐちに、コットンで浸ひたした消毒薬を塗ぬる。

「あいたたっ」

「我が慢まんだよ。こんな無む茶ちやをして、もっと慎しん重ちように行動しなさい」

　ユーリはそう窘たしなめるが、口く調ちようがおっとりしているので、怒おこられているようには感じられなかった。むしろ、心配だけが伝わってくる。

「大先生は？」

「ホルスターさんのところに、遺い言ごん書しよを作りにいっているよ」

「ああ、月つき恒こう例れいの」

　リンは、毎月遺言書を書き換かえる老人のことを思いだした。大先生ことレズリーと変わらない年なのだが、寝ねたきりで、自分の財産を子供たちにどう分けるか、いつも頭を悩なやませているのだ。

「大先生も大変だね、毎月毎月、付き合わされて」

「いいんだよ」

　憮ぶ然ぜんとするリンに、ユーリは優やさしく笑って言った。なにが「いい」のか分からず、リンが首を傾かしげると、ユーリは彼女の手首に器き用ように包帯を巻きながら、

「ホルスターさんは一人暮ぐらしで寂さびしいんだ。遺言書の書き換えという口実で先生を呼んで、世せ間けん話ばなしをしたいんだよ」

「そんなの、大先生の思うつぼじゃん」

　リンは口を尖とがらせて反論した。七十を過ぎても遊び回ることだけは達たつ者しやなレズリーだ、嬉き々きとしてホルスターの誘さそいに乗っているのだろう。

　だが、ユーリは笑うだけで、なにも言わなかった。レズリーがいない間の雑用は、ユーリが一手に引き受けるのだが、それに不満はないようだ。

　ユーリは優しい、自分以外の誰だれに対しても。リンもこの事務所に住みつくようになってから、兄のように優しく接してもらったし、たまの小こ言ごとも本当に気き遣づかってくれているからこそだと分かる。リンはユーリが大好きだが、ユーリは誰のことも好きなようなので、少し寂さびしかった。

「それにしても、どうやってこんな怪我をしたんだい」

「…………」

　どう説明したらいいのか分からず、リンは押おし黙だまった。犬いぬ泥どろ棒ぼうが来たことまでは説明してあるが、昨日きのうも襲おそわれたことは話していない。しかも、幽ゆう霊れいを捕とらえようとしたなどと、とても言えなかった。ジャニースやマリス相手なら言えたことが、ユーリには恥はずかしくて言えない。むろん、彼は笑ったりはしないだろうが──

　ユーリもリンが言いたくないことを察してくれたらしく、それ以上はなにも聞かないで手当をしてくれた。

「はい、これでいいよ。傷きず口ぐちがくっつくまで、右手はあまり乱暴に使わないように」

「うーん、今夜、水道管の工事があったんだけどな」

「ダメだよ、土をいじる仕事なんてもってのほかだ。今日は大人おとなしくしてなさい」

「はあい」

　リンは素直に頷うなずいた。ユーリはほほえむと、

「じゃあ、夕飯の支し度たくでもしようか。キュウリとチョコレートと鳥のテリーヌを作ったんだ、今日のは自信作なんだよ」

「わあ、新作だね」

　リンは目を輝かがやかせて、事務所を閉めるユーリを手伝った。ユーリは書類を片づけながら、

「そう言えば、今日はジャニースと一いつ緒しよじゃなかったんだね。昼ひる間ま、彼女を見かけたよ」

「…………」

「今日はピアノのレッスンの日だったのかな」

「今喧けん嘩か中なの」

　リンは横を向いて、ぶっきらぼうに答えた。

「へえ？　珍めずらしいねえ」

　ユーリは笑って言ったが、喧嘩の原因を聞いたり、仲直りしろと窘たしなめることはしなかった。ただ、笑顔のまま、

「今回はどっちが悪いの？」

「…………」

　その問いにリンは答えることができなかった。




　　　　※




　翌日も、リンはモーテルと安やす宿やどに出かけた。その翌々日も。

　今のところの収しゆう穫かくは、犬泥棒はリンが訪たずねたすべての宿に一いつ泊ぱくだけしていったということだった。町の周辺部から攻せめているのだが、敵も同じことを考えていたらしく、どうしても先回りできない。

「うーん。これって、あたしがすばらしく勘かんがいいか、間ま抜ぬけか、どちらかだな」

　よく考えてみれば、犬泥棒の姿を最初に見かけてから、すでに十日経たっている。安い宿しゆく泊はく施し設せつは八つしかないのだから、そのほとんどをすでに使用されていてもおかしくはない。そのことに気づいたのは、最後の安宿の宿帳を見たときだった。

（あとは町のホテルだけど……宿帳なんか見せてもらえそうにないし、見ても客の特とく徴ちようなんか書いてないよなあ）

　家に帰る道すがら、どうしたものかとリンは唸うなった。考えるのははっきり言って苦にが手てだ。だが、今は相談できる相あい棒ぼうはいない。

　喧嘩して以来、ジャニースとは口をきいていなかった。今日の成果を報告し、それに対する反はん応のうを聞く──そんな当たり前のことが、今はできない。

　別に話をするだけなら、ほかの誰だれでもいいはずだった。でも、ほかのクラスメイトだと一から事情を説明しなければならないし、マリスは事情を把は握あくしているが、自分の世界にすぐ行ってしまうので、こちらが取り残されてつまらない。

　そして、ほかの誰にも話せずにいる理由が、もう一つあった。それは、この問題をジャニースと二人で始めたということだ。ジャニースと喧嘩中とはいえ、彼女を無視して、新たに別の人間を仲間に引き入れることは、なんとなくしてはいけないような気がした。ジャニースを裏切るような気がして──喧嘩はしていても、裏切りはしてはいけない、そんな複雑な感覚が、誰にも話せずにいる原因だった。

　かといって、ジャニースに話しかける気にはまだなれない。

（だって、あたしが悪いんじゃないもん……）

　だが、本当にそうだったのだろうか。喧嘩の理由はなんだったのだろうか。ジャニースはなにを頑かたくなに彼女の意見を否定したのだろうか。

　その場の勢いが日にちとともに消えていき、同時に喧嘩のいきさつも曖あい昧まいになっている。リンは自分に自信がなくなっていた。

（ジャニース、どうしてるかなあ）

　コンラン家の前まで来て、リンは自転車を停とめてジャニースの部へ屋やを仰あおいだ。窓が閉まっている。出かけているようだ。

（……仲直りしよっかな。でも、なんて言ったらいいかなあ）

　喧嘩の理由もあやふやになった今、仲直りのきっかけも摑つかめず、リンはため息の日々を送るしかなかった。




　　　　※




　一方、ため息の元げん凶きようたるジャニースは、こちらはまったく動じず、自分の道を背筋をピンと伸のばして歩いていた。

　彼女には揺ゆるぎない自信があった。自分の方が絶対的に正しいということに。自分が折れてリンに謝あやまるなどという考えは、みじんも浮うかんでやしなかった。

　なぜなら、彼女が怒おこっている理由は、リンが喧嘩の原因だと思っている理由と異ことなっていたから。

　メインストリートを歩いていたジャニースは、前方から白い髭ひげを生はやした老人がひょこひょこと歩いてくるのに気がついた。ステッキを軽快にくるくる回している紳しん士し──レズリー公こう証しよう事務所の所長、ギルバート・レズリーだ。

「大先生、こんにちは」

　声をかけると、レズリーもジャニースに気づき、手を振ふって近づいてきた。

「ああ、ジャニース、買い物かね？」

「大先生もお買い物、と拾い物？」

　ジャニースはにこやかにほほえみ、レズリーが左手に抱かかえる紙かみ袋ぶくろと右手に提さげる古ぼけた魔ま法ほう瓶びんを指さして問い返した。レズリーの、少しでも使えそうなゴミを拾ってくる「もったいない」病は有名だ。

「今日きようは私が夕食を作る当番だからね。やれやれ、これでまともな味のものが食える」

　茶ちや目めっ気けたっぷりに片目をつむって言うレズリーに、ジャニースは笑った。彼女もユーリの、まずくはないが複雑な味の食事は何度も相しよう伴ばんしている。あれを毎日食べるのは、なかなか根こん気きのいることだ。リンはおかげでひどい味み覚かく音おん痴ちになっている。

　レズリーは紙袋を振った。ガチャガチャと缶かんが触ふれあう音がする。

「どうかね、ジャニース。今晩はうちで食べないかな」

「ありがとう。でも、ニナが食事を用意してますし。それに──」

「それに、リンと喧けん嘩かしているから？」

　口ごもったジャニースの代わりに、レズリーが問うた。ジャニースは苦笑を浮うかべた。

「リンから聞いたんですか？」

「ユーリがな。まあ、聞かんでも、しょぼくれておるからすぐ分かる。空から元げん気きは人一倍あるが」

「今回はリンが悪いんです」

　きっぱり、躊ちゆう躇ちよすることなくジャニースは断言した。一いち縷るの罪ざい悪あく感かんもへったくれもなく。

　レズリーは目を細めて、

「ほほう……一体、どうやってリンは君をそんなに怒おこらせたのかな？」

「リンは警察に行くのを怠おこたったんです」

　ジャニースはあっさりと、リンの保護者に事実を伝えた。犬いぬ泥どろ棒ぼうが部屋に侵しん入にゆうしたことは知っているはずだから除外して、再度犬泥棒に襲おそわれたこと、それを警察に連れん絡らくせずに、リンが亡ぼう霊れい説せつに浮かれていることを話した。

「それで、試ためしに次の日に警察に行ったら、やっぱり連絡していなかったんです。あとで行くって言ってたのに。リンのああいう、目先のことしか見えなくなる性格は、早めに改善しないといけません」

「これはこれは、手て厳きびしい」

　レズリーは肩かたを揺ゆらして笑った。

「では、リンが自分の間ま違ちがいに気づくまで、放っておくのがいいだろう。だが、リンが自分で自分の間違いに気づくかな？」

「私もそれを心配しているんです」

　そこでようやくジャニースは、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情になった。

「あの鈍どん感かんさじゃあ、一生口をきかないで終わるかもしれないわ。でも、誰かに口出しされたくないんです」

　なにか言おうとするレズリーに、ジャニースは先手を打った。レズリーは困ったように笑うと、

「まあ、子供の喧嘩には親は口を出さないのが鉄則だからなあ。いいとも、約やく束そくしよう」

「ありがとうございます。それじゃあ、行くところがあるので」

「ああ、待ちなさい」

　レズリーは抱かかえていた紙袋に手を突っ込み、中からミカンの缶詰を取りだした。それをジャニースの手に摑つかませる。

「いつもうちのリンのことを心配してくれて、ありがとう。これは、ささやかなお礼」

「……」

　ジャニースは会え釈しやくをすると、ミカン缶を握りしめて歩きだした。レズリーがいつまでも彼女を見送っているのが分かった。

　レズリーと別れたジャニースは、そのままクインリー警察署に向かった。

　警察署は比ひ較かく的てき静かだった。この間来たときは水すい難なん事じ故こが発生したとかで、その事じ後ご処しよ理りでばたばたしていたのだ。今日は駆かけ回る人もなく、受付の向こうに見える大おお部べ屋やに、書類書きの警官がちらほらいるだけだ。

　ジャニースは部屋の中を見渡し、目的の人物を発見すると、受付に呼んでもらった。

　指名された彼は、仕事を中断されて仏ぶつ頂ちよう面づらでやってきたが、彼女を見るとますます機き嫌げん悪わるそうに口を歪ゆがめた。

「もしかして、このクソ忙いそがしい俺おれを呼びだしたのはあんたかい、天使の歌声」

「こんにちは、ニコラ警部」

　相手の嫌いやみにも動じず、ジャニースは口元だけにっこりとほほえんでみせた。その目は笑っていない。

　四十を過ぎた警部ティモシー・ニコラは、自分の三分の一しか生きていない小こ娘むすめに威い圧あつされているのが気にくわないらしく、じろりと彼女を見下ろした。クインリー署の鷲わしと呼ばれるニコラの猛もう禽きん類るいの眼がん光こうは、大の大人おとなの男でも口をつぐませるほど鋭するどい。その目で睨にらまれると、相手は萎い縮しゆくし、蛇へびに睨まれたカエルのように硬こう直ちよくしてしまう。

「それで、クソ忙しい俺になんの用だ、お嬢じようちゃん」

「なんの用だじゃないでしょう、警部。この間、用件は伝えたはずだけど？」

　伝説の眼光にもジャニースはまったく怯ひるまず、さらりと切り返した。ニコラは輪をかけて不機嫌になり、そのくせ、どこか焦あせりを隠かくしているような、微び妙みような表情になった。

「ちょっと、こっちに来い」

　ジャニースの腕うでを摑つかみ、ニコラは人ひと気けのない階段わきへと連れていく。すばやく辺あたりを窺うかがい、誰だれも自分たちに注目していないことを確かめると、

「まったく、こんなこと、本来なら民間人に教えちゃならんのだ」

　ぶつくさ文句を言いながら、ジャケットの内ポケットからメモ帳を取りだし、一枚破ってジャニースに手て渡わたした。

　メモにはスキアヴォ一家の家族構成と簡かん単たんなプロフィールが書かれてあった。ジャニースは片かた眉まゆをわずかに上げた。

「これだけ？」

「健全なる市民について、警察が知ることができるのはわずかなことだ」

　責せめられるのは心外だと、ニコラは厳きびしく言い渡した。

「彼らが犯はん罪ざい者しやだというなら別だがな」

「違ちがうの？」

「違う。今のところは」

　ぶっきらぼうにニコラは答えた。ジャニースはもう一度メモに視し線せんを落とした。

　家族構成は三人。夫クリストファー・スキアヴォ三十六歳さい。妻カレン・スキアヴォ三十歳。娘スーザン・スキアヴォ五歳。クリストファーは大手保険会社支社の契けい約やく外交員だった。カレンは専業主婦、スーザンは町まち中なかにある幼よう稚ち園えんに通っていた。

　そして先週、勤つとめ先を辞やめ、幼稚園を退たい園えんし、彼らは町から去っていった。転てん出しゆつ届とどけも受じゆ理り済ずみだ。

「この保険会社には行ったの？」

「引っ越し先を知ってる奴やつはいなかった」

　ジャニースの問いを先回りして、ニコラが言った。

「正確には、聞いた奴はいるが、おまえたちが知っているマキア市の住所だ。旦だん那なは人付き合いがよくなかったそうだ。保険外交員ってのはそういう人種だがな」

「…………」

　ジャニースはメモを眺ながめていたが、「七十八年転入」という文字に目を留とめた。

　七十八年と言えば五年前だ。その前はクシオカラペという聞いたこともない町にいた。

「天使の歌声」

　ニコラの声でジャニースは顔を上げた。警部は開いたところが想像つかない眉び宇うを、さらにきつく寄せて、

「なにを企たくらんでいるか知らんが、面めん倒どうには手を出すな。特に警察の管かん轄かつにはな。おまえたちが絡からむとろくなことにならん」
















「別に面倒なことをするつもりはないわ」

　私はね──と心の中で付け足す。ニコラも彼女の言葉を額がく面めん通りに取るつもりはないらしく、ますます顔をしかめた。

「犬泥棒は我われ々われが捜さがしている。さっさと家に帰って、チョコケーキでも食って寝ねろ」

「そんなもの寝る前に食べたら太っちゃうわ」

「減へらず口を叩たたくな。まったく、近ちか頃ごろのガキときたら、警察の真ま似ねごとなんぞして、ませやがって」

　ぶつぶつとこぼすニコラ。ジャニースはわざとらしく目を円まるくした。

「警部、私たちに喜んで協力してくれてるんじゃなかったの？」

「そういう言い方がませてるっていうんだよ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでニコラは言い返した。もちろんジャニースだって、ニコラが不ふ承しよう不ぶ承しよう情報をくれていることは分かっている。だが、ニコラは彼女に大きな借りがあるのだ。

　ジャニースはにっこり笑うと、

「私と警部の仲でしょう。そんな嫌いやな顔しないで」

「おまえはもっと嫌みったらしい顔を覚えるがいい。まったく、その可愛かわいい顔に騙だまされて、酷ひどい目に会ってる野郎が何人いるんだ？」

「あら、警部にだけよ、こんなに甘あまえられるのは」

　くすりと、ジャニースは笑った。その一いつ瞬しゆんだけ、いつものつっけんどんな冷たい表情ではなく、「天使の歌声」と呼ばれる清きよらかな聖せい少女のイメージそのままの笑顔が、ちらりと浮うかぶ。

　ニコラはその一瞬の変化に戸と惑まどい、顔を赤らめたが、すぐに不覚とばかりに頭を振ふった。

「ほら、さっさと帰れ。大人おとなをからかうんじゃない」

「ありがとう、警部」

　丁てい重ちように礼を言い、ジャニースは警察署を出た。

　署を出るとすぐにいつもの感情の乏とぼしい、冷たい表情に戻もどる。無む駄だに愛あい想そを振りまくことはしない。

　彼女はメモを再度見ると、歩きだした。







　７　泥どろ棒ぼう見習い







　翌日、リンは町の中心を貫つらぬくメインストリート沿いの、八階建だて煉れん瓦が作りの瀟しよう洒しやなホテルの前へとやってきた。斜はす交かいには市役所の古びた建物がある。

　ホッピワンホテルは、今まで訪たずね歩いたモーテルや安やす宿やどとは格がまったく違ちがっていた。入り口にはちゃんとドアボーイがいるし、ガラス扉とびらの奥おくにはどっしりしたフロント台に、黒服のホテルマンが澄すました顔で客がやってくるのを待っている。決して、ドーナツをほおばってテレビを見ていたりはしない。

　そして、出入りする客は皆みな小ぎれいで、スーツを着たビジネスマンや着き飾かざった婦人ばかりだった。ときおりやってくる車は黒くろ塗ぬりの大きなセダンだ。

（ここって、町でなにかお祝いわいがあると、使われるんだよね……）

　ぴかぴかに磨みがかれた赤と白のマーブルの床ゆかに、リンは少々気き後おくれして固かた唾ずを吞のんだ。町の名めい士しが使うホテルは、十四歳の小こ娘むすめにはまったく縁えん遠どおい場所である。

　クインリー市内にある三つの格上ホテルのうち、このホッピワンホテルは最上クラスだが、なぜリンがそんなホテルの前でうろうろしているかというと、有力な目もく撃げき情報が手に入ったからであった。

　本当なら、今日は三つの中でもっとも安い、エイリースマルホテルに潜せん入にゆうするつもりだった。エイリースマルになら知り合いが厨ちゆう房ぼうにいるし、彼女自身、夏の忙いそがしいときはベッドメイキングのバイトをしたことがあった。

　だが、今日きよう学校に行ってみると、アニーという金きん髪ぱつボブのクラスメイトがやってきて、

「ねえ。あたし、リンが捜さがしてる泥どろ棒ぼう見かけたんだけど」

　と言いだしたのだ。アニーには犬泥棒に入られたことなど一ひと言ことも伝えていなかった──彼女だけでなく、クラスメイトにはマリスを除いて誰だれにも言ってなかった。リンが目を円まるくしていると、アニーは大人おとなびた仕し草ぐさで肩をすぼめて、

「マリスが触ふれ回っていたわよ。幽ゆう霊れいの力でリンの家に入った泥棒を捕つかまえるって」

「なんでそうなるの？」

　知らぬ間まにわけの分からない話になっているようで、リンは頭が痛くなった。

「あたしも変だと思ったんだけど、ジャニースに確かめたら泥棒に入られたのは本当だって言うし」

「うん、まあね」

　リンは曖あい昧まいに答えた。泥棒に入られた云うん々ぬんはともかく、それをジャニースに確かめたという点が、複雑な心境だった。

　アニーはリンの不自然な態度に気づく様よう子すもなく、言葉を続けた。

「それで、マリスが言ってた特とく徴ちようそっくりの奴やつらを、昨日きのう見かけたのよね」

「本当!?　どこでっ？」

「ワルバインホテルでよ。昨日、お父さまと夕食を食べにいったら、いたのよね。人にん相そうの悪い、瘦やせた背の高い男と、ジャガイモみたいな凸でこ凹ぼこの顔の太った小男。でも、ゆうべのことだから、もうチェックアウトしちゃったかもね」

　そう言ってアニーは時計を指さした。もうすぐ九時を回る。ワルバインホテルのチェックアウトの時間は十時だが、ほとんどは九時までにホテルを出てしまうものである。

「あーっ、惜おしい！　ゆうべのうちに電話してくれたらよかったのにいっ」

　地じ団だん駄だ踏ふんでリンは悔くやしがったが、アニーは、

「だって、昨日はマリスの話が本当だなんて思ってなかったんだもの」

　と、しれっとした顔で答えた。

　だが、ゆうべワルバインホテルに泊とまったということは、彼らは安やす宿やどは回り終えたものの、高いホテルに泊まることも気にしないということだ。それならば、彼らが今日泊まるホテルは限定される。エイリースマルホテルか、ホッピワンホテルか。

（安いところから高いところに移っている感じだから……今日は当然、ホッピワンか）

　かくして、リンはホッピワンホテルの前に佇たたずんでいるのだった。

「……どうしよう」

　ホッピワンホテルに知り合いはいない。こういう格かく上うえのホテルは、飛び込み臨りん時じのバイトなど雇やといはしないだろう。

（となると、忍しのび込むしかないか）

　リンは腹はらをくくり、とりあえず市役所前の公園に移って、犬泥棒たちが現あらわれるのを待った。




　ベンチに座すわってうとうとしていたリンは、ジジジと小さな唸うなりではっと目が覚めた。

　辺あたりはすでに薄うす暗ぐらくなっていた。日は沈しずみ、西の空にうっすらとピンク色が残っているきりだ。小さな唸りは、傍かたわらに立っていた外がい灯とうに、一匹の蛾ががまとわりついて羽を焦こがしている音だった。

（やばいっ、寝ね過すごしちゃった？）

　慌あわてて通りを見ると、人ひと気けはめっきり少なくなっていた。メインストリートとはいえ、ここは繁はん華か街がいから少し離はなれている。市役所が閉しまれば、必然と人通りはなくなるのだ。

（まずいなあ。犬泥棒たちはどうしただろう）

　リンがうろたえていると、繁華街の方から歩いてくる二人の男が視し界かいに映った。

「！」

　とっさに外がい灯とうの陰かげに隠かくれる。暗くて顔かたちは分からないが、背の高い瘦やせた男と、太った小男だ。特徴的な凸でこ凹ぼこコンビである。間ま違ちがいない、奴やつらだ。

　犬泥棒たちは小さなバッグをそれぞれ手にしていた。ちょっとした商用でこの町を訪おとずれたとでもいうかのように、スーツ姿だ。

　男たちは固かた唾ずを吞のんで潜ひそんでいるリンにはまったく気づかず、そのままホッピワンホテルへと入っていった。ドアボーイが丁てい重ちように扉とびらを開けると、チリリンときれいな音のベルが鳴る。

　ガラスの向こうで男たちがフロントと話し合っているのが見える。すぐにフロントが一つの鍵かぎを二人に渡わたした。そして、案内係が二人を連れてエレベーターへと入っていく。

「…………」

　リンはホテルを仰あおいだ。明かりがついている部へ屋やは全体の三分の一にも満たない。シーズンオフはこんなものだろう。

　もう一つ明かりが増ふえた。リンはすばやく窓を数え、そこが三階の左から四部屋目と確認する。

　さらにリンは目を皿さらにして、ほかに新たに明かりがついたところがないか捜さがしたが、幸さいわいなことになかった。あの部へ屋やに犬泥棒たちは泊まったのだ。

「さて、と」

　リンは呟つぶやき、公園から出た。

　正面から入っても、リンのような小娘一人だとドアボーイに止められるのがオチだ。リンはホテルの裏手に回った。

　夕食時のせいだろう、窓や換かん気き扇せんからもうもうと煙けむりが出て、表には届とどかなかった怒ど号ごうが聞こえてくる。この時間の厨ちゆう房ぼうは戦争だ。

　厨房へのドアは開いていたが、そこは無む視しして、さらに奥おくへ行く。

　少し行くと、リネン室の入り口が見えた。

　リネン室のドアには鍵がかかっていた。リンはそれを確かめると、隣となりのシャッターに手をかけた。

　ギギッとシャッターが軋きしみ、少し持ち上がる。

（やっぱりね）

　リンはにやりと笑った。洗濯業者が洗い物を取りにくるのは、客がチェックアウトし終え、客室の掃そう除じが終わる正午と、レストランから大量に洗濯物が出る夕食後の二回だ。そして、大たい抵てい夜まではシャッターに鍵はかけないものである。

（まあ、そうじゃなくてもシャッターには鍵をかけないところが多いんだけど）

　シャッターを下ろしただけで鍵をかけた気分になる人々のなんと多いことか。リンから見れば不ぶ用よう心じんこの上ない話だが、今は感謝した。

　シャッターをもう少し上げ、わずかな隙すき間まを這はって中に入る。そして、人が来ないうちに急いでシャッターを閉しめ直した。

　リネン室はホテルとドア一つでつながっていた。そっと隙間から辺あたりに人がいないことを確かめ、するりと中に入る。

　ホテルの内部に入ってしまえばこっちのものである。あとは客のような顔をして堂々とうろついていればいいのだ。

（そう、堂々としてれば……）

　リンはぎこちなく、赤い絨じゆう毯たんの廊ろう下かを歩いた。堂々と、と言い聞かせているが、どうにも体が言うことを聞いてくれず、ぎくしゃく関節が痛んでいるような動きになってしまう。やはり高級というものに慣れていないせいだろう。

　落ち着いた、ガラスランプの灯あかりが廊下をやんわりと照らしている。深みのある年季を感じさせる木の壁かべ、演えん出しゆつされた暗がり──シックで大人おとなの雰ふん囲い気きに、リンはすっかり気け圧おされて萎い縮しゆくしてしまった。

（な、なんか、あたしってみじめ）

　子供扱いされるのは癪しやくにさわるが、「大人でない」ということで「子供である」ことをこんなに痛感するとは思わなかった。

（あと二、三歳、年が上だったら、こんなところも颯さつ爽そうと歩けるはずなんだけど……）

　それとも、心にやましいものがあるから、それで無意識に萎縮しているのだろうか。

「…………」

　リンは落ち着かなくなって、人ひと気けがないのを幸さいわいに走りだした。情なさけない話だが、堂々と歩くよりこそこそしていた方が落ち着く。

　そんなこんなで、リンはこそこそしながら、目的の三階左から四番目の部へ屋やの前へと到とう達たつした。部屋番号は３０４。

　周囲に人がいないのを確かめてから、ドアに耳を当てる。

　さすがに高級ホテル、声は洩もれてこなかった。なんとか中に人の気け配はいがあるのが分かるだけだ。

（どうしようかな）

　隣となりの部屋を見る。一応、両隣に明かりがなかったのは確認してある。近寄ってドアノブを回してみると、意外にもあっさりノブは回った。

（うひゃっ。これってラッキー？）

　嬉き々きと真っ暗な部屋の中に入る。すぐに隣と隔へだてる壁に耳を当てたが、残念だがやはり声は聞こえてこなかった。泥棒たちも小声で会話しているようだ。

　リンは部屋を見回し、窓に目を付けた。

　窓から外を覗のぞくと、さっきまでリンが居い座すわっていた公園が見えた。

（確かこの窓の下に）

　人通りがないのを確かめてから、窓を開あける。案の定じよう、窓の下には幅二十センチ足らずの、わずかな足場があった。別に足場として作られたわけではなく、デザイン上そういったものがあるだけのようだが、リンには格かつ好こうの足場だ。

　そして、ますます格好なことに、隣の部屋は窓を大きく開け放はなっている。にやあとリンは口端を上げた。これを使わないでなにを使う？

（神さま、どうかあいつらが窓を閉めて夕飯に行ったりしませんように）

　そう祈いのりながら待つこと三十分強きよう。じっとソファの裏でうずくまって待っていると、隣からバタン、とドアの閉まる音がした。慌あわてて廊下を覗のぞくと、歩いていく泥棒たちの背中が見えた。どうやら食事に行くようだ。

　急いで窓に戻ると、神に祈りが通じたか、悪あく魔まの唆そそのかしか、隣の部屋の窓は開いていた。泥棒のくせに不用心なことである。

　リンはシャツで手を拭ふくと、窓から身を乗りだした。ひょいと足場に降り立つ。建築現場のバイトもやっているリンには、このくらいの幅はなんてことない。

　通行人に見られないよう、リンは急いで、だが慎しん重ちように足場を確保しながら、煉れん瓦がの壁かべに指をかけて隣の窓を目め指ざした。

　歩くのは簡単だったが、隣の窓に手をかけた途と端たん、

「わっ！」

　と下から悲ひ鳴めいが飛んできたので、見ると、口を開けて啞あ然ぜんとこちらを見ている中年の男がいた。

　男が騒さわぎだす前に、笑顔で手を振ふり、急いで部屋の中に入る。これでホテルに駆かけ込まないでくれればいいが。

　従業員が様よう子すを見にくるかもしれないので、リンは急いで、なにかめぼしいものはないか探さがした。男たちの旅行鞄かばんに手をかけたとき、「泥棒みたい」と罪ざい悪あく感かんが湧わいたが、

（でも、あいつらだってあたしの部屋に忍しのび込んだんだし。これであいこだよ）

　と自分を納なつ得とくさせた。慎重に、中身を崩くずさないように漁あさる。

　茶色の鞄の中には、洗面道具やわずかな着き替がえなどがあった。そして、

（……手紙？）

　事務用の飾かざり気けのない封ふう筒とうに気づき、リンはそっと抜ぬきだした。犬泥棒たちの名前が書いてあるかも、と思ったのだが、それは手紙ではなかった。

　封筒の表を見た途端、リンはどきりとした。そこには手書きで、「キャビネック刑務所給付金」という文字があったのだ。

　キャビネックという地名に聞き覚えがあった。どこで聞いたかは思いだせなかった。中には紙し幣へいが三枚入っているきりだ。

　急いでもう一方の、赤い鞄を漁ってみる。封筒は発見できなかった。

（あの男たちは刑務所から出てきたばかりってこと？）

　リンはわけが分からなくなった。ムショ帰りがいきなり犬泥棒などするだろうか。普ふ通つうの泥棒でもやった方がよっぽど効率的ではないか。餅もちは餅もち屋やということか？

（このキャビネック刑務所ってところに問い合わせて、犬泥棒が最近出所しなかったか、確かめて……）
















　焦あせっていたリンの手が止まった。

　服と服の間に本が挟はさまっている。いや、本ではない。日記帳だ。

「…………」

　リンは固かた唾ずを吞のみ、布ぬの張ばりの日記帳を手に取った。

　中を開いてみる。

　古いものではないらしく、開いた紙面は暗がりでもちゃんと真っ白に見えた。最後の記入を捜さがす。

　最後の日記は二週間前の日付だった。几き帳ちよう面めんな四角張った文字が並ならんでいる。外がい灯とうの明かりに照らすと、そこにはこう書いてあった。

「とうとう引っ越しだ。何度目だろう。」

「引っ越し？」

　リンは思わず呟つぶやき、首を傾かしげた。ともかく先に視し線せんを移す。

「彼らはじきにここを突つき止めるだろう。彼らはぼくを許さないだろう。だから、ぼくは逃にげなければならない。本当はぼくにはもうあんなものは必要ないのだ。ぼくにはあんなものより大たい切せつな、別の宝たからができたのだから。だが、彼らはそれを信じないだろう。そしてぼくを許さないだろう。だからぼくは逃げるしかないのだ。ぼくの大だい事じな宝──家族を守る為ために。ぼくがあんなものを必要としていない証あかしとして、ぼくはあれを置いていこう。彼らの為に置いておこう。願わくば、彼らがぼくを追うことがなくなるように。」

　そこで日記は終わっていた。リンは前のページをめくったが、驚おどろいたことに真っ白だった。その一ページだけ書いてあったのだ。

「つまり……これは日記じゃなくて……メッセージ？」

　そうだ、「ぼく」が「彼ら」に対して残したメッセージだ。「彼ら」は犬泥棒たちを指さしているのだろうか。そして、「引っ越すぼく」というのは、

「スキアヴォ家の人……？」

　知らず知らず口に出したときだった。

　扉とびらの向こうで、カチャという金きん属ぞく音おんがした。ハッとリンは全身を硬こう直ちよくさせた。ドアノブに鍵かぎが触ふれる音だ。廊下の絨じゆう毯たんの毛足が長かったので、足音が聞こえなかったのだ！

（まずい！）

　リンは急いで日記を鞄かばんにしまった。ファスナーを閉とじ、窓に飛びつく。

　ドアノブががちゃがちゃ音を立てる。鍵がうまく回らないらしい。リンは足場に飛び降り、身を屈かがめた。

　間かん一いつ髪ぱつ、鍵が回り、ドアが開く音がする。

「おい。窓が開きっぱなしだぞ」

　低いくぐもった声が聞こえてきた。ワンテンポ間まが空あいて、

「なんか、部屋の中が乱れた感じがしないかね」

　粘ねばっこい口く調ちようの声が聞こえてくる。リンは窓の下に隠かくれながら、早はや鐘がねのように鳴る心臓を必死に押おさえた。

「風が吹ふき込んだんだろ。机の上が砂でざらざらだ」

　神経質そうな声とは対たい照しよう的てきに、相あい方かたは大おお雑ざつ把ぱそうだった。頭の上で声がしたので、リンは必死に身を縮めて隠れる。幸さいわい、敵は窓を閉めることしか頭になかったらしく、リンには気づくことなくすぐに窓を閉めてしまった。

　リンは大きく息をつくと、急いでその場から離はなれることにした。男たちの会話を聞きたかったが、日記を読んだことがばれるかもしれない。できるだけ離れなくては。

　リンは来た道を戻もどって──行きとは違って何度か足を滑すべらせそうになりながら──隣の部屋にたどり着いた。そこから先は、一いち目もく散さんに脇わき目めもふらず、ディナーを食べ終えた人々に紛まぎれて外に飛びだしたのだった。




　　　　※




　あれは一いつ体たいなんだったのだろう。ようやく自分の部屋に戻ってきたリンは、ベッドにひっくり返りながら、頭を悩ませていた。

　あの日記を額がく面めん通りに取るならば、おそらくスーの父親、スキアヴォ氏は、なにかを持っていた。そのなにかを巡めぐって、犬泥棒たちといさかいがあった。スキアヴォ氏は逃げ、犬泥棒たちは彼を捜さがしていた。もしかしたら、それが原因で刑務所に入ったのかもしれない。そして、彼らは刑務所から出てきて、スキアヴォ氏を見つけだした。

　スキアヴォ氏は彼らが来るのを先に知って、また逃げだした。でも、追われることに疲つかれたスキアヴォ氏は、「なにか」を犬泥棒たちに渡わたすことで、見み逃のがしてもらおうとしたのだ。そのメッセージが、あの日記なのだ。

　では、その「なにか」とはなにか？

「……スキアヴォ氏は彼らの為に置いていった……置いていった……デュカ？」

　リンは傍かたわらで寝ねそべっているデュカを見た。彼はなにも知らない吞のん気きな顔で寝ている。

（そうか……だからあいつらはデュカを狙ねらってたんだ。デュカがスキアヴォ氏の残したものだと思って。でも、デュカには本当はそんな価値はない……とゆーことは、ほかのなにか？　犬泥棒たちもデュカと勘かん違ちがいしたってことは、正しよう体たいを知らないみたいだし……それとも、デュカが関連してるもの……？）

　そこまで考え、リンの脳のう裏りに薄うす汚よごれた柱はしらが浮かんだ。がばりと半身を起こす。ベッドが揺ゆれて、デュカが不ふ機き嫌げんそうに彼女を見た。

　デュカといえば、あの呪のろわれた柱。ステファン・ゴドウの呪いのかかった。そして、

（ステファン・ゴドウの財産はどこへ？）

　古い新聞記事の見出しを思いだす。消えたゴドウ家の財産。それに、ステファン・ゴドウが獄ごく死しした刑務所こそ、「キャビネック刑務所」ではなかったか？

　これは偶ぐう然ぜんと呼べるのだろうか。

「そうだ……あいつらは刑務所でステファン・ゴドウの財産のことを知ったんだ。隠し場所とか知って、出しゆつ所しよしたら取りにいくつもりで……あ、でも、それだと順序が逆か……刑務所に入る前に知った？　隠し場所を知る為にあの二人は刑務所に入ったのかな。でも、先にスキアヴォさんが手に入れちゃった……？」

　ぐるぐると仮か定ていが浮うかんでは自分で否定し、どれが正しくてどれが絶対間ま違ちがっているか、自分でも分からなくなってくる。やはりリンは考えごとの整理が苦にが手てだ。

「ええいっ、要はこの『なにか』がなにか、分かればいいのよっ」

　面めん倒どうくさくなって、リンは断言した。快かい刀とう乱らん麻まを断たつ判断である。

　ともかく、奴やつらの狙ねらいがあの日記の「なにか」であるならば、問題解決の糸口は見えた。デュカが「なにか」とは違うとあいつらに証明すればいいのだ。

「ちょっと見は高価な犬そっくりだっていうからなあ」

　リンはしみじみと、傍かたわらでだらしなく伸のびきっているデュカを見下ろした。「なにか」を売って買った犬だとでも思ったのだろう。こんな二に束そく三さん文もんの可愛かわいげのない犬を。

「おまえも苦労するね」

　デュカの毛の薄うすい頭を撫なでる。それでも、最近は手を出してこないところを見ると、やはり彼らもいい加か減げんデュカが違うと気づいたということか。

（でも、まだクインリーにいるってことは、ブツは見つかってないってことだよね……）

　リンは考えた。じっくり考えてみて、それからにやあと笑った。誰だれかが見ていたら、その不ぶ気き味みな笑みにあとずさりするような、そういう怪あやしげな笑みだった。

「見つかってないってことは、まだあるってことだよね。ね、デュカ」

　ぐいっとデュカの馬うま面づらを摑つかんで、自分に向けさせる。デュカはすばらしく嫌いやそうな顔でリンを睨にらみ、ぷいと視線を逸そらした。

　リンはベッドから飛び降りると、支し度たくを始めた。明日は朝イチで出かけなければならない。




　　　　※




　翌朝、日が昇のぼるころには、リンは半はん壊かい状態のスキアヴォ家の庭先に立っていた。足下にはぐったりと半分寝ねているデュカがいる。

「へっへーんだ。さしもの犬泥棒たちも、こんな朝早くからは動こうとは思わないでしょ。今がお宝たからを探さがすだーいチャーンス！　デュカ、始めるよっ」

　気合いたっぷりのリンに対して、デュカは自分からはまったく動く様よう子すもなく、のべりんと石いし畳だたみの上に寝たままだ。リンは強ごう引いんにデュカを引っ張って、とりあえず今にも崩くずれそうな家の中へと、恐おそれもなく入っていった。




　そして、小こ二時間後。

「……うーん。どうして見つからないんだろう」

　真っ黒になった手首をポキポキ鳴らしながら、リンは唸うなった。

　半壊状態のスキアヴォ家けで、瓦が礫れきと廃はい材ざいをよけ、いつ崩れるかもしれない建物を慎しん重ちようにくぐりながら、お宝らしきものを捜さがした。だが、めぼしいものはなにも見つからない。

「まあ、そんな簡かん単たんに見つかるとは思ってなかったけどさ」

　犬泥棒たちが十日かけても見つけられなかったのだ。そう易やす々やすとリンが発見できるはずがない。

（だからデュカを連れてきたんだけどなあ。犬は鼻がいいし。もしかしたら、デュカが在あり処かを知ってるのかもしれないし）

　そう思ったのだが、まったく当てが外はずれた。デュカはリンのすぐそばで鼻をふんふん鳴らし、しきりにあちこちを嗅かいでいた。ついこの間まで自分が暮らしていた、真の意味でのテリトリーだったはずなのに、まるで初めて訪おとずれた場所のように、落ちつかなげにうろつきまわっている。「知らないような知っているような」と当とう惑わくしているのだろうか。

　なんにせよ、宝捜しにはまったく役に立たないようだ。

「まったく、家が壊こわされてるとこ見たときは、なんも反はん応のうしなかったくせに」

　リンは呆あきれて言うと、デュカを自分に引き寄せた。

「おまえが伝説の宝たから掘ほり犬だったらよかったのに。知ってる？　自分を可愛かわいがってくれた美少女の為ために、お宝を掘り当てちゃう犬なんだよ。嫉しつ妬とした隣となりのオヤジに殺されちゃうんだけどさ」

　デュカの首を抱だきながら話し、それから、

（可愛がった美少女ってのは、図ずう々ずうしいかな？）

　などと自分の発言を反省した。恩返しされるほど可愛がっているとはとても思えないし、美少女とは縁えん遠どおいにもほどがある。

「んん？」

　頰に硬かたいものが当たったので、見てみると、デュカがなにか金きん属ぞくの棒ぼうをくわえていた。銀色の細長いそれは、クローバーの飾かざりがついた──

「鍵かぎ!?」

　リンは慌あわてて、デュカの口の中から鍵をもぎとった。デュカは「いやーん」と首を振ふって抵てい抗こうしたが、腕わん力りよくで強ごう引いんに口をこじ開あける。鍵を失ったデュカは抗議して、リンの腕うでをがじがじとかじったが、彼女はそれは無む視しした。

　まじまじと銀の鍵を見つめる。どう見ても、どこから見ても鍵だ。間ま違ちがいない。

「ま、待って。家の鍵かもしんない」

　高鳴る心臓を押おさえ、リンはずるずると四よつん這ばいで廃材をくぐり、玄げん関かんへと向かった。

　玄関はすでに破壊されていたが、廃材は庭に散乱していた。そこからドアノブを捜しだし、おそるおそる鍵を差し込んでみる。

（！　はまらない！）

　鍵は鍵穴にすら入らなかった。大きい。これはどう見ても家の鍵ではない。なにか、錠じよう前まえのようなものの鍵だ。或あるいはトランク？

　リンは自分の腕に食いついているデュカに、

「デュカ、あんたこの鍵どこで見つけたの!?」

　と尋たずねてみたが、むろん答えはない。リンがかざした鍵をくわえようと、彼女の腕から口を離はなしたくらいで。

　リンはデュカの攻こう撃げきをよけながら、唸うなって考えた。

「むむむ……やっぱりこれが、お宝の鍵なんだ。どこかに秘密の部へ屋やがあって、これはそこの鍵で……デュカが見つけたってのも、偶ぐう然ぜんじゃないのかも」

　スキアヴォ氏は「置いていく」と書いたのだから、置いてかれたデュカが、お宝に一枚嚙かまされていてもおかしくはない。デュカが鍵の在処を知っていて、それを犬泥棒たちに伝える役割を果たしていたとか。

（……それは変か）

　リンは自分の考えを否定した。それならば、自分に「保ほ健けん所じよに連れていけ」とは言わなかっただろう。やはりここは偶然デュカが見つけたと考えた方が理屈に適かなっている。

「あとはこの鍵が、どこの鍵かを突つき止めればいいだけかっ」

　リンは気合い満々で立ち上がったが、通りを行き交かう車が増ふえていることに気づき、慌あわててポケットから懐かい中ちゆう時計を取りだした。

　時計はもう一時限目の授業が始まっている時刻を指していた。

「わっ、やっばーい！　もう行かなくちゃ！」

　リンは鍵を右手に、デュカを左ひだり脇わきに抱かかえ、うろうろした。デュカはしかたないから学校に連れていくことにして、鍵はどこへ隠かくしたらいいのやら。

「うーん。部屋に隠すのも危あぶないし、持ってくのもまずいし、どこか、どこか……」

　リンはうろたえたが、天てん啓けいのようにハッといい隠し場所を思いついた。

「そうだ、あそこにしよう！」

　急いで自転車に戻ってデュカを籠かごに詰め、鍵をポケットに入れると、リンはペダルを漕こぎだした。







　８　鍵かぎの行ゆく方え







　その日、リンは一日中そわそわしていた。鍵を見つけた興こう奮ふんでいても立ってもいられず、早く現げん場ばに戻もどりたかったのだ。

　その挙きよ動どう不ふ審しんさは教師陣にも伝わったらしく、本日授業中に指さされること五回。どれもこれも満足に質問に答えることはできなかった。まあ、いつも通りといえばいつも通りなのだが。

　幸さいわい、今日きようは午前で授業が終わったので、リンは終しゆう鈴れいが鳴るとともに教室を飛びだそうとした。だが、ふと用を思いだし、顔を歪ゆがめる。

　仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、帰り支じ度たくをしていたジャニースのところへ歩あゆみ寄り、ぶっきらぼうに紙切れを差しだした。ジャニースは怪け訝げんそうにリンを仰あおいだ。

「なあに、この小こ汚ぎたない紙は」

「あたしが書いたんじゃないよ、預あずかっただけだもん」

　ジャニースはそれ以上は問わず、紙切れを受けとった。そして、中を開く。

　リンも首を長くして紙を覗のぞき込んだ。預け主に「見てかまわない」と言われていたが、やはりジャニースより先に見ることはためらわれたのだ。

「見てかまわない」と言われた理由は簡かん単たんだった。内容の意味がさっぱり分からなかったのだ。そこには、

「十五年前に死亡。確認。」

　というメッセージと署しよ名めいが書いてあっただけだった。

　リンは首を捻ひねった。誰だれが死んだというのだろう。

（ジャニースは柱はしらの事じ故このこと調べてたから、その犠ぎ牲せい者しやかな？）

　そう考えると、自分はお宝たからの鍵を手に入れたのに、未いまだ柱の事故について調べているジャニースが少し気きの毒どくになった。

（ジャニースは昔むかしから、自分がそうと決めたら梃て子こでも意見を変えない、頑がん固こなところがあるからなあ）

　あの犬いぬ泥どろ棒ぼうたちの狙ねらいはステファン・ゴドウの消えた財産だと、彼女に教えてあげようか。そうすれば、仲直りのきっかけになる。

　かける言葉を捜さがして頭を悩なやませていると、ジャニースがじっと自分を凝ぎよう視ししているのに気がついた。なにか無意識に変な態度をとってしまったかと、リンは焦あせり、

「な──」

「警察には行ったの？」

「へ？」

　なにを言われるかと身み構がまえていたリンは、拍ひよう子し抜ぬけした。

「そりゃ、行ったよ。見れば分かるでしょ？」

「…………」

　ジャニースはなにも答えなかった。じっと、感情のこもってないまなざしでリンを見つめたあと、無言のまま教室を出ていってしまった。

　その間、リンはジャニースの視し線せんに射すくめられたように、身動きできなかった。彼女を呆ぼう然ぜんと見送り、教室のドアが閉しまった音で我われに返る。

「な……なに、あれ。人がせっかく仲直りしようと思ったのに、勝手に怒おこって。警察に行ったらなんだっていうのよ。あたしが警察に行ったって、別にいいじゃな──」

　腹立たしく言い放はなった言葉が、尻しり切きれトンボになる。なにか引っかかるものを感じた。

（あれ？　待てよ、ジャニースがあたしが警察に行ったのを怒おこるわけないんだ。だって、ジャニースはあたしに警察に行けって、怒ってたぐらいなんだから……）

　そこまで考え、リンは愕がく然ぜんとした。そうだ、自分は警察に行っていない！

　別件では警察に行ったが、それは個人的に人に会いにいっただけで、いわゆる被ひ害がい届とどけを出しにいったのではない。

　大体、ジャニースと喧けん嘩かした理由はなんだった？

（あたし、ジャニースは、呪のろいなんかあるはずないって怒ってると思い込んでたけど……よく考えてみたら、その前に、警察に行ってないって怒ってたんだ！）

　リンは顔がん面めんから血の気けが引くのを感じた。とんだ勘かん違ちがいをしていたのだ。

（あたしってバカ！　うわあっ、どうしよう！）

　焦あせって教室を飛びだすが、もうジャニースの姿はどこにもなかった。

　リンは呆ぼう然ぜんと廊ろう下かに立ち尽くした。




　　　　※




　結局、自分の間ま抜ぬけさ加か減げんにジャニースのあとを追いかけることもできず、リンはとぼとぼと、再びスキアヴォ家けの半はん壊かい住宅へと戻ってきた。

　デュカを自転車から降ろし、園芸シャベルを片手に中に入るが、どうにもやる気が起きない。

　リンは大きな柱はしらが横たわるキッチンに座すわり込み、ため息をついた。

「ねえ、デュカ。やっぱりあたしって考えなしなのかな」

　キッチンの中をしきりに嗅かぎ回っているデュカに、リンは話しかける。

「一つのことに気を取られると、ほかのこと忘れちゃうし。鶏にわとり並なみの頭なのかなあ」

　もちろんデュカの答えはない。リンはムッと口を曲まげて、デュカの短い尻しつ尾ぽを摑つかむと、嫌いやがるのを無理に引っ張って抱だき締しめた。

「ちょっと、少しは真しん剣けんに聞いたらどう？　人がこんなに自分のバカさ加減に落ち込んでるのに、慰なぐさめようって気はないの？」

　文句を言うと、デュカはちょっとだけリンを仰あおぎ、それから彼女が握にぎっていたシャベルを鼻先で払はらい飛ばした。抱き方が悪かったらしく、シャベルが邪じや魔まだったらしい。

　それがいかにも、「足りない頭で下らないこと考えてる暇ひまがあったら、手でも動かせば？」と言っているような感じだったので、

「もお……」

　落としたシャベルを拾うと、リンはしぶしぶ探たん索さくを再開した。目的は今け朝さ拾った鍵の鍵穴がどこにあるか、だ。

　最初に考えたのは地下室だった。だが、地下室に行くべき階段はどこにも見当たらない。壊こわれた廃はい材ざいに埋うもれたかと思ったが、どうも最初からないような気もする。

　家の中を這はい回るが、さすがに半壊した建物の中は、調べられるところが少ない。

（スキアヴォ氏だって、自分の家が壊されるのは分かってたんだから、大たい切せつなものをそんな中に残しとくはずないか）

　庭に埋めたのかもしれない。リンは窓から外に出た。

　出た途と端たん、突とつ然ぜん何者かに背中から抱だきつかれた。

「わっ!?」

　リンは悲ひ鳴めいを上げつつ、反射的に肘ひじ鉄てつを思いっきり食らわす。

「ぐへっ」

　相手は予想以上の抵てい抗こう──重い一いち撃げきを食くらって、リンを離はなしてうずくまった。わけが分からないが、自由になったのをチャンスとリンは逃にげだそうとした。だが、すぐに横から来た別の手に服を思いっきり引っ張られる。

「！」

　逃げようとした自分の勢いにつられ、リンはひっくり返った。したたか尻しりを打って涙が出そうになった彼女の顔面に、バッと布ぬのが覆おおい被かぶされる。

「！　なにすんのよ！」

　リンは布を取ろうとしたが、両りよう腕うでを二本ずつ、四つの手で押おさえられてしまった。じたばたと脚あしを振り回し、体からだを暴あばれさせて脱だつ出しゆつを試こころみるが、肩かたを押さえられてしまっては起きることはできない。

　それでも闇やみ雲くもに暴れて、とにかく自由な足で相手を攻こう撃げきしまくる。

「うわっ、いってえ！　なんてばか力なんだ！」

「早く縛しばれっ」

　呆あきれ声と苛いら立だちの混まじった会話が交わされる。リンは負けてたまるかと抵抗し、凄すさまじい格かく闘とうの上──負けた。

　布の上から口をロープで封ふうじられ、ついでに全身簀す巻まき状態にされて、担かつぎだされる。まったく十四歳の乙おと女めに対する待たい遇ぐうにしては最悪である。

　そして、車に放ほうり込まれ、乱暴な発車に顔面がどこかにぶつかって、リンはあまりの痛さにぼろぼろ涙なみだが出た。

（あ、あとで覚えてろーっ、ぎちょんぎちょんのめっためたにしてやるううう）




　　　　※




　急発進した乱暴な車を、眼鏡めがねの少女は磁じ石しやくを抱だき締しめたまま、呆ぼう然ぜんと見送った。なにがなんだか分からず、キョトンとしている間に、車の姿が消えてしまう。それからようやく、自分は誘ゆう拐かい現場を目もく撃げきしたのだという結論に達した。

　達する前は、大人おとなの男相手にプロレスの練習でもしているのかなどと、バカなことを本気で考えていたのだが、誘拐と分かれば、

「大変ですわ！　リンがさらわれてしまいました！」

　顔を真まっ青さおにしてマリスは叫さけんだ。おろおろと誰だれかいないか辺あたりを見回すが、こういうときに限って誰もいない。いや、誰かいたら誘拐などするはずもないだろう。犯はん人にんたちもタイミングぐらい計はかる。

　マリスはたまたま柱はしらの陰かげに這はいつくばっていたから、犯人たちに気づかれなかったのだ。

「こうしちゃいられません！」

　マリスはスカートを捲まくし上げ、近くのガスステーションへと走りだした。




　　　　※




　リンの恨うらみ辛つらみを乗せた車は、市内を走っているようだった。そして、長いのか短いのかよく分からない時間のあと、車は停とまり、リンは運びだされた。二人の男に小こ脇わきに抱かかえられ、荷物扱いされているのが、更さらに癪しやくに触さわった。こういうとき、普ふ通つうの娘むすめだったら恐きよう怖ふが先に立つものだが、リンの場合、怒いかりがなによりも先行するのだった。

　腹が立ったので、じたばたと芋いも虫むしのように暴あばれたら、足を持っていた男が彼女を落としてしまい、尾び骶てい骨こつに激しい痛みをもらう羽は目めになった。しかたないので、そこから先は大人おとなしく運ばれるままになる。

　そして、ようやく目め隠かくしと猿さる轡ぐつわの役を担になっていた布が外はずされると、そこはがらんとした埃ほこりっぽい部へ屋やだった。見たところどこかのアパートの空あき室しつのようで、玄げん関かん扉とびらがないのは、この建物自体がうち捨てられて長いということだ。

　窓を見た。青空が見えるだけで、場所は限定できない。走行距きよ離りからして、クインリー市内のどこかだと思うが、確証は持てなかった。

　リンは自分を運んできた二人の男をキッと睨にらんだ。

　細長い鉛えん筆ぴつのような男と、ゴムマリのような小男。間ま違ちがいない、犬泥棒たちだ。リンは男たちをもう少し注意深く見た。

　細男は角かく刈がりの黒くろ髪かみで、口の回りに輪の形に短い髭ひげが生えていた。太い眉まゆに少々垂たれた目が、軟なん弱じやくな優やさ男おとこの印象を受ける。

　対して小男は、亜あ麻ま色いろの髪にきちんと切り揃そろえられた口髭、美しいブルーアイズで、そのむちむちした頰ほおさえなければ、テレビ俳優のようなハンサムな顔立ちをしていた。一見はまじめなサラリーマンで、小さなパステルカラーの家に気だてのいい妻とおしゃまな娘むすめに腕わん白ぱくな息むす子こを持つ、この国の大人おとなが抱いだく典型的な「いい夫、父」像そのままである。

　二人は三十代後半に見えた。風ふう貌ぼうからは悪質な誘ゆう拐かい犯はんには見えないが、得えてして現実とはそういうものだ。

「あんたたち、なによ！　あたしをどうしようってのよ！　言っとくけど、あたしに身みの代しろ金きん払はらってくれる親なんていないからね！」

「あーあー、まったく威い勢せいのいいガキたれだ」

　閉へい口こうしたように、小男が耳に自分の人差し指を突つっ込んだ。優男がにっこりと、女を口く説どくような笑顔で、

「そうせっかちに考えなくてもいい。俺おれたちは別に営えい利り誘拐犯ってわけじゃない。ただ、あんたに聞きたいことがあるだけだ」

「……これが、ものを尋たずねる人に対する扱あつかい？」

　リンは上うわ目め遣づかいで男たちを睨にらんだ。床ゆかに転ころがされて人の話を聞かなければならないなんて、屈くつ辱じよく的てきすぎる。

　優男がリンを抱かかえ起こした。なんとか尻しりで座すわる格かつ好こうになって、リンは大きく深呼吸した。それを見た優男が、満足そうに目を細める。

「落ちついたかな？」

「誰が落ちつくかっ」

「おい、こんなガキたれ、さっさと吐はかせようぜ」

　小男がイライラした口く調ちようで言い立てた。リンはキッと睨にらんだが、同時に、さっきから蹴け飛とばしていた肉の感かん触しよくから、自分の暴ぼう行こうの犠ぎ牲せい者しやは多分に彼であろうと判断する。

　優男は相あい棒ぼうを手で制すると、ムカムカしてくるような親しげな口調で、

「手て荒あらなことをするつもりはないんだ。ただ、あんたがあの家でなにをしてたか教えてくれたらね」

「別に、あんたたちに教えるようなことはしてないよ。デュカの散歩に付き合ってただけだもの」

　リンはぶっきらぼうに答えた。優男は笑みを崩さず、

「それは噓うそだ」

「…………」

「だって、あんたはゆうべ、俺おれたちの部へ屋やに忍しのび込んだんだろ？」

　ずばり指し摘てきされ、リンはギョッとした。慌あわてて狼ろう狽ばいを隠かくそうとしたが、顔にはっきりと「なぜそのことを？」と出てしまったらしい。小男がちっと舌打ちする。

「やっぱりてめえか」

「うまく忍び込んだようだけど、残念ながら窓に足あし跡あとが残ってたよ。スニーカーのね」

　その言葉を聞いて、リンの方が舌した打うちしたくなった。部屋が「ざらざらしていた」せいで助かったと思ったが、逆に足あし下もとをすくわれたようだ。

「あんたは俺の鞄かばんに入ってた奴やつの日記を見た。そして、奴の残した『あれ』を盗ぬすもうと、あの家を捜さがした。そして、見つけた……そうだろう？」

「そいつを渡わたせよ」

　よき夫おつと、よき父親顔の男の口から乱暴な言葉が出てくる違い和わ感かんに堪たえながら、リンは小男を睨にらんだ。

「なんであんたたちに渡さないとなんないのよっ」

　誘ゆう導どう尋じん問もんと挑ちよう発はつにしっかり乗せられ、「見つけた」と言ってしまったことに気づかないまま、リンは言い返した。

「そいつは俺たちのもんだからさ。てめえは俺たちのもんを盗ぬすんだんだ。知ってるか、人のものを盗む奴は泥どろ棒ぼうって言うんだぜ、お嬢じようちゃん」

「知ってるよ、そんなこと」

　バカにされて、リンは口を尖とがらせた。

「別に、横取りしようなんて気はないよ。でも、先に手を出してきたのはあんたたちじゃない。人の家いえに盗みに入ったり、デュカをさらおうとしたり」

「あれは、最初はあんたが横取りしたと勘かん違ちがいしたのさ」

　優男があまり真しん剣けんみのない口調で答える。

「デュカが『あれ』だと思ったの？」

「あの犬が隠かくし場所を知ってると思ったんでね」

「それで、あたしが今度こそは横取りしそうなんで、さらってきたってわけか」

「話が簡かん単たんでいいね」

　ニコッと優男が笑った。小男がぺたぺたと靴くつを鳴らす。

「ごちゃごちゃ細こまかいことはいーんだよ。さっさと『あれ』を返せよ。じゃねーと、そのままそこの川に突つき落とすぞ」

「なっんにを偉えらそうに！　あんたたちのもんでもないくせに！」

　横おう柄へいな小男の態度にムカっ腹を立てて、リンは喚わめき返した。怒ど鳴なり返されると思いきや、小男はサッと顔を青ざめさせると、動どう揺ようもあらわに相あい棒ぼうを見た。

　優男の方は顔色一つ変えず、目を細めて笑ったまま、

「なんでそう思うんだ、お嬢さん？」

「あんたたちバカじゃないの？　百年前ならともかく、今はお宝たからを発見したって、警察に届とどけないと拾しゆう得とく物ぶつ法ほう違い反はんで逮たい捕ほされちゃうんだから」

「拾得物？」

　自じ慢まんげに説明するリンに、優男は笑いながら聞き返した。リンは目をしばたたかせて、急に不安になってきた。

　この二人はなんのことについて話しているつもりなのだ？

　リンはためらいがちに、

「……『あれ』って、ステファン・ゴドウの、消えちゃった財産じゃないの？」

「そうだとも」

　リンの不安をよそに、優男はあっさりと頷うなずいた。リンは拍ひよう子し抜ぬけする。彼女の推すい理りが当たっていたのだから、もっと喜んでもいいものだが、なにか釈しやく然ぜんとしない。会話がうまく嚙かみ合っていない気がするのは自分だけか？

「俺たちは昔むかし、そいつを見つけたんだ。でも、奴とちょっとトラブってな、下くだらないケチな泥棒で捕つかまっちまったんだ」

「俺らはあいつに売られたんだよっ、金を独ひとり占じめしようとした奴になっ。おかげで八年も冷ひや飯めしを食う羽は目めになったっ」

　いきり立って小男が喚わめく。リンは唾つばが飛ばないよう身を反そらし、優男を仰あおいだ。

「あいつって、スキアヴォさん？」

「そう、スキアヴォさん」

　優男は頷うなずくが、単にリンの言葉を追つい従しようしているだけのような気がしなくもない。リンは違和感を抱いだきながらも、

「それで……出しゆつ所しよしたから、スキアヴォさんから宝を奪うばいにきたの？」

「まあ、そういうこと」

　満足そうに結論づける優男。

「でも、どうやってお宝を見つけたの？　ステファン・ゴドウの呪のろいは大だい丈じよう夫ぶだったの？」

「なんだ、てめえもあんなでたらめ信じたのかよ？　そいつあ俺らが作ったインチキだぜ」

　歯をむきだして小男が笑った。リンは瞠どう目もくした。

「じゃあ、やっぱりショベルカーをひっくり返して、工事を中止させたのは、あんたたちなの!?」

「そうとも。あの辺へんをがちゃがちゃひっくり返されると、『あれ』が見つかっちまうからな。あの辺の幽ゆう霊れい伝でん説せつを聞いて、俺らがちょっくら細さい工くしてやったんだよ」

　得意げに小男は説明した。この点はジャニースの推すい論ろんが正解だったようだ。リンはもっとジャニースの言うことをちゃんと聞いていればと悔くやんだが、後の祭りだった。

　優男はふところからあの布ぬの張ばりの日記を取りだした。

「まったく、こんな日記一つ残して奴はとんずらしちまった。一体どこに『あれ』を隠かくしたのか、きちんと書いとくぐらいの親切心はなかったのかな」

「鼻の利きく奴だぜ。あいつは前からそうだった。こざかしいネズミだ」

「あいつは俺たちに『あれ』を譲ゆずるって言ったんだ。だから俺たちのものだろう？　あんたはそれを横取りしようとしてる。あんたは俺たちを泥棒呼ばわりするけど、『あれ』はあんたのものでもないじゃないか。大人おとなしく『あれ』がどこにあるか言ってくれ」

「あたしは、あんたたちがデュカを連れてこうとしたから……！」

「あーっ、うるさいうるさいっ！」

　怒ど鳴なったリンの言葉を遮さえぎって、小男がヒステリックに喚いた。ふところに手を突つっ込み、ぎらりと黒光りする拳けん銃じゆうを取りだして銃口をリンに向ける。

　さすがにリンは息を吞のみ、黙だまった。

「まったくうるさいガキだ！　ゴタゴタ言ってねえで、さっさと言わねえとぶっ殺すぞ！」

　短気な小男は、ぺたぺたと平べったい靴を踏ふみ鳴らして怒ど鳴なった。円まるい銃口を見て、ここにきてようやくリンの中に焦あせりの感情が浮うかび上がる。

（やっばい……こいつ、マジかも）

　ちょっとでも刺し激げきしたら本当にぶっ放ぱなしそうである。リンは身を固くした。喉のどが乾かわいていくのを感じる。

「わ……分かった。言うから、それ、下ろしてよ」

「言うのが先だっ」

　指さし図ずされるのも腹が立つらしく、小男は撃げき鉄てつに手を掛かけた。リンは救いを求めて優男を見たが、紳しん士しぶった態度でもやはり悪党は悪党、相棒のやることを楽しそうに見ているだけだ。

　リンは諦あきらめるしかなかった。

（……いいもん。どうせ、あたしのもんじゃないし）

　だが、どうしても譲ゆずれないことがある。

「約やく束そくしてよ」

「なにい？」

「もうデュカには手を出さないって」

　真しん剣けんなまなざしでリンは言った。デュカを守る為ために犬泥棒たちの企たくらみを暴あばこうと必死になっていたのだ。これを確認しないといけない。

　優男も小男も、デュカのことなんかすっかり忘れていたらしく、なんのことだと言わんばかりにきょとんとしたが、

「ああ。奴やつの犬か。いいとも、手は出さない」

「犬ころなんかに用はねえよ」

「それと、スキアヴォさんにも仕返ししないって約束してよっ」

　口くち早ばやにリンは付け足した。小男が怪け訝げんそうに片かた頰ほおを引きつらせる。

「なんだ、てめえ、奴とどういう仲なんだ？」

「別に、散歩のバイトしただけだよ。でも、あそこにはちっちゃな女の子がいるんだから、あの子を悲しませたら承しよう知ちしないからねっ！」

　ついエキサイトして、自分が囚とらわれの身だと言うことも忘れて叱しかりつけるリン。小男は呆あきれ返って、

「まったく威い勢せいのいいお嬢ちゃんだぜ。安心しろよ、『あれ』さえ手に入れりゃあ、あいつなんか忘れてやる。捜さがすのも手て間まだからな」

「ただし、『あれ』がちゃんと見つかったらだ。見つからなかったら、地じ獄ごくの果てでも追いかけてくよ？」

　優男が笑顔で怖こわいことをさらりと言う。こっちの方があまりたちがよくないようだと、リンは身を縮ちぢめた。

「それで、どこにある？」

「……あたしが見つけたのは、お宝じゃないよ」

　小声でリンは答える。よく聞こえなかったのか、小男が耳を傾かたむけて、

「なんだと？」

「鍵かぎよ。スキアヴォさんちに落ちてたの。家の鍵じゃないから、お宝の隠し場所の鍵だと思う」

「その隠し場所は!?」

「そんなことまで知らないよっ。あんたたちの方が知ってんじゃないの!?」

　小男に怒ど鳴なられ、カチンと来たリンは怒鳴り返した。

「この、小こ娘むすめだと思って甘あまくしてりゃあ！」

　摑つかみかかろうとする小男を、相棒が制した。

「まあ、そんなにいきりたつな。彼女は本当に知らないだろう。でなけりゃ、今ごろ『あれ』を手に入れてるはずさ──それで、その鍵はどこにあるんだ？」

　優男が優しい声こわ色いろで尋たずねる。リンは尻しりで後あとずさりながら、ためらいがちに、

「……警察」

「なに？」

「警察の、ニコラって警部に渡したの。知り合いだから」

「…………」

　優男の表情が強こわばり、笑顔が見る見る消えていく。代わりに現れた怒いかりの顔に、

（ああっ、やっぱりいいい！）

　リンは適当な噓うそをつけばよかったと後こう悔かいした。だが、もう遅おそい。

「こんのガキ！　よりにもよって、そんなところに持ってきやがって！」

「わっ！」

　憎ぞう悪おに彩いろどられた顔で、優男が拳こぶしを振ふり上げる。簀す巻まき状態のリンが悲ひ鳴めいを上げた、そのときだった！

「ワン！」

　鋭するどい吠ほえ声がしたかと思うと、黒い影かげが弾だん丸がんの如ごとく部へ屋やに突つっ込んできた。

「デュカ！」

　デュカは勢いよく飛び、優男の後頭部にべたりと張りついた。こめかみに爪つめを食くい込まされ、男が悲鳴を上げる。
















「ぎゃっ！　な、なんだ!?」

「犬だ、犬がくっついてる！」

　頭を振ふってデュカを落とそうとする優男。小男が後ろからデュカを剝はがそうとするが、手が届とどかずに狼ろう狽ばいする。そして、優男の肘ひじを顔面に受けて、すってんと不ぶ格かつ好こうに尻もちをついた。身長差の悲ひ劇げきだ。

　デュカは死んでも離はなさないといった気合いがこっちにも伝わってくるほど、しっかりと男にしがみついていた。リンはわずかの間呆ぼう然ぜんとしていたが、目の前で小男がひっくり返ったので我われに返り、すかさず彼の頭目がけて両足で蹴けりを入れた。

　ゴキッと、首の辺あたりから鈍にぶい音がして、小男が白しろ目めを剝むく。両足が縛しばられているからと、加か減げんせずに蹴ったのがまずかったらしい。

　だが、そんなことをかまっている場合ではない。リンは小男の手に握にぎられた拳けん銃じゆうを遠くへ蹴り飛ばすと、尻しりで懸けん命めいに動き、デュカとダンスしている優男の向むこう臑ずねを思いっきり蹴飛ばした。

「うわっ！」

　頭上に気を取られていた優男が、みごとに転てん倒とうする。倒たおれたところに、鳩みぞ尾おちに踵かかとを叩たたきこんでとどめを刺し、男たちは動かなくなった。

「ふう」

　息をつくと、男と一いつ緒しよに床ゆかに倒れたデュカが、リンのもとにひょこひょことやってきた。男が腹から倒れたので、デュカには怪け我がはなかったようだ。

「デュカ、助けにきてくれたの？」

　声をかけると、デュカは「俺が見てなくちゃ危なっかしくて見てらんないからな」とでも言いたげなまなざしで、ぺろりとリンの頰ほおを舐なめた。

　リンは気の緩ゆるんだ、ふにゃけた泣き笑いを浮うかべた。

「デュカ、頼たのむから外に行って人呼んできてよ。このままじゃ起きることもできないよ」

　だが、デュカがリンを救ったのはそこまでだった。結局リンが腹はら這ばいのままへっぴり虫のように動いて、アパートの階段を下り──何度も転ころげ落ちて青あお痣あざを何カ所も作り、道路まで下りて通行人に助けてもらったのだった。

　ようやく縄なわを解とかれたリンは、ずっとそばについて応おう援えん、或あるいは見物をしていたデュカを抱だき上げると、

「もおーっ、あんたは役に立つんだか立たないんだか分からない奴だねっ」

　文句を言いながらも、リンの顔は緩ゆるみきっていた。




　　　　※




　翌日、リンとデュカの写真が、「お手て柄がら娘むすめと犬」というタイトルで、大きく新聞に載のった。







　９　デュカ







「『お手て柄がら犬けん現あらわる！　昨日きのう午後、クインリーハイスクール一年リン・エンデバー嬢じようが二人組の男に誘ゆう拐かいされたが、彼女の飼かい犬いぬデュカが犯はん人にんの車を追つい跡せき、空あき家やに連れ込まれたところを襲しゆう撃げきし、犯人たちを倒たおした。リン嬢は自じ力りきで脱だつ出しゆつ、通りかかった通行人に無事保護され、犯人たちは当局によって逮たい捕ほされた。クインリー警察署は近く、この一人と一匹に、感謝状を贈おくるとのこと……』

　すごいねえ、リン。感謝状だって」

　新聞を朗ろう読どくしたユーリが、心の底から感かん嘆たんしたように褒ほめた。テーブルの上にぐったりと身を投げだしていたリンは、恨うらめしげにユーリを仰あおぐ。

「感謝状でも逮たい捕ほ状じようでもいいから、さっさとくれるならくれりゃあいいのに」

「おやおや。ご機き嫌げん斜ななめだね、うちのお嬢さまは」

　キッチンからやってきたレズリーが笑った。手にしていたコーヒーカップの一つをユーリの前に、リンにはホットココアの入ったカップを渡わたす。

　リンは湯ゆ気げの立つココアに息を吹ふきかけ、一口飲むと、仏ぶつ頂ちよ面うづらで、

「だってさあ、昨日っから取材取材って、もう疲つかれちゃったよ。バカ騒さわぎはとっとと終わらせたいの」

「それもこれも、冒ぼう険けんの代だい償しようだ。これに懲こりたら、二度と危険なことはしないことだな」

　大先生に優やさしく窘たしなめられて、リンは口を尖とがらせたが、反論しなかった。

　昨日は犬いぬ泥どろ棒ぼうたちをやっつけ、警察に保護されたあと、市内外のローカル新聞やケーブルテレビ、果ては高校新聞まで取材にやってきて、質問攻ぜめにあったのだ。むろん、こんな田舎いなか町まちの小さなできごとだから、驚おどろくほど集まったわけではない。だが、世よ馴なれしていない十四歳の少女にとっては大だい攻こう撃げきだった。

　おまけに、ゆうべからずっと友人知人から電話が鳴りっぱなしで、「テレビのニュース見たよ！」と嬉き々きと喋しやべる彼らの相手もしなくてはならなかったのだ。おかげで寝ねそびれてしまい、ようやく眠ねむりにつけたのは夜も白しらむ時間だった。寝不足も重なって、疲ひ労ろう困こん憊ぱいである。

「捕つかまってたときの方が疲れなかったなあ」

　はあ、とリンはため息をつく。

（それにしても、あいつらがステファン・ゴドウの消えた財産を狙ねらってたって話、本当に載のらないなあ）

　ユーリが楽しそうに読んでいる新聞を、じっと見つめる。

　警察で、リンは二人の企たくらみを洗いざらい喋しやべってやったのだ。事じ情じよう聴ちよう取しゆは知り合いの──リンは友人だと思っているが──ニコラ警部が行ってくれた。彼は逐ちく一いち調ちよう書しよにリンの説明を書き込んでいたが、最後に、

「この宝たからの話は口こう外がいしないように」

　と口止めされてしまった。なぜかと食いかかったリンに、

「あるかどうかもはっきりしない話を広めると、周辺の住民に迷めい惑わくがかかる」

　とニコラ警部は答えた。だが、釈しやく然ぜんとしない。

　その不満をユーリにぶちまけたところ、

「うーん。そこで区画整備が行われてるんだろう？　そんな楽しい噂うわさが流れたら、整備が遅おくれちゃうからじゃないかな」

　つまり、お役所同士のやりとりがあったのではないかということだ。リンは腹を立てたが、だからといって、お宝目当てに人がドッと押おし寄せるなんて、確かに近所の人はいい迷惑だ。よって、彼女はそのことには口を閉とざし、営えい利り誘ゆう拐かいされたことにしたのだ。

　だから、電話をかけてきた友人たち全員に、

「あれ、あんたとジャニースを間ま違ちがわれたんでしょ」

　と言われる始し末まつだったのだ。苦く学がく生せいのリンを誘拐したところでどうするんだ……という笑い話にされているらしい。

　今日きようが日曜日でよかったというものだ。リンは再度大きく息をつき、だらしない姿勢のままココアとクッキーを口に入れた。そして、

（あ。ジャニースと仲直りしてない）

　そう思いだす。昨日からのゴタゴタで、そんなことまで気が回らなかった。

　ジャニースからは電話はかかってこなかった。間ま近ぢかに住んでいるのに、話を聞きにも、お見み舞まいにさえきてくれない。

（まあ、あたしが悪かったんだもんな……）

　リンが謝あやまるまで無視することにしているのだろう。ジャニースはそういう人間だ。

（しょうがない。報告がてらに謝りにいこう）

　自分のバカさ加か減げんを考えると、気が重くなりながら、リンは椅い子すから立ち上がった。

　そこへ電話が鳴って、そばにいたユーリが受話器を取る。

「はい、レズリー公こう証しよう事務所です……はい？　あ、いますよ、ちょっとお待ちください」

　そう言ってユーリは受話器の口を押おさえると、リンに差しだした。

「リン。クリストファー・スキアヴォさんから電話だよ」

「スキアヴォ!?」

　思いがけない名前にリンは飛び上がり、電話に飛びついた。どぎまぎしながら口を開く。

「はい？」

「……リン・エンデバーさん？　初めまして、クリストファー・スキアヴォです」

　受話器の向こうから落ちついた、優やさしい男の声が聞こえる。

「テレビを見ました。今、近くまで来ています。デュカのことで是ぜ非ひお話ししたいことがあるのですが」

　ためらいがちに話すスキアヴォ。リンは息を吞のみ込んだ。




　　　　※




　デュカのことで話がある──そう切りだされて、腹を立てないリンではなかった。今さらなんの用だと言うのだ。

（そっちの都つ合ごうで捨ててったくせに！）

　テレビでデュカの活躍を知って、一人娘のスーザンが泣きだしてしまったと言う。あれは自分のデュカなのに、と。「リンの飼かい犬いぬの」と形容されていたことに、悲しくなってしまったのだ。

（当たり前だよ、無理やり引き離はなされたんだから！）

　泣きやまないスーザンに途と方ほうに暮くれていたところ、騒さわぎを聞きつけたアパートの大おお家やが、そんな感心な犬なら特別に部へ屋やで飼ってもいいと申し出てくれたのだ。それでこうして恥はずかしながら電話をかけた──そうクリストファー・スキアヴォは説明した。つまり、デュカを返せというのだ。

（有名になったから飼ってもいいなんて、なに考えてんのよ！　デュカのことなんか本当はどうでもいいくせに！）

　そう怒ど鳴なろうとして──なに一つ言えなかった。無言で話を聞き、頷うなずき、手て短みじかに家の跡あとで会う約やく束そくをすると、電話を切った。「はい」しか言わない彼女を、スキアヴォ氏は不自然に思っただろう。

　電話を切ってもその場に立ち尽くすリンに、

「リン？　デュカを返してほしいって？」

　ユーリの優しい声が尋たずねてくる。リンは少しテンポを空あけ、頷うなずいた。

「怒おこらないのかい？」

「……やっぱり、怒った方がいいのかなあ」

　ぼそりと呟つぶやき、二人の先生に体からだを向ける。落ち着かないときのくせで、手をきつく揉もみながら、

「捨ててったのに、役に立つからまた取り戻したいって、そんな身み勝がつ手てな話、すっごく怒りたいの。なに考えてるんだって、今さら返してやるもんかって、怒ど鳴なればよかったって思ってるの。でも、できなかったんだ……」

「どうしてだね？」

　レズリーが聞き返す。リンは居い心ごこ地ち悪わるそうに、もじもじした。視し線せんが泳いでしまう。

「だからさ……スーが……スキアヴォさんちの小さな女の子が、デュカと無理やり離はなされて、でも、テレビでデュカを見て、大泣きしてるって聞いちゃったから、やっぱり返してあげた方がいいんじゃないかって、思って……そしたら、なにも言えなくて……」

　リンは言い淀よどんだ。それは違ちがう。それはただの口こう実じつだ。表向きの言いわけ。本当はそうじゃない。

　それを見み抜ぬいたのか、ユーリが彼女に手を差しだした。

「リン、おいで」

「……」

　促うながされるまま、リンはユーリの膝ひざに乗る。ユーリの大きな掌てのひらが頭を撫なでてくれたので、リンはぽろりと涙なみだをこぼした。鼻の奥おくがつんと痛くなる。

「拾いに帰ってくることもあるんだって思ったの」

　ぽろぽろこぼれる涙を必死に拭ぬぐいながら、リンは言った。

「そう思ったら、声が出なくなったの。泣きたくなかった、なかったから」

「泣いたっていいんだよ。リンの当然の権利なんだから」

　リンは首を横に振ふった。それ以上は言葉にならなかった。レズリーも彼女の頭に手を置く。

「どうした、うちのお姫ひめさまは。せっかくわしが拾ってきたのに、なにを泣いているんだ」

「あたし、大先生が拾ってくるがらくた並なみってこと？」

　目を真まっ赤かにしながらリンは文句を言う。奥の倉そう庫こにぎっしり詰つめられてあるがらくたは、レズリーの蒐しゆう集しゆうのなれの果てだ。

　レズリーは白い髭ひげを撫なでながら、

「うむ。わしの拾ってくるがらくたの九十九パーセントは、本当に再生のきかんゴミだが、残りの一パーセントは充じゆう分ぶん今でも役に立っておる。中でもリンというがらくた姫は、よく飛び跳はねるしよく食べるし、よく泣くし、まさに掘ほりだしものだったぞ」
















「もうっ、変な名前つけないでよ」

　リンは顔を近づけたレズリーを押おしやり、そして笑った。少し歪ゆがんだ笑いになってしまったが、まあよしと自分でも納なつ得とくできる笑みだった。




　　　　※




　半はん壊かいした元自宅の前で待っていたクリストファー・スキアヴォは、犬泥棒たちと同じ三十代後半の、至ってごく普ふ通つうの男だった。

　六四に分けた栗くり毛げの髪かみ、同色の瞳ひとみ、小さな銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね。昨日きのうの小男とはまた違ちがうタイプの、典型的家庭人である。少々胴どう長ながな印象を受けるのは、胸むな板いたががっちりしているせいだろう。

　彼を見たリンは、同時に、おどおどと自分に応対した妻のカレンと、不安そうに見上げていたスーザンも思いだした。つまり、家庭を常に背中に負っているタイプなのだ。

「初めまして、リン。身み勝がつ手てなことを頼たのんでしまってすまなかったね」

　スキアヴォは人当たりのいい笑顔でリンに手を差しだしたが、さすがにその手を握にぎることはしなかった。スキアヴォは困ったように首を傾かしげ、それから彼女の腕うでの中のデュカを見て、

「ああ、デュカ。久しぶりだ。すまないね、どうしても新しいアパートでは飼かえなかったんだ」

　引っ込みがつかなくなった手でデュカの頭を撫なでようとしたが、デュカはすかさずその手を嚙もうとした。さすがに慣れているらしく、器き用ように攻こう撃げきをよける。スキアヴォ氏とデュカの相あい性しようはまったくよろしくないようだ。

「……本当に、デュカを引き取りたいんですか」

　胡う乱ろんそうにリンは尋たずねる。スキアヴォ氏は頭を搔かいた。

「君が疑うのも無理はないけど……アパートのことさえなければ、デュカは連れていくつもりだったんだ。でも、犬が飼える部へ屋やを捜さがすのは都会じゃとても難むずかしいんだよ」

「昔むかしの仲間から逃にげる為ために急いでたし？」

　辛しん辣らつに言ってやると、スキアヴォ氏はますます困ったように眉び宇うをひそめた。

「君の奮ふん闘とうは、ニュースで聞いて知ってるけど……ただの営えい利り誘ゆう拐かいじゃなかった、って分かってるんだね？」

「あの二人は、デュカがあなたが日記に書き残した『あれ』と勘かん違ちがいしてました。だから、あたしを誘拐したんです」

　はっきりとリンは言ってやった。スキアヴォ氏も当とう事じ者しやだ、おおよそ予想はついていたのだろう、静かに頷うなずいた。

「君には大変迷めい惑わくをかけてしまった。そうか、彼らは『あれ』のことをデュカだと勘かん違ちがいしたのか……君もデュカを保ほ健けん所じよに連れてっていれば、こんなことには──」

　そこまで言いかけたスキアヴォ氏を、リンがきつく睨にらんだので、彼は慌あわてて言葉を切った。まったく、聞いたそばからこれである。本当にデュカを返していいのか、疑わしい。

「……ところで、結局『あれ』はどこにあるんですか」

「彼らはなにも言ってなかったのかい？」

「あなたが隠かくし場所を書いとかなかったから見つけられなかったって、怒おこってました。だから、デュカが手がかりだって勘違いしたんじゃないですか」

　語調をきつくして、リンは叱しかるように言った。スキアヴォ氏は掌てのひらを広げて、

「まあ、待ってくれ。はっきり場所を書いたら、ほかの人間があの日記を手に入れてしまった場合困るだろう？」

「ほかの人間？」

「あの日記は、引っ越すときにこの家に置いてったんだ。彼らが見つける前に、解かい体たい業者が見つける可能性もあったからね」

　必死に弁解するスキアヴォ氏に、リンは呆あきれた。そんな曖あい昧まいなやり方でよくうまくいったものだ！

「それで……『あれ』は？」

「君は『あれ』がなんだと思うかい？」

　逆に問われて、リンは戸と惑まどった。同じ質問を犬泥棒にもされたような気がする。

「……ステファン・ゴドウの消えた財産、じゃないの？」

「そうだとも。ステファン・ゴドウの財産には曰いわくがあることは知ってるかな？　あれを取ろうとした者は呪のろわれるという」

　リンは頷きかけ、自分が聞いていたのは財産ではなく、柱はしらを撤てつ去きよしようとした者であることを思いだした。いくつもヴァリエーションがあるのだろうか。

「つまり、そういうことなんだ」

「？」

「ぼくらにも見つけられなかったんだよ。ぼくらは昔むかしからの仲間で、一いつ攫かく千せん金きんを夢ゆめ見みて、八年前に財ざい宝ほうを探さがしにここに来たんだ。いい線まで行ったんだが、でも、呪のろいが──」

　そこでスキアヴォ氏は言葉を切った。気まずそうに視し線せんを逸そらし、言うか言うまいか迷っている様よう子すだ。

「これは、人に言っては──君にも呪いがかかるかもしれない──いや、やはり言わない方がいいだろう」

「？　呪いがふりかかったんですか？」

「うん、そうだ。詳くわしいことを言うと、君も危険だから──ともかく、ぼくらは宝を手にすることができなかった。ぼくは怖こわくなって逃にげだした。そしたら彼らはぼくを裏切り者だと言って、殺してやるって脅おどしたんだ。ぼくは身の危険を感じて、彼らが前にやった盗ぬすみを警察に密告して捕つかまえてもらったんだよ。今思えば、仲間にひどいことをしたと思うけど、あのときはぼくも必死だった。呪いから逃のがれる為ためにね」

　沈ちん痛つうな表情でスキアヴォ氏は語る。一いつ体たいなにがあったのかリンは聞きたかったが、呪いがかかるなどと言われては問い返すのもためらわれる。

「きっと彼らは、彼らが刑務所にいる間、ぼくが宝たからを見つけて独ひとり占じめしたと思ったんだろう。でも、ぼくは二度と『あれ』に手を出すのはごめんなんだ」

「じゃあ、日記に書いてあった『残したあれ』っていうのは……あの鍵かぎのこと？」

「そう。その鍵のこと」

　にっこりとスキアヴォ氏は答えた。

「それを知ってるってことは、君が見つけたのかい、あの鍵を」

「うん、ここに」

　リンはデュカを抱だいたまま、ポケットから例のクローバー模様の鍵を取りだした。それをスキアヴォ氏に渡わたそうとすると、彼は首を振ふった。

「いや、ぼくは要いらないよ。それは財宝の隠かくし場所の鍵らしいんだが、結局謎なぞは解とけなかった。思えば、八年前に逃げたとき、ぼくがその鍵を持って逃げたのがいけなかったんだ。それで彼らはぼくが裏切ったと思ったんだ……それは君にあげよう」

「え！　で、でも、これを持ってたら呪いがかかるんでしょ？」

　リンは仰ぎよう天てんして、スキアヴォ氏に鍵を押しつけようとした。スキアヴォ氏は笑って、

「それだったらぼくはもう十回くらい死んでないとダメだな。大だい丈じよう夫ぶだよ、それを掘ほり当てたときに呪いがかかったんだ。ほら、あの柱の下を掘ってね」

　そう言って、スキアヴォ氏は交差点の真ん中の、薄うす汚よごれた柱を指さした。そう言われても、そんなものを持っているのはあまり気分のいいものではない。今のところなにも起きてないが、これからどうなるか分からないし、自分にならともかく、大先生やユーリに呪いがかかっては困る。

「でも……やっぱり」

「そうかい？　じゃあ、ぼくが持っていよう」

　リンが差しだした鍵をスキアヴォ氏はあっさりと受け取った。

「それじゃあ、デュカも」

「……デュカ、せっかく仲良くなったと思ったんだけどね。お別れだね」

　リンはデュカの馬うま面づらに頰ほおずりした。デュカは相変わらずの無ぶ愛あい想そうぶりだったが、ちらりと投げかけた視し線せんが、「まったく、人間ってのは勝手だよな」と呆あきれているようだった。

「ばいばい、デュカ」

　デュカの素そっ気けなさに倣ならって、リンも後あと腐くされない態度でデュカをスキアヴォ氏に手て渡わたした。だが、表面は取りつくろえても、心の中の寂さびしさは自分に隠すことができない。

「じゃあ、あたしは帰るから」

　とっとと帰ろうと、リンは踵きびすを返した。

「あ、ちょっと待って」

　スキアヴォ氏に止められ、振ふり返る。彼はさっきと変わらぬ笑顔で、抱かかえたデュカの首を押さえ、

「首輪が違うようだけど？」

「え？　あ、ああ……そうだ、取り替えたんだっけ」

「どうして？」

「どうしてって……」

　リンは当とう惑わくした。

「ぼろぼろになってたし、飼かい主ぬしが変わるんだから、首輪も変えようと思って」

「ああ、そうだね。じゃあ、飼い主が元に戻るんだから、首輪も元に戻さないと。どうした？」

「え……どうしたかな？」

　あのオカマ店長のペットショップで、首輪を買ったのは覚えている。で、不要になった首輪はどうした？　持って帰った？　その場で捨ててきた？

「もしかしたら、捨ててきちゃった……かな？」

　てへっ、と舌したを出してリンはごまかそうとしたが、彼が笑っていないことに気づき、表情を強こわばらせた。いや、スキアヴォ氏の顔の下半分は笑っていたが、上半分は、目は笑っていなかった。

「捨ててきたって、どこへ？」

「ペットショップ……かな」

「本当に？　それはどこの？　家に持って帰った可能性は？」

「なんでそんなことにこだわるの？」

　リンは警けい戒かいをあらわにして、鋭するどく聞き返した。先ほどから漠ばく然ぜんと感じていた違い和わ感かんが、今やはっきりした、「なにかが絶対おかしい」という確信に変わっている。なにかがなにを指しているかは、やはり分からないが、スキアヴォ氏の態度は異い様ようだ。

「首輪をなくしちゃったのは悪かったけど、でも、そんなに大だい事じなものなら、デュカを捨てる前に自分でとっておけばよかったじゃない。なにをそんなに怒おこってるの」

　リンの詰きつ問もんに、スキアヴォ氏はわずかにたじろいだ。リンは更さらに追つい及きゆうする。

「一体、スキアヴォさんはなにしにきたの。デュカを取り返しにきたの。それとも、デュカの首輪を取り返しにきたの」

「それはもちろん、デュカを──」

「あなたも、あなたの仲間たちも、ステファン・ゴドウの消えた財産を取ろうとしてるって、あたしは思いこんでたけど、本当は違ちがうんじゃないの？　あいつらもなんかはっきりしなかったもの。もしかしたら、『あれ』っていうのは本当はデュカの首輪なんじゃないの？　あの首輪に、なにか秘密が……」

　そこまで言って、リンは硬こう直ちよくした。たじろぎ、困こん惑わくしていたスキアヴォ氏の顔に、一いつ転てん、酷こく薄はくな笑みが浮うかんだのだ。人を舐なめ上げる蛇へびのようなまなざしに、リンの方がたじろぐ番だった。

「なにも気づかずに、渡していればいいものを」

　声も、愛あい想そうのいい父親の声から、はっきりとこちらを嘲あざける、薄うす笑わらいを含ふくんだ声になる。リンは一歩後あとずさった。

「今まで気づかなかったのに、どうしてかな。それともようやくって感じかな。まったく、本当に困った子だ」

　スキアヴォ氏がデュカを地面に叩たたきつける。

「デュカ！」

　きゃんと悲ひ鳴めいを上げて動かなくなってしまったデュカに駆かけ寄ろうとして、一いつ瞬しゆん早く襟えり首くびを摑つかまれた。

「！」

　よろめいたところを、平ひら手てで思いっきり頰ほおを張り飛ばされた。まったく手て加か減げんをしなかったのだろう、リンの体は吹ふき飛び、壁かべに激はげしく叩きつけられる。その衝しよう撃げきで、歪ゆがんだ壁が大きく揺ゆれ、天てん井じようからバラバラと木片とモルタル片へんが落ちてきた。

　リンは頭の奥おくががんがんと揺さぶられるような激はげしい痛みに呻うめいた。あまりの痛さに視し界かいがチカチカと光を放はなっている。うまくものが見れない。壁にぶつかったせいか、頭ず蓋がい骨こつの中で脳のう味み噌そがシェイクされているような感じで、目め眩まいがして気持ち悪くなった。

　目を回している彼女の首根っこを、スキアヴォ氏が乱暴に摑つかんだ。悲鳴を上げる余よ裕ゆうさえなく、引きずられて壊こわれた家の中に連れ込まれる。

（手、手を……）

　なんとかスキアヴォ氏の手を外はずして逃げようと理性は思うが、体が言うことを聞かない。自分の腕うでが持ち上がらないのだ。

　薄うす暗ぐらい部へ屋やの中に連れ込まれたリンは、そのまま床ゆかに打ち伏せられ、両手を後ろ手に摑まれた。膝ひざで背中を押さえつけられて息が苦しくなる。

　首になにか細い布ぬのを巻きつけられた。それがピンと両側から引っ張られる。

「今から君は、君を周しゆう到とうに誘おびきだした変質者に殺されることになる」

　頭の上で、スキアヴォ氏が淡たん々たんと語る。

「変質者の名前はクリストファー・スキアヴォ。以前ここに住んでいた男だ。彼は犬を返してほしいとやってきたが、本当の狙ねらいは君をレイプして殺すことだ。クリストファー・スキアヴォはそういう男だ。若い女を殺すのが好きな男。君の死はニュースになるだろう。警察はクリストファーを捜さがす。だが、どこにもそんな男はいない。見つかるわけがない。君は痛ましい未解決事件の被ひ害がい者しやとして、警察のファイルに残るのだ」

「あ、あんたは、一体、誰……？」

　掠かすれた声でリンは問うた。背中の上で彼が笑った気け配はいがした。

「さあ、私は誰だろう。クリストファー・スキアヴォはもういない。カレン・スキアヴォも、スーザン・スキアヴォも。幸しあわせで内気なスキアヴォ一家はもうこの世にはいないんだよ」

「！」

　リンはなんとか抵てい抗こうしようとした。だが、その前に首に巻きついた紐ひもが絞しぼられ、息が詰まる。

　紐をほどこうと必死にもがく。さすがにこればかりは無抵抗ではいられない。背中の上の男の口から、舌した打うちが洩もれたときだった。

「あなたが欲しいのはこれでしょう？」

　凜りんと張ったソプラノ──よく聞き知っている鋭するどい声が、薄はく暮ぼに沈しずんだ廃はい屋おくに響ひびきわたった。ハッと背中の男が動きを止めた。同時に紐を絞しめる力が緩ゆるむ。

（今だ！）

　リンは渾こん身しんの力を込こめて男を跳はね飛ばした。リンから転ころげ落ちた男はすかさず姿勢を正すが、その間にリンは、廃はい材ざいの隙すき間まから差し込む夕ゆう陽ひを浴びた、彼女の元に駆かけ寄った。

「ジャニース！」

　ジャニースは仁に王おう立だちになって、男に向けて右の拳こぶしを差しだしていた。その手には薄うす汚よごれた青い首輪が握られている。彼女はリンを自分の陰かげにかくまった。

　リンは大きく息をついて、それから激はげしくむせた。喉のどにまだなにか絡からみついているようで、首を懸けん命めいにさする。

　クリストファー・スキアヴォであった男は、ゆらりと立ち上がった。まっすぐジャニースを見つめたその口元に、かすかな笑みが浮うかんでいる。

「それをこちらへ投げてもらおう」

「そんな間ま抜ぬけなことをするのはリンぐらいよ、バカな人ね」

　男の脅おどす低い声にも怯ひるまず、ジャニースは傲ごう然ぜんと言い返した。

「もう底そこは割れてるわ、さっさと手を挙あげて床ゆかに伏ふせたらどう？　クリストファー・スキアヴォが十五年前に死んでいることは分かっているのよ」

「…………」

　男の顔が歪ゆがむ。リンは驚おどろいて彼女を仰あおいだ。そして、十五年という年数に、ニコラ警部からジャニース宛あてに預あずかったメモを思いだす。

　あそこに書いてあった「十五年前に死亡。確認。」というメッセージは、スキアヴォのことを指さしていたのか。ジャニースはスキアヴォ家けを調べていたのか？

　ジャニースはリンの驚きは無視して、皮の首輪を両手で持って男に突つきだした。

「そして、この中にあったものの正しよう体たいもね」

「それをどこにやった！」

　サッと男の顔色が変わり、焦しよう燥そうと怒いかりにかられた声を上げる。ジャニースは男を睥へい睨げいした。この場を取り仕切っているのが彼女であるのがはっきりと分かるまなざしで、

「決まっているでしょう？　警察よ」

「このガキ……！」

　男の手が腰こしに回る。服の下に拳けん銃じゆうが下がっているのを見て、リンはとっさにジャニースを引きずり倒たおした。

　だが、男が拳銃を抜ぬく前に、

「動くな！　警察だ！」

　第三者の怒ど号ごうが轟とどろき、バッとリンたちの背はい後ごに大勢の人ひと影かげが立ち並ならんだ。その気け配はいに驚いて振ふり返ると、ニコラ警部を筆ひつ頭とうに、男女の警官が十数人、拳銃を両手で構かまえて佇たたずんでいた。銃じゆう口こうはすべてクリストファー・スキアヴォだった男に向けられている。

　だが、男の判断は早かった。すかさず男は傍かたわらの壁かべを思いっきり蹴け飛とばした。ぎいっと天井が軋きしみ、廃はい屋おく全体が著いちじるしくたわむ。リンたちはギョッとした。

「壊こわれるぞ、逃にげろ！」

　ニコラ警部の命令で、リンとジャニースは警官たちに助けられながら、廃屋の外へと逃げだした。間かん一いつ髪ぱつ、家が倒たおれてきて、けたたましい音とともに崩ほう壊かいする。

「奴やつはどこだ！」

「あそこです！　逃げていきます！」

　飛び交かう怒号に促うながされ、リンが見ると、男がオルネード交差点を横切って逃げていく姿が見えた。交差点の向こうに停とめてある車が目に入る。あれで逃とう走そうする気か。

　と、そこへ、通りの向こうから走ってくる白い車が見えた。ライトをつけて、まっすぐ走ってくる。

　そんなにスピードを出しているようには見えなかった。ライトもついていたし、気づかないはずはなかった。大体コースからいって、まっすぐ走ればなんの問題もなかった。

　だが、なにを思ったか、男が突とつ然ぜん走る方角を曲まげた。もしかしたら警官たちを撒まくつもりだったのかもしれない。

　車道に飛びだした男の足が止まる。車に気づき、呆ぼう然ぜんと立ちすくむ。

　車も男に気づいて、大きく蛇だ行こうする。

「あっ」

　リンは声を上げた。男の背中に白い煙けむりが──

　男がなにかに突き飛ばされたように、わざわざよけてくれた車の前に飛びだした。どかっと鈍にぶい音がして、男の体が宙ちゆうに跳はね飛ぶ。そして、耳みみ障ざわりなブレーキ音。

「跳ねられたぞ！」

　わあっと警官たちが走っていく。

　それをリンは啞あ然ぜんと見つめていた。







　えぴろーぐ







「じゃあ、やっぱりステファン・ゴドウの消えた財産を狙ねらってたんじゃないんだ!?」

　日もとっぷり暮くれた警察署の待合室で、左手にジャニース、右手になぜかマリスとともに並ならんで座すわっていたリンは、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。声を上げさせた原因、ジャニースが、呆あきれたまなざしで彼女を見て、

「まだそんなことを言っていたの？」

「い、いや、あたしもそうじゃないって気がついてたんだけどさ」

　決まり悪そうに頭をかくリン。

　彼女たちは今、別室で一人一人事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けて、ようやく終わったものの、十五歳以下の未成年だったので今度は迎むかえにきた保護者たちが聴取を受けさせられ、それを待っているという状じよう況きようだった。さすがに今回はテレビや新聞の記者もおらず、明かりの落ちた人ひと気けのない待合室で、三人きりだ。

　事情聴取では、自分の一連の行動と考えを延えん々えんと喋しやべらされただけで、詳くわしい説明はしてくれなかった。どんなに尋たずねてもせがんでも、「今は忙いそがしいから、また後ご日じつ」とすげなく追いだされてしまった。実際、警察署の奥おくはばたばたしていたが、その人々も署を出ていってしまったらしく、今は静まり返っている。

　ムッとしたリンは、待合室でわけ知り顔ですましていたジャニースを捕つかまえて、話を聞きだしていたのだが──

「あいつらは強ごう盗とう犯はんよ。九年前に三人で宝石店に押おし入って、客と店員合わせて六人を射しや殺さつして逃げたの。だけど、そのうち二人は別件の盗ぬすみで捕つかまって刑務所に入れられて、残り一人は盗んだものを持って悠ゆう々ゆうと逃げ切った──名前も経けい歴れきもごまかしてね」

「まあ、そんな人たちが、よく八年で出しゆつ所しよできましたね」

　マリスが手を組んで、えらく驚おどろいた様よう子すで聞き返す。

「別件で逮たい捕ほされたって言ったでしょう？　宝石強盗はばれなかったのよ。仲間を告発して自分の罪ざい状じようを増ふやすくらいなら、釈しやく放ほうされたあと、宝石を奪うばいにいった方が得とくだし」

「それで、やってきた……」

　リンは犬泥棒二人の顔を思いだした。

「でも、スキアヴォの方が上うわ手てだったのよ。昔むかしの仲間が来る前に逃げだして、彼らの目をごまかす為ために偽にせの情報を置いてったりして」

「あたしが見た日記？」

　ジャニースは頷うなずいた。

「スキアヴォは盗んだものを仲間にくれる気なんかなかったのよ。だから彼らはまんまと引っかかって、デュカを盗もうとしたり、首を突つっ込んできたリンがなにか知ってるんじゃないかって、リンをさらったりしたのね」

「で、でも、あいつらもステファン・ゴドウの財産を捜さがしてるって言ったのに」

　間ま違ちがっていたと分かっていながらも、思わず自説を弁護してしまうリン。ジャニースは憮ぶ然ぜんと、

「ステファン・ゴドウの話を先に持ちだしたのはどっち？」

「……あたし」

「詐さ欺ぎ師しの手口ですねっ、彼らは相手の話にうまく乗れるんですよ」

　マリスが無む邪じや気きに指し摘てきする。リンはひどいショックを受けた。

「そ、そうか、だからなにか妙みような気がしたんだっ。あいつら、あたしの話に合わせただけだったんだ！」

「だからリンは単純だっていうのよ」

　ジャニースが身も蓋ふたもなく言うが、反論する余地もない。リンは頰ほおを膨ふくらませた。

「じゃあ、どうやってジャニースは知ったのよ」

「私は最初から、スキアヴォ家が怪あやしいと思ってたもの」

　そうジャニースはうそぶいた。

「犬泥棒たちがスキアヴォ家を見てたでしょう。あの時点で気がついたわよ。それに連れん絡らくが取れないときて、これはなにか後うしろ暗ぐらいところがあるんじゃないかって、ニコラ警部に彼の素す性じようを確認してもらったの」

「警察使うなんて卑ひ怯きようじゃん」

　自力で事件を解決しようとしたリンは、フェアじゃないと文句を垂たれたが、ジャニースはしれっとした表情で、

「使えるものは使うべきよ。リンはニコラ警部の存在を思いださなかっただけでしょ」

　痛いところを突かれ、リンはぐうの音も出なかった。警察に行かなかったことをまだ怒おこっているようだ。

　リンの気まずさを知ってか知らずか、ジャニースが説明を続けた。

「首輪の中身に気づいたのは昨日きのう。捨てようと思ったら、なにか挟はさんであるのに気づいたの」

「首輪はジャニースが持って帰ったんだっけ？」

「リンは捨てたけど、デュカが新しい首輪を気に入らなかったら、元に戻もどそうと思って持ってきたのよ」

　あくまでも用よう意い周しゆう到とうなジャニース。リンは舌したを巻いた。

「それで、結局なにが入ってたの？」

「ネガよ」

　ジャニースの答えに、リンは目をぱちくりさせた。ネガというのは写真のあれだろう。折おり畳たためば首輪にも入るか。

「警部に渡わたして現像してもらったわ」

「なにが写ってた？」

「犯はん行こう現場」

　吐はきだすようにジャニースは答えた。口を開くリンの先手を打って、

「私は持ってないわよ、警部がくれなかったんだもの。陰いん惨さんだからって」

「そ、そんなに酷ひどい写真？」

「酷いというよりはバカみたいなの。自分たちが殺した人たちの上で、ポーズとってるのよね。多分、血けつ判ぱん状じようみたいに、誰だれも裏切らないように撮とったんだろうけど、悪あく趣しゆ味みだわ。でもそれで、彼らが九年前の強盗殺人事件の犯人だって分かったのよ。犬泥棒たちからも裏は取れたみたい」

「でも、どうしてそんなものが首輪の中にあったんでしょうね」

　マリスが素そ朴ぼくな、だが実に根本的な問いを発する。

「そんな大だい事じなものなら、引っ越すとき持っていくはずですよね？　今回もそれで取りにきて、御ご用ようになったんだし」

「そうだよねえ。あたしもそこが変だと思ってるんだけど」

　マリスに同意しながら、リンはジャニースを見た。さすがにジャニースもそこまでは突き止められなかったようで、少し苦にがい顔をして、

「隠かくしておいたのを忘れたんじゃないの。リンとデュカがテレビに映って、それで思いだしたとか」

「そうかなあ」

　釈しやく然ぜんとしないリン。あの男にとってその写真は昔むかしの仲間に対する切きり札ふだだったはずだ。それをわざわざ忘わすれていくものだろうか。マリスも唇くちびるを突きだし、人差し指を当てて、

「そうですねえ、不ふ思し議ぎですねえ」

「あたしがいちばん不思議なのは、マリスがここにいることよ」

　憮ぶ然ぜんとリンが指し摘てきすると、マリスは「まあ」と両りよう掌てのひらを広げて、大おお袈げ裟さに驚いた。だが、それはわざとでもなんでもなく、彼女にとっては自然な行動なのだ。

「教えてませんでしたか？　リンがあの家で怪あやしい人と会ってるってジャニースに連絡したのはわたくしなんです。ジャニースが警察に連絡したんですよ」

「ジャニースに連絡？」

　リンは目をぱちくりさせた。ジャニースはことさら渋しぶい顔になって、

「昨日のこともあるでしょう。昨日もマリスが、リンがさらわれたのを見たって電話してきたんだけど、ちっとも要よう領りようを得ないし、車のナンバーも覚えてなかったから役に立たなかったのよ。、今度リンが不ふ審しんな行動していたらすぐに電話しなさいって、命じておいたの」

「……ジャニースっ」

　リンはジャニースの首に抱だきついた。暗い光の中では金にも見える彼女の髪かみに顔を埋うめる。

「……ごめん。警察行き忘れてた」

「やっと思いだしたのね」

　ジャニースは呆あきれ口く調ちようで言ったが、頭を抱き寄せられたので、リンは泣き笑いを浮うかべた。それを誰にも見られないよう、慌あわてて相あい棒ぼうの肩かたに顔を埋める。

「まあ、お二人とも、やっと仲直りしたんですね。よかったですわ、わたくしも電話した甲か斐いがありました」

　マリスがにこにこと、分厚い眼鏡めがねの底から満まん面めんの笑顔で言った。リンは照れながら、彼女を見て、

「ところでマリスは、なんであそこにいたわけ？」

「もう忘れちゃったんですか？　わたくし、あれからずっと捕ほ獲かく作戦を展てん開かいし続けていたんですよ。三日前からは新型の道具を作って、あ、今は証しよう拠こ物件があるかもしれないからって、警察に取り上げられてしまったんですけど、この磁じ石しやくと同じものを内蔵した強力掃そう除じ機きを使ってですね」

　そう言ってマリスは、背中と椅い子すの間に置いてあった巨大な磁石を取りだし、延えん々えんと「新しい道具」とその成果について喋しやべり続けた。つまり、

「……亡ぼう霊れいを捕つかまえようとし続けてたの？」

「もちろんですっ」

　強くマリスは頷うなずく。本気で亡霊を捕まえることができると思い込んでいるようだ。リンはがっくりと、脱だつ力りよくする思いだった。

　ジャニースもバカバカしそうにマリスを見て、

「時間の無む駄だよ、マリス。リンじゃあるまいし、亡霊なんているわけないでしょう」

「あ、あたしじゃあるまいしって、どういう意味よっ」

　ジャニースの言い草に、リンはカチンとして反論した。

「そりゃ、マリスのやってることはバカだけど、亡霊は本当にいるんだって！　スキアヴォを車に突き飛ばしたのは、絶対幽ゆう霊れいだってば！　ねっ、マリスも見たでしょう!?」

「わたくし怖こわくて、パトカーのうしろに隠れてましたので、見てませんでしたの。残念ですう」

「あんなの錯さく乱らんしただけよ。錯乱すると人間は光のある方へ反射的に向かうものだわ。リンはすぐそういうのを信じるんだから。今回で懲こりなかったのね」

「ジャニースの分からず屋！」

「リンの単純」

　ぷいっとそっぽ向く二人。マリスは困った表情を浮かべて、二人を見み比くらべた。

「もう、また喧けん嘩かですか。犬も食わないなんとやらですね」

「それは夫婦喧嘩！」

　頓とん珍ちん漢かんなことを言うマリスを、二人はハモって叱しかりつけた。




　　　　※




　後日、ニコラ警部がスーザン・スキアヴォを伴ともなって、コンラン家へやってきた。

「デュカ！」

　警部に連れられておどおどと視し線せんをさまよわせていたスーザンは、デュカを見た途と端たん、花が咲いたように顔を輝かがやかせた。デュカも一目でスーザンを認め、彼女に跳はねるようにして飛びつく。べろべろと舐なめられ、スーザンは声を立てて笑った。

「やっぱり元の飼かい主ぬしがいちばんなんだねえ」

　庭先で、一人と一匹の再会を眺ながめていたリンは、しみじみと呟つぶやいた。

　結局、車に轢ひかれたクリストファー・スキアヴォ（仮）は、そのまま意識が戻ることなく病院で死んだ。宝石強盗事件の方は、残る犬いぬ泥どろ棒ぼうたちが写真を突きつけられて白はく状じようしたので、九年ぶりに真しん犯はん人にん逮たい捕ほと相あい成なった。

　首輪になぜネガが仕込まれていたかは、カレン・スキアヴォ（仮）──彼女も偽ぎ名めいだった──が夫の帰りを心配し、クインリー署に問い合わせてきたことで、判はん明めいした。

「まったく、子供のいたずらとはいえ、ネガを首輪に入れるとはな」

　リンとジャニースの隣となりに並ならんだニコラが、仏ぶつ頂ちよう面づらで言う。なんでも、デュカが捨てられると悟さとったスーザンが、父親の大たい切せつなものをデュカの首輪に隠かくしておけば、デュカを取りに戻ってくれるだろうと、幼おさない頭で必死に考えてやったことだったのだ。

　ジャニースが彼を仰あおぎ、

「母親は来なかったの？」

「会わせる顔がないと言ってた。今は署で待っとる」

　夫が殺しかけた相手に会う勇気は、あの夫人にはないだろう。或あるいは、夫が死んだ原因となった娘むすめたちに会いたくないか。

「母親も奴やつが強盗犯だとは知らなかったんだ。昔の悪い仲間に追われてるとしか聞いてなかったらしい」

　ニコラは苦にが々にがしげにそう説明した。

　そこへ、スーザンがデュカを抱かかえてリンの元へ走ってきた。少女は上気した頰ほおで、はにかんだ笑顔を向けて、

「お姉ちゃん……ありがとう……」

　礼を言われてリンは面めん食くらったが、少女が、父親が強盗犯でリンを殺そうとしたことを知らされていないのだと思いだす。スーザンはデュカを預あずかってくれたことに礼を言っているのだ。

　リンは苦く笑った。デュカの頭を撫なでながら、少女に向かって、

「デュカ、ちゃんといい子にしてたよ。よかったね、デュカ。ちゃんと帰れて」

　デュカは黒々とした目で、上うわ目め遣づかいにじっとリンを見つめた。なにか言いたげなまなざしだったが、それを表あらわす言葉はリンには見つからなかった。

　寂さびしさが喉のど元もとにこみ上げてきそうだったので、リンは視し線せんを逸そらした。その拍ひよう子しに、スーザンの首に鎖で下がった、例のクローバー模様の鍵かぎが目に入る。

「その鍵は……？」

　瞠どう目もくするリンに、スーザンは自分の胸元に輝かがやく銀の鍵を握りしめると、恥はずかしそうに、

「これ……スーの宝箱の、鍵なの……前の家に忘れてきちゃった……お姉ちゃんが拾ってくれたって、刑事さんが返してくれたの……」

　リンは慌あわててニコラを振り返った。盗んだ宝石の隠し場所の鍵だと、警察に渡したはずなのに。

　ニコラは彼女の視線の意味を理解したらしく、ぶっきらぼうに、

「奴は銀行の貸金庫を借りてたそうだ。その中にブツはあるだろう」

「じゃあ、これ違うの？」

「リンったらバカね、そんな大だい事じなもの、忘れていくわけないじゃない」

「一いつ杯ぱい食わされたな、リン・エンデバー」

「えーっ!?」

　信じられないと、リンは声を上げた。どうりであっさりと鍵を手て放ばなそうとしたはずだ。財宝話と合わせて、単純Ｗダブルパンチといったところだ。これであと何日、ジャニースにバカにされるか分かったものではない。

　そんなリンを、スーザンが不安そうに見つめているのに気づき、慌あわてて手を振ふった。

「なんでもないよ、こっちの話」

　スーに父親のことは知らすなと、警部に最初に命令されていたのだ。これから少女は、母親とともに彼女の実家に戻るという。父親はデュカを引き取りにいった途と中ちゆうで、事じ故こに遭あったことにしているそうだ。

　父親を失ったスーザンのこれからの苦労を考えると、リンは殺されかけたこともすっかり忘れ、気きの毒どくになってしまった。わしゃわしゃと乱暴にデュカの頭を撫なで、

「デュカ、これからはあんたがスーを守ってやるんだよ。元気でね」

「……わん」

　ワンテンポ間まを空あけ、デュカは気のない返事をした。リンはほほえんだ。




　デュカとスーザンがニコラ警部とともに車で去っていくのを見送って、リンは大きく伸のびをした。

「ああ、騒さわがしかったなあ。これで散歩に連れてかなくてもすむや」

「あら、寂さびしいの？」

　ジャニースがからかうように尋たずねる。リンは笑顔で、

「ぜーんぜんっ。鬱うつ陶とうしいのがいなくてホッとするよ。ジャニースは寂しくないでしょ、結局最後まで懐なつかなかったし」

「いいわよ、私はもう一匹飼かってるもの」

「一匹？」

　訝いぶかるリンをジャニースが凝ぎよう視しする。だが、その視線の意味にリンは気づかなかった。

「変なの。それより、ユーリが昼ひる飯めし作るから食べにおいでって。今日は鮭さけのチーズとタマネギの挟はさみ焼き、アプリコットジャム添そえだってさ」

「どうしてユーリ先生はジャムを使わないと気がすまないのかしら」

　憮ぶ然ぜんとジャニースは言う。リンをいちばん懐かせているのはユーリだろうと思いながら。







　あとがき







　　　ナイショの話




「小林さん、こんにちはー」

「こんにちはでーす」

「調子はいかがですか？」

「あー、体の調子はいいでーす」

「仕事の方は」

「わはははは。ないでーす」

「あっ、そうなんですか……えっとですね、サニーサイドアップガールのことなんですけどお」

「タイトル？　長すぎるって？」

「ええ。うちのいちばん偉い奴、小川が文もん句く言ってるんですよねえ」

「あー、やっぱり」

「でも、ぼくはこれでいいと思うので、そのまま通しちゃっていいですよね。考えてるふりして、時間切れを待ちましょう」

「それでオッケーなんですか？　いいならそうしましょうっ」

　かくして、このあとがきは本が出版されるまで、偉い人にはナイショにしておかなければならないのだった。タイトルが変わっていたときは、あとがきが見つかったと思ってくんねい。




　　　女の子




「ねえ、女の子が主人公の話って書かないの？」と言われたことがある。失しつ敬けいな、今まで出してきた二十九冊、十一シリーズの中で、女が主人公だったのは四つもあるぞ（ただし、三つはスニーカー文庫で出したもの）。

　でも、そんなに目立つ主人公でないのも事実だ。一冊二冊で終わってしまうシリーズばかりだし、普通の子ばかりだし。あ、カリルだけは強きよう烈れつか（色んな意味で）。

　これではいかん！──と思い立ち、女が主人公、しかもサブキャラも女という話を書いてみることにした。

　そして、お届けする三十冊、十二シリーズ目の本がこれである。若い男の子が出てこない話を書いたのは初めて（二十三のアスラが若くないと定てい義ぎすれば）だが、出てこなけりゃ出てこないで楽しいものだ。代わりに渋しぶいオヤジが堂々と中心枠で出せたので、もうばっちりだね。今後のニコラの扱い方に注目だ！




　　　最後に




「サニーサイドアップガール１　捨て犬にご用心」は平成十一年八、九月に書いた話です。

「女の子ばっかりの話を書こう！」という安あん易いな考えの裏には、「女の子のイラストがいっぱい見たーい」という安易な欲求があるだけなのだった……

　それでは、二巻で会いましょう。




平成十一年十一月八日


小林めぐみ












サニーサイドアップガール １




捨すて犬いぬにご用よう心じん








小こ林ばやしめぐみ
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